

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　　口絵・本文イラスト●ｊｏｎｓｕｎ













　王国の中心で、巨大な天てん秤びんが生まれようとしている。




　それははじめ、二つの天秤だった。日本人の少年が出現させた裁きの天[image: ]と、この異世界の青年が出現させた裁きの天[image: ]。それらは惹ひかれ合い、ぶつかり、溶け合い、一つに融合し……産湯に浸つかった新生児のように、薄暗い空中に浮いている。

「人は人の上に人を造る」

　白髪の青年が言う。

「人の上に立ち、人を裁く者に間違いは許されません。絶対的に正しい人物のみが、この国の裁判をするべきなのです」

　青年は金糸の装飾が施された純白のローブに身を包んでいた。それはこの異世界でただ一人、神の代理人といわれる神官長のみが着る衣装。

　立つ場所は、この世界に【コピペ】された東京都千ち代よ田だ区くの日本武道館を、宗教施設に改修した建物内部。いわばアリーナ席にあたる一階中央。

　彼の断定的な言葉は、建物内部に染み渡った。




「「「「「神官長のお言葉のとおり」」」」」




　そう応じたのは、周囲のスタンド席を埋め尽くす信徒たち約一万。暗闇の中、手に蝋ろう燭そくの火を灯ともし、一様に白い布を被かぶっている人々は、これから始まる裁きの傍聴人だ。

　圧倒的多数が、神官長の青年に同意する異様な光景の中で、

「──裁判官ツカ姉は、あんたとは違う」

　ただ一人、少年は反論した。

「神官長ギルヴアール＝トリニテイ……あんたの正しさは、腐りきっている」

　日本人の少年は、八や咫たの鏡かがみを背負う黒いローブを羽織る、王国裁判所の補佐官。同じ黒いローブを羽織る義姉の裁判官を抱きしめている。彼女の身体からだは発熱し、汗で濡ぬれていた。

　広大なアリーナの中心で、取り残されたようにも見える姉と弟。

　その様は、地に墜おとされた孤独な鴉カラスに似ていた。

「おお──なんと莫ば迦かげたことでしょう。別の世界から召喚されただけの平凡な小僧に、我らの世界の神の御意思がわかるわけはありません。言いがかりも甚だしい」

　対して、神官長のそぶりは自信に満ちていた。

「私は神の代理人。この両手は聖なる神の手。悪事に手を染めたなどありえない──」

　仰々しく両腕を広げて言う。

　二つの手先は青白く輝いている。

「蒙もう昧まいなるニホン人に教えてあげましょう。私を疑うことが、すなわち罪です」

　ゴウン──と。中空、金色の天てん秤びんが厳かに屹きつ立りつする。

　巨大なそれが吊つるす二つの皿は、各直径約二十メートル。

　神官長の青年と、姉を抱える少年の、それぞれ頭上に浮いている。対立する者の魂の重みを比較するように定まって、不思議な力で静止した。

　天秤皿から落ちる燐りん光こうが文字となる。




【被告人　佐さ藤とうアクト　及び　我わが妻つまツカサ

　罪名　　教会不敬　　　　　　　　　　】




　神官長は、うっとりとした笑顔で言った。




「よって。この姉と弟を──死刑に処す」
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　姉と俺が異世界の王国にやってきてから、約三週間が経たった頃──




「いい加減に、自白しませんか」

　チヨダク王国裁判所の中、ハーフエルフの検察官イレアナの声が虚むなしく響いた。

　場所は『少年審判廷』という一室。

　日本法では、少年法によって十八歳未満の者は少年とされて刑事事件の特則を受けることになる。チヨダク王国裁判所は、元々は王女の【コピペ魔法】でコピーされた日本の最高裁判所の建物で、少年事件用の部屋はなかったのだけれど、王国のあらゆる事件を日本的なやり方で解決できるように設けられたのだという。

　そんな少年審判廷で行う少年審判は、よくある裁判とは違って原則として非公開。

　基本的に傍聴席はなく、関係する当事者のみが入れる小さめの造りをしている。

　この場にいるのは、裁判官の長い机に姉の我わが妻つまツカサ。その左隣に俺、佐さ藤とうアクト。

　俺から見て右手の長机に検察官のイレアナ。左手には誰もいない。

　少年事件は、検察官と弁護士が戦うような構造ではないのだという。

　俺たちの正面には長椅子があり、事件を起こした少年と、その保護者が座っている。

「ゴブタ君。あなたはなぜ、『あの立入禁止のビル』に侵入していたのですかっ」

　力んだイレアナの問いを向けられた少年だが、

「………………」

　答えない。

　場が静寂に包まれる。

　ドワーフ印の壁掛け時計が刻む、チクタクという音だけが聞こえる。

（喋しやべらない……これが黙秘ってやつか）

　初めて目の前でされてみると、なかなか気まずい。

　俺は少年のことをおさらいすることにして、手元に意識を集中し、イメージする。

　ヴゥン──と、文字や写真の入ったウィンドウが現れる。【裁きの欠片かけら】を所持して使えるようになった魔法の一つ、多機能なウィンドウだ。

（今は、この事件の情報を出してみよう）

　念じるとウィンドウの中はタブレット端末の画面のように移り変わり、

【少年　ゴブタ＝ボウチャー　年齢　十二歳　種族　ゴブリン混じり……】

　すぐさま俺の意図のとおり、【事件記録】を表示した。

（ファンタジーものの定番、ゴブリン種族と裁判所で出会うとはな──）

　数瞬、感慨に浸る。

　俺と姉が召喚されたチヨダク王国には、人間という種族以外のいわゆる異種族が暮らしている。街に出れば半分くらいは純血の人間ではなく、ハーフや、いくらか異種族の血が入った混じりと呼ばれる国民を見かける。

　日本で普通の高校生をやっていた頃、異世界ファンタジーものにハマっていた。アニメや漫画にゲーム……ことごとく舐なめ尽くすように嗜たしなんだそれらの中では、異種族と仲間になって魔王を討伐しに行ったり、凶暴な異種族と異能バトルをしたりしたものだ。

　とはいえ、今の俺はそういう主人公なんかじゃない。

　王国の裁判を助ける、裁判所補佐官という役職ジヨブについている。興味深い異世界ファンタジーな存在だろうと護まもるべき王国民だ。その抱える問題を、裁判官の姉と一緒に解決するのが仕事。娯楽の対象みたいにジロジロ見ないよう、俺は日本で対人ゲームをしていた時に鍛えた無表情に切り替えて、自分の感情が表に出ないようにした。

（この世界のゴブリンを、よく観察しておこう）

　異世界ものによくある感じの外見だ。事件記録には保護者の情報もある。父親はハーフゴブリン、母親が純血の人間。するとゴブタの混じり具合はクォーターといったところだけれど、外見には異種族の遺伝が強いのか緑色がかった肌色をしている。

　十二歳という彼の身体からだは、人間よりもいくらか小柄。これはゴブリン種族が何十年か前まで洞穴や地下ダンジョンなどで暮らしていたためらしい──とは、今は同席していないメイド長のシロが教えてくれた知識だ。

《ねえ、あっくん──》

　沈黙が支配する部屋の中、俺の頭の中だけに声がする。姉だ。

《その子、大丈夫かな。顔色が悪くない？》

　俺は姉とだけ秘密裏に会話できる【念話魔法】を【習得】している。場の誰にも悟られずに話せるので、とても便利な魔法だ。

《ツカ姉ねえ、顔色って緑っぽいこと？》

　と、額のあたりに意識を集中させて応じる。

《うん。保護者のお父さんの方もだけど、ご体調悪いのかな》

　やれ──念話魔法を使えて本当に良かった。姉は本職の裁判官で、法律についてはプロだけれど世俗には疎い。特に異世界のことについてはまだ慣れきっていない。

《そこはゴブリンだから普通だよ。それに、体調が悪いというよりも本当に言いたくなくて黙っているように見える》

　ゴブタ＝ボウチャーは膝の上で固く手を握り、唇をギュッと噤つぐんでいた。十二歳の少年にしては、かなり決意の強さを感じさせられる。

《やっぱり、あっくんがいてくれて良かった。今までとやり方を変えてみるね》

　そう言って、裁判官は座席から立ち上がった。

　今まで……というのは、王国に来てから裁いてきた事件のことだろう。

スライムストアのカラースライム事件に始まって、勇者ご一行焼殺事件（今では単に勇者事件という）を解決。それから今日までの約三週間は、勇者事件の裏で溜たまっていた揉もめ事や交通事件などを裁いてきた。目立つような大事件はなかったもののその数はざっと三百件を超える。

　当初は『裁判官はナメられたら死んだも同然』という信念で気張っていた姉と、次々に起こる出来事イベントに追われっぱなしの俺だった。

　が、安定して数をこなしていくうちに柔らかくなったところもある──

「検察官。質問を中断してください」

　裁判官我わが妻つまツカサは、少年の前に歩み寄る。検察官のイレアナが「は、はいっ」と返事をした時には、ゴブタ＝ボウチャーの目線に合わせるようにかがみ込んでいた。

「そんなに硬くならなくても、大丈夫よ」

　姉はロングの黒髪をかき上げて、少年の顔を間近で見据えて言う。

　後ろから見るその姿は、異世界のＯＬのような綺き麗れいめなブラウスと、タイトなスカート。審判廷では裁判官も補佐官も裁判所の黒いローブを着ないようで、審判が開かれた最初から、いつもの法廷ほどの厳粛とした感じはなかった。検察官が少年に対して厳しめに事実確認を繰り返したことで硬くなった空気が、少しずつほぐれていく。

「最初にお話ししましたね。ゴブタくんには、黙秘権があります。言いたくないことは、言わなくてもいい。黙っているからって、あなたが不利に扱われたり、怒られたりすることなんてないわ。まずこのことをお約束します」

　丁寧な語調に、優しげな声──

　感心する。初めて見る少年事件、加えて弟以外の男に優しく接する姉の姿も珍しい。

「……」

「もしかしたら、お姉さんのこと怖いって感じてるのかな？　だとしたらごめんね。裁判所はね、いつも悪い人を懲らしめたいって思っているわけじゃないの。ゴブタくんは、まだ十二歳で、今まで悪いことをしたことないって、ちゃんと知ってる」

　その通りだ。

　手元の、事件記録ウィンドウの中を見る。ゴブタ＝ボウチャーの『非行歴報告書』には、これまでの非行歴は『無』となっている。

「今回のことだって、『事件』だなんて大事みたいに言ってるけど」裁判官の言葉が続く。「ゴブタくんが誰かを傷つけたわけでもなければ、誰かが厳罰を望んでいるわけでもないわ。ただね、なんで法律を破ることをしたのか──あなたから教えて欲しいの」

　なぜ目の前の少年が、ここにいるのか。それは『送致書』の中、『審判に付すべき事由』という箇所に書いてあった。

【被疑者は、みだりに、チヨダク内の王宮府が管理するビルディングに侵入した……】

　ウィンドウをスワイプして記録をめくる。『現行犯人逮捕手続書』には、約一ヶ月前、警察官が立入禁止のビルから出てくるゴブタを見つけた、とある。

（なにかを盗み出したわけでもないしな）

　ビル内部の写真を見る。何年も放置されていた様子で、粗大ゴミが放棄されていたり、泥が堆積している。誰かに荒らされたのかもしれないが、それをゴブタがやった痕跡はないらしい。指紋や毛髪などの鑑識は済んでいる、とのことだ。

　警察は、ゴブタの所持品も調べた。学校用品しか持っていなかったという。

（明らかなのは、少年がビルから出てきたという点だけ。軽微な事件だ）

　チヨダク王国は、まるで昔の日本がヨーロッパの法制度を取り入れたかのように日本の法制度を模倣して取り入れている。無断で誰かの建物に侵入すれば、それだけで不法侵入罪が適用されることになるだろう。

　でも本件は、姉が言うように誰かの処罰感情が強いわけではない。ただ、意思の固い謎の黙秘が続いているだけだ。

「ゴブタくんがなにも教えてくれないとね。このことはずっと解消しないまま、残ってしまう。するとね。いつかあなたのことを護まもれなくなってしまうかもしれないの」

「──っ」

　少年の硬さが揺らぎ始めた。

《あっくん、どう？　お姉ちゃんおかしくない？》と確認の念話がくる。

《さすがツカ姉ねえ、その調子っ》

　大人な言葉の説得が、良い感じに効いているように見えていた。が……

「お姉さんに話してくれる？　ねえ、お願い──」

　ズイッと身を乗り出す姉。後方からでも、そのメロン大の巨乳が揺れたのがわかる。

「ぅ……ぉ……」

　二十八歳にして、転移ボーナスにより見た目が十五歳の巨乳美少女。それが姉。

　ゴブタ少年には刺激が強すぎたのか、主にそっちの方で口が開いているようだ。

「家庭裁判所の理念はね。『家庭に平和を、少年に希望を』……あなたの希望を、一緒に考えさせて？」

「ぉぉ……ぉっ……」

　ダメだ、あれはお胸しか見ていない。いやでも、いけるか？

「──おい、ゴブタ。早く喋しやべれ」今まで黙っていた、少年から見て右隣に座る父親ゴブーロ＝ボウチャーがゴブタをつつきながら言う。「おっぱいのでけぇ綺き麗れいなお姉様にここまで言わせて、てめぇそれでもオレの息子かぁっ」

「──うっせぇ！　オイラ、言うことなんかねぇよ！」

　終わった。

　積み上げてきた信頼くうきが吹き飛んだのを感じる。

「ずっとこんな調子なんです……おジャッジ様のお力でも無理でしたか」

　検察官のイレアナが困ったように言う。

「はぁぁぁ～っ……おまえってやつは、人様に迷惑かけやがって──」

　ゴブーロの年齢は、四十二歳。やや肥満気味の身体からだが、苛いら立だちで震え始めた。

（あれは──ちょっとまずいな）

　俺は裁きの魔法のウィンドウを動かすイメージを練った。

「オイ、とっとと言えよこいつ──ッ」

　バシィッ！

　破裂音がしたのは、ゴブーロがウィンドウの文字を思い切り叩たたいたせいだ。

　少年の保護者は「い、痛いてェ……」と呻うめいて自分の力で赤くなった左手を押さえた。

「やめてくださいよ、俺たちの前で暴力とか」

　やれ、またか──こういう事態に、俺は慣れつつあった。これまで、裁判をしている中で激げき昂こうする当事者は何人かいた。その度に、俺はウィンドウを飛ばして間に入ってきたのだ。神がかった力で空間に固定されているウィンドウの文字は揺るがない。

「で、でもよォ！　こいつがブスッと黙ってっから悪いんだろっ」と、ゴブーロ。

「──裁判所は、暴力で言わせた言葉を信用しない」厳いかめしい態度に切り替えた裁判官が言う。「児童虐待で、裁かれたいのかな？」

「も、申し訳ないです……おジャッジ様に、ウィンドウ使いのアクト様っ」

　一転して頭を下げ始めた父親。

　その横で少年が「あ、ありがと……ウィンドウ使いのあんちゃん」と小声で言った。

（俺は『ウィンドウ使い』って二つ名で呼ばれ始めてんのか……）

　内心、複雑な気持ちだけれど、ゴブタを護まもれたことは嬉うれしい。

「ゴブーロさん。奥様は同席していただけませんか」と姉が問いを変えた。

　確かに、この父親と息子だけではうまくいかない気がしてきた。

「……ライラが、来るわけねぇですよ」

　ところがゴブーロは諦めたような表情で吐露し始めた。

「一年前から、教会に入信しちまって戻ってこねぇ。どうせ離婚するんだ──」
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　住まいに戻った俺を、専属メイドのシロが迎えてくれる。

「お帰りなさいませ。ご主人様」

　シロの所作は完璧だった。この約三週間、毎日同じ場所に立って同じ音声を再生しているかのような正確さで出迎え、可愛かわいらしい犬耳のついた可愛い頭部をペコリと下げる。

「ただいま」

「おジャッジ様は湯ゆ浴あみ中です。──いつものを、ご用意いたしましょうか」

　俺は「お願い」と答えて、部屋の中に入って行く。姉と俺は、裁判所の中に住んでいる。厳めしい最高裁の建物だけれど、王女が別荘として改装したので居心地は良い。

　日本風の家具が溢あふれるリビングのソファに座って、ふぅと一息ついたところ──

「ロイヤルミルクティーでございます」

　光の速さで、芳かぐわしい香りを放つミルクティーが出てきた。

　持ちやすいマグカップに注がれたそれを一口飲む。ちょうど良い温度で、甘くて──

「今日も完璧に美お味いしいよ。好みに合わせて用意してくれてありがとう、シロ」

　身体からだの中からほぐれるみたいだ。疲れがとれていく。

「ご主人様のお好きなものを覚え、奉仕するのが従者メイドですから」

　涼しげに言ってのけるその顔は、可か憐れん。人形じみた繊細な美貌が、幻想的な銀の髪で美しく彩られている。獣人らしい犬歯が微かすかに覗のぞくのもポイントが高い。尻尾にいたっては反則的。一つ年下の、圧倒的な可愛かわいさに目が眩くらむ。

（相変わらず、可愛すぎる……ただ、ここだけ惜しい）

　無表情のジト目。

　彼女は感情を殺したような面構えで「じーっ」とこちらを見つめてくる。従者としての教え『感情があるほど弱いメイド』を信念にしているらしいけれど、その佇たたずまいにいまだ慣れることができない。俺は気まずさから逃れるように、

「そうだ。シロの好きなものも教えてよ。いつものお礼とかしたいし」と言うも、

「確かに、ご主人様とは『お互いのことを教え合う』とお約束いたしました。ですが、そのようなお気遣いは無用です。シロは従者メイドですから」

　すげなく言われてしまう。なら、話題を変える。
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「──そうだ。事前にシロからゴブリン種族のことを教えてもらってて助かったよ」

「この世界の知識がお役に立って、良かったです──」シロは顔をこちらに近づけてクンクンして言う。「ゴブリンの男性の話を長時間お聞きになられてお疲れのようですね」

「よくわかるね」

　さすがは王国で最も優秀な獣人のメイド長。においで物事を察知する。出会った当初は危険人物と判断され拘束されて、殺されるかと思ったけどな。

「はい。においでわかります。お話の内容まではわかりかねますが」

　彼女はこちらを「じーっ」と見つめてくる。控えめだけれど、異世界日本から来た俺が王国民とどんなやりとりをして、どう考えるのかに興味を持っているのを感じる。

「……奥さんと出会ったきっかけとか、結婚してからの悩みとかだよ。ツカ姉ねえの代わりに俺が聞くことになったんだ。内容は機密だから教えられないけどね」

「なるほど……審判というのは、ご家族の話にも耳を傾けるものなのですね」

　俺たちの仕事の断片的な情報を得て、無む垢くなところから理解を進めていくメイド長。

（頼もしい。本当に優秀で……）

　近いうち、俺は要らなくなる。

　心の奥の方で、最近感じ始めた不安が頭をもたげた。




　──そもそも。俺は人を裁く側の人間なんかじゃないと思う。

　姉は特別だ。信念を持って何十年も勉強して、研修を受けて、実際に日本の事件を何千件と解決してきたプロ中のプロだ。机上の能力が主だけど、特別な能力がある。

　でも俺は違う。普通の高校二年生だった。もしもステータス画面を開くことができたら、平凡な能力値が表示されるだろう。特別な能力、スキルなんて何一つない。

　この異世界に召喚された時に得た【転移ボーナス　習得】によって魔法などの習得だけはしやすい。でも、レベル１でスタートするわけで最弱といっていい。

　裁判は、特別な人たちが携わるものなんじゃないか？

　この三週間、ウィンドウを操り、念話をして姉をフォローしてきた。

　でも。やがて姉が異世界に慣れ、シロみたいな優秀な人物と連携を取れるようになれば、俺のフォローなんて要らなくなるだろう。

　特別ではないただの器用貧乏。異世界に来てまで、自分の矮わい小しようさに気づかされる。

（こんな陰気な考え、絶対表には出さないけどな）

　物心ついた時から一回り上の姉がいて、耳みみ年どし増まなせいか遠くから自分を見てしまう。

　憧れとは対照的な、暗い内観──




「──っくん、あっくぅぅぅん！」

　そんな気分を姉が吹き飛ばす。

　お湯上がりのバスローブ姿のまま、走り寄ってきた。

「今日もおちゅかれっ！　おっちゅっちゅっ！」

　唇を尖とがらせ弟を抱きしめようとする姉の肩を、突っ張るように両手で受け止める。

「んーっ！　お仕事終わりの触れ合いしたいなぁ！　ちゅっきちゅきな弟とぉ！」

　ストレスをゼロにするためらしい姉のオフモードは、幼児みたいに激しい。

「はいはい……まだ濡ぬれてるから危ないよ」

　目の前で、大きなお胸が揺れている。谷間に吸い込まれていく水滴を数えられる距離だ。鼻び腔こうに入ってくるのは花のようなツンとしたリンスの芳香。普通なら理性が吹き飛ぶ暴力的な誘惑だ。

（これは姉、これは姉……）

　何度も唱える。唱えて何年も耐えてきた。といっても最近はちょっときつい。

　法廷では格かつ好こいい猛もう禽きん類のような赤茶の両りよう眼めが、今は無邪気にまん丸なかたちをしてこちらを向いている。ギャップは強烈。そもそも身内の大人美女が、たぷたぷの巨乳を持ったまま若返って恋愛対象年齢の美少女になっているのがとにかくまずい。

　シロが反則的なら、姉は違法だ──

「おジャッジ様。ビールが冷えていますがいかがいたしましょう」とシロ。

「シロちゃんありがとっ。うぅ～ん、一杯目からいつもの酒場がいいかな♥」

　姉はすっと俺から離れて、私服に着替え始めた。

　ここのところ毎日のように、仕事が終わったら冒険者ギルドの酒場に行っているのだ。

「仕度できたわ。じゃあ行こっか♪」

　シロと俺が「はいっ」「ん」と返し、住居を出る。

　裁判所の正門は、チヨダクの中心にある王宮に面している。皇居がある位置にデデンとそびえ立つ中世ヨーロッパ風ファンタジーな建物は、いつだって壮観だ。

　雲間から照る夕ゆう陽ひで輝く王宮の外周を歩く。姉がシロの尻尾の毛並みを褒めてはモフモフと触る。その傍らで、コピペされた日本の自動車や、ランニングウェアを着た様々な異種族の国民が走っている。平和で、豊かな光景……。

「あっ、アクト様ぁ～！　おジャッジ様ぁ～っ！」

　北東に進んでアキハバラにさしかかった時、よく知ったアニメ声が耳に響く。

「今日もお仕事お疲れさ満期釈放～っ☆」

　と、独特の法律用語挨拶をしながら走り寄ってくる小柄なピンクの影。

　王国のトップ、王女エクスタシア。俺たちを召喚した天才魔法使いでもある。

「スゥ～っ。ハァ～っ！　お二人をお喚よびしてからなんだか王国の空気が美お味いしくなりましたの！　とっても嬉うれしいですわぁ！」

　相変わらずナチュラルハイテンションな少女は、ピンクのメイド服に身を包み口のかたちを『ヮ』みたいにしてニコニコしている。

「お疲れ様。ゴミ問題が解決したからじゃないかな」と応じる。

「難事件を解決！　引き続き溜たまっていた事件もたくさんジャンジャンバリバリ裁いてくださって、最高に感謝してますのよっ！」

　王女は感謝の表現なのか俺の身体からだにペタペタと触りながら言う。

（ゆるふわ王女……今日もいい笑顔だ）

　こちらも嬉うれしい気持ちになる。王女に付き従う獣人のメイドたちもにこやかだ。

「おジャッジ様も、今日もお美しくておっきいですわぁ～。セクハラにならないように愛めでさせていただきますわね。素敵っ！」

　流れるように王女は姉に向かい、そのお胸にディ●ニーのキャストさんたちがするように小刻みに手を振っている。

「それセクハラになりうるからね」と姉は腕を組みながら応じる。

「シロ。ツカ姉ねえが困ってそう」

「申し訳ありません。エクスタシア様の笑顔が至高です」

　シロは無表情ながらも、王女の横で尻尾を振っている。

　元々の主人に会えて、嬉しいのだろう。

　国の統治者と異世界からきた俺たちとの触れ合いに、アキハバラの通行人たちが立ち止まっては「エクスタシア様今日も可愛かわいい」「おジャッジ様、お美しゅうござる」「アクト様もなかなか可愛い顔してるわ」などと評されている。恥ずかしい。

「王女は、今日はなにしてたの？」

「はぁ～い。みんなでニホンアニメ『劇場版　神しん滅めつの刃』を観みてましたのよ！」

　王女がきた方向を見ると、人だかりが解散していくところだった。

「恐れに立ち向かう勇気に、家族を想おもう愛っ……わたくしのこのつるんとした胸も熱くなりましたわぁ！」

「あのビルに付いてるでかいモニターで上映してたの？」

「ええ！　これぞロードショー！」

「ロードショーってそういう意味だっけ」

　この世界の『金曜ロードＳＨ●Ｗ！』はアキハバラの路上で行われるようだ。

「あっくん。王女にツッコミ入れ始めるときりがないわ」

「お二人はまたいつもの酒場に行かれますのね？　お供したいですわぁ～」

「いいけど。未成年はお酒頼んじゃダメよ？」

「アクト様と同じのを注文いたしますわぁ。コンプライアンスぅ～！」

「ご身辺はシロが完璧にお護まもりいたします」

　──こうして、人数を増やした俺たちは酒場へと歩を進める。

　チヨダク王国首都チヨダクの中心部から外へと進めば、先王と王女が魔法で【コピペ】した日本の建物が減少していき、中世ヨーロッパ風の建物が増えていく。

　アキハバラから路地裏に入ると、雑然とした異世界情緒が感じられる。見たことのない木の実や、獣の皮を広げる露天商。魔獣の返り血が染みついたような臭い防具を着ている冒険者。ドワーフ混じりの職人が鉱物を砕く耳をつんざく加工音。路上の喧けん噪そう……。

（やっぱいいな……こういうの）

　異世界ものが好きだ。ここで呼吸し、この空気で肺を充みたせば、好きなものと一体化したような充足感を得られる。つかの間、つまらないことを忘れられる。

「あっくん。お姉ちゃんね、この世界好きよ」

　気づけば隣を歩く姉が、

「あっくんが好きなこの世界を、お姉ちゃんも好きになったの。異世界とかファンタジーとか全然だったけど、人はやっぱり人だから」

　美しく、優しい笑顔でそう言った。

「──ツカ姉ねえ」

　俺は自分がくだらない不安を抱いていたのを恥じた。不安なのは姉の方だ。ゲームみたいな世界は、苦手な人にとってはおかしな法則が働いているおかしな環境に感じるはずだ。なのに……恐怖を克服して弟おれの好きなものを好きになってくれたこの世界の唯一の身内を、たまらなく嬉うれしく感じる。

「ありがと」姉の眩まぶしい笑顔を見て言う。「ツカ姉さえいれば、この世界の紛争トラブルはまちがいなく解決するよ」

　嬉しさはあっても、そのうち自分が要らなくなるだろうという劣等感は拭い切れていなかった。求められるのは姉の方だろうという憧れに近い思いが言葉に漏れる。

「そうそう、ゴブタくんの一件はあっくんに任せようと思うの」

「へ？」予想外の依頼。

「あっくんは、お姉ちゃんが嬉しいこと言ってくれる。でもね──」

　と言いかけた時、

「ニャっ！　おジャッジ様とアクト様だニャ！　いつもありがとうだニャ～！」

　猫耳の獣人が声をかけてくる。冒険者ギルドの酒場前についていた。

「本日は新鮮なクラーケンが入荷してるニャ！　貴重な部位もあってニャ、チヨダクエールともポッピーとも合うテンプラがオススメなんだニャ～！」

「「美お味いしそうっ」」姉と俺の声がハモる。

「ささっ！　今日は雨が降るって天気予報だニャ！　混む前に入ると良いニャ！」

　看板娘の言葉のとおり、ポツリポツリと小雨が降り始めていた。濡ぬれてしまう。

　王女が「楽しい雨宿りですわぁ──ッ！」とシロの手を握って酒場に入っていく。

（話の続きは、中でゆっくりするか）

　そう思って俺も続こうとした時、

　パキィィィン──と。

　空気全体に振動が走るような、不思議な音があたり一帯に響いた。

「なんの音？」誰かが言う。




　振り返った時、みんなの日常が崩壊した。
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「──ビル倒壊国家賠償請求事件。開廷！」




　翌日。三百人以上の視線を浴びながら、俺は事件名を呼び上げ、開廷の宣言をする。

　場所はチヨダク王国裁判所大法廷。ここは、その名のとおり大事件しか扱わない。

「くっくっくっ！　やはり良いのぅ、大☆法☆廷！　響き渡る音の具合がいとをかしじゃ。太陽のタペストリーがラマ坊のせいでちょいと焦げとるがのぅ」

　厳粛な法廷の空気に合わせることなく勝手にペラペラ喋しやべっているのは、弁護士の傾けい世せいたまも。外見こそ五歳児の幼女だけれど、九尾の狐きつねのハーフで中身は何千年もの記憶を引き継いでいるらしい。王国の司法試験で一位を取った老ろう獪かいなくせ者だ。

「原告代理人。訴状陳述でよろしいか」

　問うのは王国唯一の裁判官となった姉、我わが妻つまツカサ。厳いかめしいオンモードで言う。

　たまもは俺が座る補佐官の席から見て右手、原告側の机の向こうにある椅子の上に立っている。今回、訴えを提起する側だ。

「ん[image: ][image: ][image: ]、そ～じゃぁの[image: ][image: ][image: ]。そう唱えればわっちのこのやんごとなき訴状の中身をすべて述べた扱いになるんは知っとるぞ？　じゃがな、つまらんじゃろうなぁ～。せっかくお集まりし王国民には、なにがなんやらちんぷんかんじゃろうなぁ[image: ][image: ][image: ]！」

　ふんぞり返り顔中の穴をかっぴらいてはやし立てる子こ狐ぎつね。

　狐色のパーカーに弁護士バッジをくくりつけている彼女の第一は『愉悦』だという。裁判をゲームとして見て、愉たのしめるなら愉しめるだけ良いらしい。

（相変わらずうざったいけど、間違っていない）

　日本の民事裁判では『訴状陳述』と言うだけで、事前に裁判所と相手方に提出した訴状の中身をすべて法廷で言ったことになる。検察官が起訴内容をすべて朗読する刑事裁判とは対照的な簡略化だ。でも、今日この場ではそんな言葉で済むとは思えない。

　そう感じている俺の背後。裁判官も同感したのか言う。

「本件は、口頭弁論の本旨に従う。原告代理人、訴えの内容を言うように」

「そうこなくっちゃのう──」

　たまもは楽しげに息を吸って続けた。

「昨日夕刻。アキハバラにて、王宮府が所有・管理する五階建てのビル一棟が突如として倒壊。隣地にもたれかかるように崩れ、そこに古くから建っていた由緒正しい『教会』の支所が破壊された──」

　たまもは堂々と、昨日起きた王国を揺るがす大事件を語る。

「支所内で集会をしていた者たちのうち、一般信徒クンバ＝ノルズが死亡。同アルバ＝ノルズが意識不明の重体。その他数名が、降りかかってきた瓦が礫れきによる打撲などの傷害を負った──」

　死亡。意識不明の重体。傷害。

　事件の内容の重さを感じる。

「この事実については、目撃者である酒場の猫娘が証言してくれるじゃろう」

「は、はいニャ。何かが折れるようなパキィィィンって音がしたニャ。それから店の向かいのビルが傾いて、あっという間に倒れたニャ。急いで向かった時には、もう──」

　俺たちもそこにいた。目の前で事件が起きたのを見せつけられた。

「証言は被告側の認否の後に必要あればお聞きする。原告代理人。まずは最後まで主張されたい」

「そうじゃな。さて倒壊した本件ビルじゃが、その所有者は王宮府。王女伊い藤とうエクスタシアが八歳の頃に【コピペ魔法】により出現させたニホンのビルじゃ。よって、わっちは国家賠償法２条の公の営造物の瑕か疵しに基づく賠償責任を王国に対して問う！」

　開廷した時にはすでに、大法廷の人々の頭上には裁きの天てん[image: ]びんが出現していた。

　時と場合によってかたちを変えるそれは、長机ほどのサイズで宙に浮いている。

　その下に並ぶ黒い魔法の文字が、今回の当事者をこの場の全員に示してくれる。
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【ビル倒壊国家賠償請求事件


　　原告　　　　　　　　ギルヴァール＝トリニティ

　　原告代理人弁護士　　傾けい世せいたまも

　　被告　　　　　　　　国　　　　　　　　　　　】






　今この場で訴えられ責任を追及されているのは、この国を治める代表者だ。

「被告。答弁を」

「……」沈黙。

　俺から見て左側の被告席。机の向こうには王女エクスタシアが立っている。

　その顔色は青ざめ、小さな身体からだは大きな机に比してより頼りなさげに見えた。

「被告は……法務大臣はいないのか。もしくは、代理人を立てるか検討を」

　裁判官の声色には、被告を案じる気配がにじんでいる。

　俺と姉は知っている。王女は楽しくないと眠ってしまうところがある。そうでなくとも、誰が見たって十四歳の少女に法的責任を追及している光景は異常だ。しかし、

「……わたくし、自分で全部受け止めますわ」

　王女は小さな手でスカートを握りしめて言う。

「これでも、王族の末まつ裔えい。いただいたお手紙はちゃんと読んでますの」

「ここまでの事実に答弁するなら、認否を。認否とは──」裁判官の説明を、

「すべて認めますわ」王女エクスタシアは聞くまでもなく答える。

　毅き然ぜんとした表情と発言に、心配は消えていった。

「わたくしおバカかもしれませんけど、王国民の痛みもわからないほどおバカではありませんの」

　裁判官と俺をしっかりと見据えてそう言った。

（王位にいる者の誇りプライドを感じる……潔い）

　裁きの天てん[image: ]びんが吊つり下げる黄金色の二つの皿。それらは原告と被告の頭上にある。

　原告側の皿の下に、黒い球がいくつか出現した。請求原因事実を示す球だ。

「あのビルはわたくしが五年前にコピペしたニホンのビルで間違いありませんわ。その後のことはなにも覚えておりませんの。でも、あのビルがどれだけの損害を招いたかは……昨日、近くにおりましたから……わかります」

　王女の言葉に応じたのか、黒い球は金色になり、原告側の皿の上に乗った。

　頭上の天秤が、原告の方へと傾いていく。勝訴に必要な条件がクリアされたのだ。

「全部自白とな。つまらん勝利じゃのぅ」

　と、たまもの声が聞こえた。すでに勝敗は決したように見える。

　国の統治者が完全敗訴する、ただならない事態。今まで口を閉ざして事の成り行きを見守っていた約三百人の傍聴人たちがざわめき始める。中でも王女のファンらしきアキバファッションのオタクたちが、「王女様は悪くないっ」「ビルが老朽化したんだろ」「王女様を守れっ」「話を尽くすのが裁判じゃないのか」などと口々に言い始めた。

　騒がしくなる法廷。あまりに簡単に結論が出され、戸惑いを生んだようだ。

「本件について、裁判所は慎重に審理したい。事実の認定については──」

　と裁判官が訴訟指揮に乗り出した、その時、




「おお──なんと嘆かわしいことでしょう」




　古代の詩を謡うたうような、明朗な声音が響いて広がった。

（あれは、原告──ギルヴァール＝トリニティ）

　蜘く蛛もの巣を思わせる白く細い白髪。一つとして染みのない顔色に、柔和な笑みを浮かべている。金色の装飾がされた真っ白なローブを羽織った痩身の男性。浮世離れしたその姿は、見ようによっては老人に見えなくもないけれど、その年齢は二十代後半だという。

　開廷してからというもの、傾けい世せいたまもの隣で身動き一つしていなかった彼。それが今、立ち上がって話を始めた。身長は、俺よりも頭一つ分は高い。

「昨日。王国は平和でありました。心地よい風が吹く中、私は信徒の皆様十余名と共に教会の支所に向かいました」

　ギルヴァールの役職は、神官長。王国の『教会』の頂点であるという。

　それが今回、被害者代表として傾世たまもと共にいち早く裁判を起こしたのだ。

「かれこれ数十年、王宮府の行政方針はニホン国の文明を取り入れることによる富国政策。あちこちにニホンのビルが建ち並ぶ中にあって、あの教会支所は数百年とあの場所にあった王国民たちの憩いの場でありました」

　チヨダク王国の『教会』とは。

（昨日、事件が起きてからシロに教えてもらった）

　信仰の対象は、数千年前から存在するという【神器】を造りし神。一神教的な信条を持ち、信仰の対象からその教義は神器教とも言われる。この異世界の人類は、絶えず魔王の侵略に晒さらされてきたが、その度に神器の力によって対抗してきた。これまでに魔王を討伐してきた歴代勇者の中にも神器使いがいる。『教会』の神官たちは神器の性質を読み取ってそのメンテナンスをするスキルや、体内の魔力を操って回復する術に長けているらしく、勇者の魔王討伐に助力する支援機関でもあったという。

（ドラ●エとかのＲＰＧゲームでもよくある主人公を回復したりする教会的な存在か）

　そんな役割を担ってきた教会は、この世界の人類種族にとって最もなじみ深い精神的支柱になった。神に祈りを捧ささげるイベントがあったり、結婚式は教会の支所で行ったりと、日本のクリスマスやウェディングチャペルみたいな文化に似ているみたいだ。王国の政治や、裁判にも影響力を持っていたのだという。

　シロが言うには、「先王様がニホンの憲法の『政教分離』をも取り入れ、王家との関係は切れました。それからは衰退の一途と聞いております」とのことだ。

　先王とは、王女の父親だ。日本の物を得るコピペ魔法を開発し王国を豊かにしたため慕われているが、恨みも多く買っているようだ。当人はエ●ゲのやりすぎなどで過労死し、とうにこの世にいないわけだが……。

「神に祈りを捧ささげているうち、時刻は夕暮れとなりました。雨音が聞こえ始めた中で、私は異音に気づきました。ミシミシと、亀裂が入るような音。それから、強烈な衝撃が教会支所を襲いました。レンガ造りの壁と天井が無骨なコンクリートという名の物体で叩たたき破られ、大量の瓦が礫れきが私と信徒の皆様の頭に降り注いだのです」

　彼の言葉に、誰もが耳を奪われている。

「皆様ご存ぞん知じのように、私は三千年もの間、歴代神官長から脈々と引き継いできた最古の神器【神しん[image: ]べん】を所持しております。目の前の危険に直面し、私は戦いました。そして信徒の皆様を襲いかかる瓦礫から護まもりました──そうですね？」

　傍聴席に座っている信徒たちが「神官長のお言葉のとおりです」と応じた。

　一般信徒たちは質素な白いローブを着ていて目立っていた。男性は頭に修道士のような帽子を、女性は修道女シスターのような頭巾を被かぶっている。

「クンバさんは不運でした。その時たまたま、お手洗いに行かれていたのです。倒壊したビルの近くに位置しておりました。屋根がいったん崩れると、瓦礫は圧倒的な質量で落ちてきて、お手洗いの方から潰していきました。クンバさんは……神に召されました」

　ビルが教会支所の方へと倒壊し、ややあって支所の屋根が崩落した。その描写は昨日、俺たちがこの目で酒場の前で通りを挟んで見た光景と一致する。

　だがそれは外観までだ。被害者視点で語られる内部の様子には衝撃があった。

「アルバさんは、クンバさんの兄。私の制止を振り切って、お手洗いへと向かい、生き埋めになりました。なんとか私が神器の力で救出いたしましたが、重体。身体からだ中じゆうに傷を負い、生死の境を彷徨さまよっていらっしゃいます──」

　……大法廷の全員が、沈黙していた。

　語られた事案の重さに、もはや騒ぐものは一人としていない。

（昨日までの日常は、崩壊してしまった）

　酒場の前まで歩いていた時。すべては順調なはずだった。

　平和な日常があまりにたやすく消え去った絶望感を、つらく感じる。

「──請求内容がいまだ主張されていない」

　姉の毅き然ぜんとした声がした。俺の後ろで微動だにせず原告側を見据えているのがわかる。

「神官長が欲しいもんを言えばよいじゃろ」

　あまりに簡単に決着がつきそうな裁判に、たまもは興味を失ったようで、退屈そうに着席している。原告の机の向こう、背もたれに寄りかかってもう顔の上半分しか見えない。

「私の口から言うことではないと考えております」

　神官長は天井を見上げ、裁判官、そして傍聴人たちを睥へい睨げいして言葉を続けた。

「今回のビル倒壊の被害者は、私や信徒たちだけのものではありません。この王国全体が安全ではなくなったのです。皆様、すでにお感じでしょう？」

　重かった空気が、次に、寒さに変わっていく。

「コピペされた物体は、いつ崩れるかわかりません。この裁判所の建物も、王宮の周囲を囲む高層ビル群も、アキハバラに乱立する商業ビルも、すべてが今にも崩れ、何千、何万人もが瓦が礫れきに襲われ潰されその尊い命を不当に奪われてしまうかもしれないのです」

　息を呑のむ──彼の言葉に、この場の全員の心から、安心が消えていく。

「これは、ニホンのアニメだなんだのにうつつを抜かした現王政に対する、神の罰なのかもしれません。おお──なんと、罪深いことでしょう」

「原告の主張は飛躍している」

　矢のように飛んだ裁判官の冷静な指摘に、

「そ、そうだっ！　エクスタシア様のコピペの安全性は充分に管理している！」

　と、かぶせるように発言したのは傍聴席にいる検察官のイレアナだ。

「今回のビルは立入禁止扱いにしていた建物であって倒壊原因の調査は未了である！」

「傍聴席には静粛に。発言を許可していない」

　裁判官我わが妻つまツカサは、たしなめてから続ける。

「しかし、裁判所はビル倒壊の原因究明の必要性があると考える。相当因果関係が認められない損害賠償を認めるのは性急と言わざるを得ない」

　そうだ。結論を出すのは早すぎる──イレアナ、そして姉の言葉を聞いているうちに、俺の頭が回り始める。この事件はなにかがおかしい。

「おジャッジ様。あなた──エクスタシア王女に召喚された、のですよね？」

　猛たけって立ったままのイレアナを一いち瞥べつし、神官長は言う。

「なら、やむなし、といったところですか。この裁判でエクスタシア王女の味方をしてしまうのはね」

　ザワリ──大法廷の空気が変わっていく。

（まずい、姉の裁判に疑いをもたれ始めた）

　傍聴人席が、赤く光る。傍聴人の身体からだから蛍のような小さな光球が生じている。

「裁判所は公正中立。王女に味方など断じてありえない」

「口先ではそう言いますが。ではなぜ、法廷の撮影を中断しているのです？」

（なんだって？）

　急いで、補佐官の机の下のパソコンを見た。生中継の映像が途切れている。

「先日の勇者事件の時には、王国民にあなたの裁きを知らしめるように有線放送をしていらしたではありませんか。今回の中断はエクスタシア王女への配慮では？」

　インカムマイクのボタンを押し「シロどうした、映像が切れてる」早口で伝える。しかし反応がない。通信障害か、と一瞬思う。この異世界は大気中に魔素があるためか電波の利用が難しく、近距離の通信でも障害が発生することがある。しかし、違った。

　ガゴンッ──

　異音がしたのは左手。王女の隣に、裁判の撮影を任せたはずのシロが立っている。

　周辺にはケーブルが切断された撮影機材が放り投げられ、転がっていた。

「シロ、これは──」内心ショックを感じて、言う。

「なんじゃ仲間割れか。いつだって人間どもの結束は儚はかないもんじゃの」

　たまもの苛いら立だたしい発言を後方に、俺は立ってメイド長に向き合った。

「シロが破壊したのか？」

「エクスタシア様を傷つけるのに協力などできません」

　俺は従者の顔つきに、戦慄する。

　金属のような無表情の中にある、双眼。薄氷じみた碧へき眼がんが、赤く変色していく。

「裁判を止めてください」

　冷たい言葉。重い金属底のブーツが歩む。その先は裁判官席──

「待て。これ以上近寄るな」シロと姉の合間に立ちはだかって言う。

「力で勝てるとでも？」

　言う、シロの両りよう眼めは血が滲にじむような赤黒い色彩に変貌している。異種族の持つなんらかの力の顕現なのか。その正体を知らずとも、沸き立つ怒りと殺意を感じさせた。

（シロは、完全な味方ではなかった）

　もとよりメイド長は王女の従者だ。俺たちはシロの中で王女よりも優先されないのだ。

　仲間を喪失した哀かなしみを感じる。脚が震えてしまう。俺はなんとか口を開いて、

「これ以上、近寄らないでくれ」

　言い、生じさせていた裁きの魔法のウィンドウのすべてを目の前に展開した。

「……ウゥゥゥ」

　猛犬が飛びかかる時のような体勢を取るシロ。正直、突破されない自信はない。

「──シロ、ダメ。アクト様を困らせないで」

　王女の声に、従者は停止し。

「──メイド長、加か藤とうシロの裁判所職員の任を解く。直ちに退廷せよ」

　裁判官は、【退廷命令】宣告した。

《ツカ姉ねえ──》

　姉に念話を発しながら振り返った。

　裁判官席に立つ姉の身体からだには、赤黒い染みが付着していた。先ほど傍聴人から生じていた【疑義の赤あか[image: ]さび】は、すでに裁判官本人へと飛んでいたのだ。裁判官の黒いローブの上から、姉の肉体を侵食し、血肉が焦げるような煙を発している。

《あっくん──こうするしかなかった。でもシロちゃんを失ったら……》

　表面には出さない、姉の不安な声が脳裏に響いた。半ばショック状態のようだ。

　退廷命令の文字はウィンドウに浮かんでいる。あとはこの文字を、勇者ラマンに対してした時のようにシロに叩たたき込むか。姉にそんな操作はできそうにない。俺が──

「おお──なんと憐あわれなことでしょう」追い詰めるように響く神官長の声。「これがわざわざ召喚したおジャッジ様とやらですか。この体たらくで王国を救えると？」

　考えなければならない。今、王女の味方はできない。が、シロと敵対したくない。

「【文字の力】の行使はしないのですか？　実に無力。恥ずべき無知。いたしかたありません。この世界の道理は、やはりこの世界の者にしかわかりません」

　傍聴人が姉の正しさに疑問を持てば持つほど、疑義の赤あか[image: ]さびは増え、俺たちは力を奪われる。どうにかして納得感の高い判断を示して立て直す必要がある。

「そもそも、おジャッジ様は酒場の前でビルの倒壊を目撃していたと聞きます。なにをしていたのですか？　指をくわえて見物していたのですか？　伝承上、異世界転移者は【特異体質】を持つものですが、肉体年齢が下がっただけとは、あな滑稽」

　俺は先ほどのイレアナの発言に対する引っかかりを思い出す。

「ああ！　あの時！　私が外にいれば！　ビルの倒壊を目撃したなら、すぐさま【神しん[image: ]べん】の力で立ち向かい、ビルを支え、信徒の皆様を救えたのに！」

　倒壊したビルは『立入禁止のビル』。俺たちはあのビルを知っている……。

《あっくん、この教皇みたいなのの言うとおりってことはない？》

　姉からくる念話に、表には出さない不安の色合いがあった。

《どういうこと？》俺は聞き返す。

《お姉ちゃんは結局、日本の裁判をやっていただけ。この世界の人たちを救う方法は本当は他にあった。ビルの倒壊だって、あっくんに魔法の修行をさせたりしていれば、あの時防げたかもしれない》

　確かに、この三週間の俺たちは日本式の裁判の数をこなすことを優先させていた。

　勇者裁判の後、『神裁きの宣言』をしたわけだが、この異世界の神の力や魔法などの仕組みについての理解は進んでいない。この点にぬかりがなかったとは言えない。

《お姉ちゃんは、異世界の文化も、法則も知らない。法律なんかよりも重大なルールがあったら？　この白髪しらが頭あたまの方が問題解決法に詳しい可能性は？》

　姉の危惧は、まっとうだ。異世界知らずのアラサー社会人ならそう考えるだろう。

「……補佐官。君は無言で立ち尽くし、弁論を妨げた。神の怒りを買ったようですよ」

　頭上、裁きの天てん[image: ]びんが俺たちの方へと下降してきていた。

【我わが妻つまツカサ　及び　佐さ藤とうアクト　誓約違反を検知】

　無情な文字が表示される。裁きの天[image: ]は所持者に魔法を与えるが、味方ではない。

【制裁──　二度ト　法廷ニ　立テナイ身体からだヘト　肉体ヲ改造ス】

　裁きの天[image: ]から、金属の鋭い触手が生え始める。そして俺たちの方に向く。

「くっくっくっ！　初裁きの誓約に反すると検知されたようじゃの。さぁどうするアク坊？　ここでゲームオーバーか？　わっちに謝れば許してやらんでもないがのぉ～？」

　俺たちは『この世界のため　真実と良心に基づき　嘘うそ偽いつわりを見破り　正しい裁きを行う』と誓っている。それが揺らぐと、神の力でペナルティを与えられてしまう。

（謝れば許す？　なに言ってんだこいつ）

　たまもがなんか言ってるが、そこは無視して念話する。

《ツカ姉ねえ。このビルは今日の『あのビル』だ。調査のしようはある。今はとにかく、》

《──わかったわ》姉は短くすべてを察した。

「本件倒壊ビルは、別件調査中であった──倒壊原因には疑義があるッ！」

　別件というのは、プライバシーに配慮した言い方だ。

　俺たちは気づいた。倒壊ビルは、少年ゴブタ＝ボウチャーが侵入したのと同一だと。

「ほう、別件。しかし本件に関係ないのではないでしょうか？　国家賠償法２条の責任は、無過失責任だと学んでおります。逃げ口上にしか聞こえません。やはり王女を、」

「本件は訴訟に先立ち、刑事裁判の手法によって厳格に審査するのがふさわしい。そして、罪人は処罰するべきだろう」

　──法廷の空気が、また別の方向へと変化した。

「検察官としては、この二件の優先関係をどう思うか」

「──はっ。事は極めて重大です。ワタシどもが起訴し、関われればと」

「では準備を。コピペ魔法の欠陥を示すありったけの証拠が望ましい」

「はい！」傍聴席に、直立して敬礼するイレアナ。

　このやりとりの意味が、俺にはわかる。王女の延命だ。

　しかし目の前ウィンドウ越しには、怒りを爆発させそうなシロ。そして、

「シロ、わたくしは裁きを受け入れますわ」

　口を開いたのは王女本人。

「わたくし、魔法をやめますわ。国民の皆様を不安にさせるような力は、『みんな仲良し楽しい王国』に反しますもの」

　一国の長らしい、君主然とした表情で言う。

「被害者の皆様には謝罪と賠償を行います。おジャッジ様。お時間はいただけて？」

「裁判は一週間後。しかるべき場所で行う」

「わかりましたわ。では、早速──失礼いたします」

　ピンクのメイド服を着こなす王女は、出口へと走って行く。

「──エクスタシア様っ」

　メイド長のシロは自分の元々の主人を追いかけて去って行った。

「いったん閉廷ですか。よろしいでしょう……ええ……」

　神官長の独白。次いで、シロの前に展開していた俺の【発言記録ウィンドウ】には「王家の番犬との分断はクリア。雨も降るだろう。悪くない」と彼の小さな呟つぶやきの内容が表示された。




　──脳裏の違和感が、一つの可能性として浮上する。

　だから俺は、ある行動を選択した。
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　──裁判の中断と同時に、俺は大法廷を飛び出した。

　走りながら、思い浮かんだ可能性について整理する。

　神官長がこぼした言葉『王家の番犬との分断』は、彼の目的が今日の裁判以外にもあることを暗示していた。

　ある場にいながらそこの勝利とは別の目的を持っているというのは、かなり不気味なことだ。喩たとえるなら、戦争の陽動作戦のように。

　その可能性を感じた時。そして、シロから教えてもらった王国の教会の歴史についての知識を合わせれば……ゾッとする可能性を感じざるを得ない。

　①教会の権威の復権か、②ニホン文化の放逐か、③王家に対する復ふく讐しゆうか。

　神官長の丁寧なようで執しつ拗ような嫌らしい物の言い方もそのためなのかもしれない。

　隠された他の大きな目的を達成するために必要なのが、俺たちとシロとの分断なのだとしたら……俺がするべきは、シロと分断されないことなんじゃないだろうか。

（すべて、憶測だけどさ）

　杞き憂ゆうであって欲しい。でもとにかく、俺の身体からだはシロを追うことにして──

「……はっ……はっ……はえぇ……っ」

　結局、追いつけなかった。裁判所の門の外、王女もシロも見失った。

　まあ仕方ない。むしろ神官長の目的が『分断』なら、その視点からは『補佐官がメイド長を追いかけ、裁判官は完全に孤立した』ように見えているだろう。

（とりあえず、こっちを活用してみようかな）

　今回は、俺たちはあえて弱体化したように見せた方が良いかもしれない。

　策を弄している者がいるのなら、リスクがない程度で策に嵌はまっていると見せかけるのも手だ。俺は人じん狼ろうゲームなどの対人ゲームで培った感覚でそう思う。

《あっくん。こっちはみんな帰した。今どこにいるの？》と姉からの念話がくる。

　この便利な魔法が使えている限り、姉は孤立しない。この利点は知られていない。

《ツカ姉ねえ、聞いて。ちょっと考えがあって──》




　──姉に、さきほどの自分の考えを話した。




《そうね、原告の真意を警戒しましょう。でも、さっき話したことだけど……》

　姉が俺に再び話すようなことは、察した。

　だから、あの時言えなかった自分の考えを伝える。

《異世界には神様みたいな強大すぎるルールブレイカーが現れることはある。でも、現状ツカ姉が間違ってるとこなんてないよ》

《この世界で、日本人が裁判をすること自体、正しいのかしら》

　ここに召喚者の王女がいたら、きっと全肯定してくれただろう。でも俺は違う。

《もしも。ツカ姉の裁きが間違っていたら、必ず俺が止める。約束する》

　異世界好きなだけの平凡な高校男子。姉と共に喚よばれた意味はきっとそこだ。

《だからそれまで、ツカ姉には全力で正しいと思えることをして欲しい》

《あっくん……ほんとお姉ちゃんのことわかるよね。ありがと。しっかりする》

　姉が迷うようなところは、代わりになんとかしないとな。

《それで、これからどうするの？》

《しばらく別々に探ろう。俺はまずゴブタのところへ行こうと思う》

　念話しながら、すでに歩みは事件記録で確認したゴブタの生活圏へと向かっている。

《話してくれるといいね。じゃあお姉ちゃんは倒壊原因の調査をするわ。あっくんと話してて気づいたけど、神官長の言ってたことが引っかかるの》

《どのへんが？》

《『無骨なコンクリート』とか……鉄骨鉄筋コンクリート造りの日本のビルが、そう簡単に倒壊すると思えない。シミュレータで演算してみたい》

　さすが姉だ、と感心する。所詮、俺はゲーム好きの勘で動いているだけ。

　でも姉なら、確実な推論で確証まで辿たどり着くことができるかもしれない。

《俺にはできないことだから。ツカ姉ねえ、頼む》

　姉の《任せて》という返事を聞き届け、俺は目的地まで駆け。

　そして辿り着く。ゴブタの通う中学校だ。

　時間帯はちょうど下校の時刻。制服姿の中学生が、校門から出ていくところだ。

（人間と異種族が一緒に登下校してる。いいな、この光景……）

　今の状況を瞬間忘れて、感動してしまう。

　チヨダク王国では、十年以上前から小中学校が義務教育になったのだという。中世ヨーロッパ風の建物がまだ残る街中に合わせるようなレンガっぽい外観だけれど、中は近代的な学まなび舎やらしい。日本式の教育はブームになっているようだ。

　見とれているうち、見知った人物を視界の端で捉えた。ゴブタ＝ボウチャーだ。

「あ、おーい。ゴ──」

　と言いかけて、

（いや下校する中学生に見とれていたやつが、急に話しかけたら不審者ぽくね？）

　なんて自分の中の常識が邪魔をした。ブレザー姿のゴブタは一人、前を歩いて行く。

　しょうがないので、黙ってついていくことにする。

（ええと……家庭裁判所調査官っていう職業は、調査のために家に行って良かったはず）

　初めてすることの緊張感。拭おうとして、少年事件を扱う前に姉から教えてもらっていた知識を思い出す。俺の役職は『裁判所補佐官』というのだけれど、要は最終的な法律判断をする裁判官以外のすべてだ。日本の家裁調査官は、裁判所法と少年法とで、少年の生活環境も調査することができる……うん。だから、やっていいことのはずだ。

　周囲の景色が住宅街に変わる。新旧入り交じる家屋の合間……。

　目の前で、少年は耳をピクリと動かす。そして振り返って言った。

「──なんだよ、ウィンドウ使いのあんちゃん。尾行なんてしやがって」

「あ、いや……話を聞きたいなって思ってさ」

「話なんかねぇよ」十二歳のゴブリンの少年はこちらに刺すような視線を向けて言う。「あのビルは崩れちまったんだろ。もうねぇんだから、いいじゃんかよ」

　気づかれたことにも怯ひるんだが、それよりも敵意のような視線の方に怯んだ。

（父親から殴られそうになったのを護まもったはずなんだけど。全然ダメだな）

　彼の心境としては自分が父親と不仲なことを見られたわけで、むしろ俺のことが嫌なのかもしれない。なんて言えばいいんだろう。

「昨日の倒壊事件のことは知ってるんだね。だからあのビルの関係でさ、」

「だからもう嫌なんだよ！　オイラは関係ねぇ。帰れよ」

　大事件を切り口にしてみたけれど……ダメだ。でもなんでこんな態度なんだ？

「──チッ。なんだよ、また胸のでかい女の人を連れてさ」

「え？　女の人って──」

　舌打ちをしたゴブタが見たのは、俺の後ろ。振り返ってみると──

「よ、アクトちゃん」

　ハーフサキュバスのエルマさんが立っていた。

「エルマさん……え、あれ、いつから？」

「なんだいその顔、コカトリスが豆鉄砲をくらったような顔してさ。アタイはねェ、アクトちゃんに勇者村のお土産持ってこうとしてたんだよ。したら妙な顔して中学校の前にいたもんだからさァ。はいこれお食べ。【神か炎えん】で焼いたから美お味いしいよ」

　赤紫色の髪に悪魔の角と尻尾を生やすエルマさんは、元勇者ご一行。見た目は二十代にしか見えない若さを維持し、ムチムチの肉感的な身体からだをボディコン姿で披露している。その様は、日本で死語の『ダイナマイトボディ』という言葉がふさわしい気がする。

　その口ぶりからは、昨日起きた事件のことは知らないようだ。

「コカトリスの卵焼きですか……すごい量。タダでもらって悪いですよ」

「やーめてやめて。遠慮しないで敬語もやめて。アクトちゃんはさァ、アタイらの命の恩人なんだって。ラマンのやつも元気よ？　そっち行った？」

「や、見てないです」

「行ってるはずよ。たぶんアクトちゃんとおジャッジ様が仕事してる時、外で勝手に警備でもしてんじゃないのかしら。あいつ、ヒマなのよ。勇者村にくるゴミの量が減ったんだってさ。アクトちゃんがそうしたんでしょ？」

「今までのゴミの量が異常だったんですよ。もう無理しないでください」

　勇者事件は、何十年にもわたるすれ違いの選択の果てに、勇者村に溜たまったゴミが火災事故を起こしたとされる事件だ。勇者ラマンが再びゴミを引き受けてその魔法【神炎】で焼くことにしてくれたとはいえ、王国のゴミ処理はもっと分散させることにしたのだ。

「アクトちゃん優しくて可愛かわいいわァ──抱きしめてあ・げ・る♥」

「ちょっとエルマさ──ひゃ、ン[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　路上。自分の身体がサキュバスの豊満な肉体に沈む。窒息しそうだ。

　見えないが、ゴブタの「うわぁ……」という感嘆が聞こえた。

「フゥン──そこのゴブリンの坊やも、お姉さんとシタイ？　二人まとめて相手したげるわよォ？　淫魔のテクニックも使わないと錆さびていくからねェ」

「ン、ちょっとエルマさんっ」スポンっ、と乳肉の合間から顔を出して言う。「さすがに早すぎるし、歳の差が──」

「そうねェ……さすがに七十と、中学生だとねェ」

「は？」キョトンとするゴブタ。

「エルマさんは、勇者さんと同い年だ。見た目は魔法だ。わかるか意味が」

　ゴブタは路上で目を丸め「ヒェッ」と短く言った。無理もないよな……。

「ン[image: ][image: ][image: ]よしよし！　アクトちゃん撫なでやすいなぁ。孫がいたらこんな感じかねェ」

　犬のように頭を撫で回される。大人の色香を吸い過ぎて目眩めまいがしてきた。

「あ、そうそうゴミといえば──【黒くろ天てん[image: ]びん】。ラマンが思い出したってよ」

「──聞かせくださいっ」

　黒天[image: ]。

　それは、勇者さんの事件が起きる前に現れ、【裁きの欠片かけら】を奪おうとした正体不明の存在だ。王国の役人を騙かたった点も含め、解明したい謎だった。

「一つめ。〝フィオナに預けていた【裁きの欠片】は、いったん奪われた。だが、神器の持つ【所持者の手中に戻る性質】によってラマンの手に取り戻した〟と」

「なるほど……これ、力尽くで奪うことは難しいってことか」

　自分が所持するそれを意識すると、応じるようにポケットの中で裁きの欠片が熱くなる。見た目が裁判所バッジの破片にすぎないが【裁きの魔法】を発動させることができるこの神器を、狙って暗躍している勢力がいる。

「二つめ。〝下手人は、攻撃の効かない姿になって逃げた〟──確実に言える情報はこれだけだってさ」

「歴戦の勇者さんが言うなら、重大な情報ですね。ありがとう、エルマさんっ」

　嬉うれしくなる。異世界の英雄が、俺に情報を託してくれた。

「んじゃ、アタイは帰るわ。なんか街が騒がしい気がすっから、気をつけな。あと、」

　エルマさんは俺の身体からだを離し、ゴブタの方を向いて言う。

「坊やが独りを選ぶのは、まだ早いんじゃないかねェ。アクトちゃんなら、みんなのことを助けてくれっから。アタイが保証するよ」

「エルマさん……」

　この場の気まずさを察してくれたんだ。

　その信頼感を嬉しく感じる。

「つってもねェ。アクトちゃんはまだまだよ。坊やに尾つけてんの気づかれるわ、アタイに尾行されてんのに気づかないわ……これが戦いだったら、アクトちゃんは死んでるかもしれんよ」

　耳元、凄すごみのある声で言われて、

「は、はいっ」

　慌てて返事をした。

　エルマさんにはかなわないな、と内心思う。

「じゃあねェ～ん♥　チュッ♥」

　投げキッスをして去る、ハーフサキュバス。

「……女ばっか連れてると思ったら。ウィンドウ使いのあんちゃん、大変なんだな」

「わかってくれたか。あーあとそれ。ウィンドウ使いって二つ名やめてくれ」

　路上に残された男子二人。なんとなく、硬かった空気がほぐれている。

「えー……じゃあウィンドウズ」

「それもっと嫌だわ。ゲ●ツに謝れ。ゴブタおまえ嫌なセンスあんなぁ」

「……へへっ」

　ゴブタは破顔した。今までの硬さから、初めて素顔が出た気がする。

「まあ、悪かったよ。急に尾つけてさ」

　俺はもう、別の方向からの調査をしようと思っていた。が、

「なぁ。あんちゃんに訊ききたいんだけどよ」

　ゴブタの真剣な両りよう眼めに、立ち止まる。

「アクションゲームは好きか？」
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　──王宮府メイド長であるシロが生まれた村は、奴隷貿易を産業としていた。

　大陸の辺境にあって、獣人の多い地域である。獣の肉体は頑強。感覚は鋭敏。

　中でも犬耳族と言われる種族に価値があった。主人に対する忠誠心が強い。

　ただ一つ難点なのは、主人についての思い込みが強すぎることである。

　それは度合いもさることながら、誰を主人とするかに困難がある。

　親しい者を、忠誠を捧ささげる主あるじと信じてしまう。産みの親や家の長がなりやすい。

　よって。生まれた犬耳族は早期に隔離された。

　与えられるのは、餌と訓練。そして試験。

　厳しい教官たちによって順位をつけられ、最も優秀な犬耳族の獣人が選抜され。

　仕上げに【イヌガミ】という呪術を施される。

　最後の工程を生き抜いた犬耳族の娘だけが、栄えある『王家付き』になれるのだ──




「エクスタシア様っ」

　私は大法廷から走り去った主を追いかける。

　最愛の匂いを見失うことはない。迷わず、そのお身体からだにまで辿たどり着く。

「シロもお供いたします」

　私は当然のことのように言った。主の危機に離れてはいられない。

「シロには言ったはずですわ。あのお二方に付いてと。アクト様の言うこと聞いて」

「──それは、で、でも、」瞬間、舌を噛かみ切りたくなる。主に反論する従者などありえない。「それではエクスタシア様が裁かれてしまいますっ」

「ドアを閉じてくださいまし」

　しかし主は、私を見ることもなく公用車に乗り込んだ。外の従者が扉を閉める。

　私はスモークガラスの向こうの主に届くよう、【念話魔法】を発動させた。

《エクスタシア様──シロが、お護まもりしますからっ》

《わたくしがするのは謝罪と賠償。シロに護られながらすることではないと思いますの。アクト様たちの方が、シロを必要としているはずですわ》

　車内、動きを感じる。ギアが入れられた。

　私の身体からだは、車の前に飛び出した。

《どうかお待ちを……シロが必ずエクスタシア様をお護まもりしますからっ》

　護る。

　バカの一つ覚えのように繰り返している。

《アクト様の言うことを聞いて。聞かないのなら、もうシロと話しませんわ》

《は、ぇ──》

　ブツリ。念話魔法が切れた。切られたのだ。

　視界が歪ゆがむ。大地が崩落したように感じる。両膝の皮膚が裂けて痛みが走る。

　頭部を撃ち抜かれたように崩れていた。アスファルトの上についた膝が出血している。

　ブォン、と公用車は発進する。

「──はァッ」

　当然、私は追いかける。

　肉体の限界をいくつか外せば、速度で劣ることはない。




　私は夜になるまで、主あるじを追いかけ続けた。




（……エクスタシア様……）

　王国中の事件関係者を訪問し、ティアラを乗せた小さな頭を下げる主。

　近づくことを許されない。遠くからその姿を見ることしかできない。

　自分がもっと完璧な従者であったなら。

　自責。自責。自責。

　脳がチカチカと点灯する赤色灯になったように、駆り立てられる。

　手段。手段。手段。

　気づいた時には、検察庁に立ち入っていた。

「ひぃっ！　メイド長……脚が血まみれですよ！」

　検察官のイレアナさんだ。彼女を止めればいいんだ。

「エクスタシア様の起訴準備、どうなっていますか」

「えぁぁぁ、あ？　ああ、もちろん全力ですよ！　おジャッジ様から与えられた使命ですからね。検察庁職員総出で事に当たっております！」

「……そう、ですか」

　頭に血が上っているとはいえ、検察庁の全員を止められるとまでは思えない。

「ちょっと！　メイド長！　顔色悪すぎではっ!?」

　検察庁を後にする。再び、エクスタシア様の匂いを追跡するか。

　でも。その愛いとしいお顔は、もう私の方を向かない。

　あんなに大好きで、あんなにみんなのために使っていた魔法も、もうやめる。

（なんで、こんなことに……）

　バギンッ、と異音がする。「ヒィッ、王家の番犬っ」と誰かの悲鳴。

　足元、ガードレールがひしゃげていた。気づかず踏み抜いていたようだ。

　ゴキンッ、とひねって直しておく。街の景観が壊れるとエクスタシア様が悲しむから。

「あれ……？」

　景色がいつもと違う。人通りが少ない。

　昨日まで賑にぎやかだった街頭のモニターには何も映っていない。

　みんなが怖がっている。いつ倒壊するかと恐れている。この建物も。あの建物も。

　あれほど賛美してきたニホンのビル群が、ほんの一日で忌むべきものに変わっていく。

　たった一度の裁判が、王家の施政を崩壊させようとしている。

「どうすればいいの……」

　わからない。解決法をなにも思いつかない。

　思い浮かんだのは、我わが妻つまツカサと佐さ藤とうアクト。異世界ニホン国から主あるじが召喚した客人にして、現在命じられている『ご主人様』たちだ。

　我妻ツカサは、裁判官。その法技術はこの国で最高で、事件解決のエキスパートだ。だが彼女は主を『処罰』すると宣言していた。彼女の解決とは、女王だろうと裁いて処罰することなのだ。処罰される主を座して見ることなどできない。

　佐藤アクト。平凡なニホン人。一つ年上の男性。全般的に器用ではあるが突出した能力はない。だがこの世界にいち早く馴な染じみ、補佐官としても日常生活でも、視野の広さとサポート力を発揮しつつある。召喚直後の立ち回りの時から主は彼を慕っている。

　これまで、重大な事件の解決には彼が暗躍していたと思う。初裁きも、勇者事件も。異世界人であるにもかかわらず、人々は彼を好いていく。

（佐藤アクト……彼なら、なんとかしてくれるかも……）

　一瞬、そう思う。でも、私は頭を振った。

　私が主の従者であるように、彼は姉の弟だ。安易に頼ったら飲まれかねない。

　これは非常事態。まず明確に優先順位を決めなければ。

　主を護まもることを第一とする。絶対に。他を切り捨てる。

　『ご主人様』を切り捨てる。

　彼に従ううちに芽生え始めていた情も、忠誠も、信頼もまとめて。

　──チクリ。胸に痛みを覚えた。

（良心の痛み……ですか）

　彼と共に行動し、教わった『良心』というものを思い出す。でも。

（感情を殺すのには慣れています）

　勝手に胸に沸き上がるもの。ありもしない傷の痛み。

「感情があるほど、弱い従者メイド、ですから……」

　感情は、判断を鈍らせる。

　仕事の邪魔でしかないそれを、私は殺す。今まで何度もしてきたように。

　そして。

「佐さ藤とうアクトに働きかけ、裁判を止めさせなければ」

　決意した時、




「──佐藤アクトに裁判を止めさせる方法を教えちゃろう」




　私は助言を手に入れた。
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「このアイテム、あんちゃんどう思う？」

「妙に輝いてるポーション……飲むと一定時間無敵とかだろ」

「正解。へへっ」

　俺はゴブタから質問責めにあっていた。

　見せられているのは、ゲームの編集設定画面だ。

「あんちゃんすげぇよ。一目でわかっちゃう」

「ゴブタのセンスがいいからだよ。一目でわかるデザインをしてる」

　いる場所は民家の中、ゴブタの部屋だ。




　──俺はゴブタの『アクションゲームは好きか』という問いに好きだと答えた。途端、ゴブタはせわしなくなり、自分と父が暮らす家に俺を案内した。

　家の外観は石造りの三階建ての共同住宅。白い壁と黒い木組みのコントラストが中世ヨーロッパ風で美しい。だけれど、三階にあるボウチャー家の住まいに入ってみれば、現代的な電化製品が多く北欧のどこか景観の良い民宿に来たみたいな感じがある。

　家に入った時、俺たちは小腹が空いていた。エルマさんからもらったコカトリスの卵焼きを一緒につまむことにし、ゴブタはお茶を出した。謎のブレンド茶だったけれど、コカトリスの卵焼きと不思議とよく合い美お味いしく食べることができた。

　ゴブタは半分こした卵焼きを食べ終わると無言でそわそわしていた。が、しばらくするとリビングの屋根裏を開け、何年も前の型のノートパソコンを引っ張り出してきた。そして自分の部屋に移り、電源を入れて操作する。画面に表示されたのは、『アクションゲームデキール』という古いソフトで創られたオリジナルのゲームだった──




「なぁゴブタ。これ動くの？」

「動くに決まってんだろ」

　ゴブリンの指先がエンターキーを勢いよく押した。

　──……デーデデデーデデッ♪　デーデデデーデデッ♪

　パソコン画面が暗転し、ドット絵の建物が表示され、調子の良い音楽が鳴る。

（ＭＩＤＩミデイっていうんだっけ？　三十年くらい前のレトロなメロディだ）

　俺は秋あき葉は原ばらのレトロゲーム専門店で遊んだこともあって慣れがある。

　画面内。マッチョなキャラの横顔と身体からだがテンポよく表示され、やがて……

　──『ジャスティスファイト』──

　デレデレッデーン♪

　オリジナルのゲームタイトルが浮かび上がった。

「いいじゃん……」

　震えていた。興奮が脊髄を駆けていく。自分でも戸惑うような感動だ。

「異世界で異種族が『デキール』でゲーム創って動作するって……奇跡かよ」

　日本の物品が溢あふれ、日本文化を模倣する異世界の王国。

　異世界人のゲーム好きの十二歳が、オリジナルのアクションゲームを創るまでに至っている。別の世界で勝手にゲーム仲間が育っているかのような予想外の嬉うれしさだ。

「ブツブツ言って、奇跡って……あんちゃん変わってんなぁ」

「プレイできんの？」

「できんに決まってんだろ。使いなよ」

　指示されて、俺は震える指先を十字キーとキーボードのＺ、Ｘの上に置く。

「おい自キャラの選択ゴブリンしかいないぞ」

「そりゃオイラはゴブリンだかんな」

「さっき表示されたキャラはなんだよ」

「あれは最初から入ってた人間だよ。でも服とか古くてなんか違うだろ。嫌かよ」

「嫌じゃねぇよ。俺は異種族ぜんぶ大好きだ」

　みんな特徴があって面白い。自分にあまりそういうのがないからか、好きなのだ。

　カタカタとキーボードで操作を始める。『ステージ１　路上』がスタートした。

　アクションゲームといってもいろいろあるが、ベルトスクロールとかいう左から右に移動していく様式だ。一人用のアーケードモードが始まる。

「へぇ～？　それ、あんちゃんのゲームスキルで証明してみてくれよ」

「言ってくれんじゃん。よし。ゴブリンでなんとかしてやる」

　いつの間にか、俺とゴブタはため口をきくようになっていた。

　ここにきたのは調査のためだったような気がするが、好きなものを目の前にしていろいろ忘れた。没頭したいことに没頭する。

　──数分後。

「はいクリアー。雑魚ばっかだったな」

　大人げなくイキってしまう。やっぱりクリアの感覚はいい。

　ステージ１は白い修道士みたいなのがたくさん出てきては弱パンチ弱キックをしてくるだけだった。俺は早々にトゲ付き棍こん棒ぼうを入手し、連撃で全員撲殺した。無双ゲーかな？

【ラストステージ　敵組織本部】

　息つく間もなく、舞台がプロレスのステージのような場所に変わった。

「二面までしかねぇんだ。でもボスは強いよ」

　画面の右端から、長身に白髪の男が鞭を振りながら歩いてくる。

　どこかで見たことがあるような……と既視感を覚えた時、画面がチカチカと黒く明滅した。右から左へ黒く伸びる触手が飛んで、【ＹＯＵ　ＬＯＳＥ】と表示された。

「チートかよ！　これはないわ！」

「諦めんの？」ケラケラと笑っている。

「……や、パターンを憶おぼえてハメてやるよ」

「せこくね？」

　──と、盛り上がってきたところで。

「わり、あんちゃんタンマ」

　ゴブタが家の玄関の方に顔を向けた。

「へ？　どしたん」

「帰ってきた」

　ノートパソコンが閉じられる。指を挟まれるかと思ったほど素早い。

「ぅぉっ……帰ってきた？　え？」俺の耳には、なんも聞こえない。

「わり、戻す。説明めんどいからここにいてくれ」

　ゴブタはノートパソコンを持ってリビングへ駆けた。屋根裏の元の場所に戻した。俺は中学生の学習机の脇で呆ぼう然ぜんとそれを見る。ゴブタは部屋に戻ってきてドアを閉めた。

　──ガチャガチャ。ガチャリ。

　家の玄関から音がする。ややあって、「うーい」と気の抜けた声がした。ゴブタの父親、ゴブーロ＝ボウチャーだ。

「ゴブタ……なぁ、耳がヘンだぞ」

　と言ったのは、彼の耳が変形してピクピクと動いているからだ。

「あんちゃん知らないの？　これ、ゴブリン族の得意スキル【聞き耳】。まあ父ちゃんは退化しちゃったみたいだけどな」

　言われてみると、音を集めるようなかたちをしている。

（おお……便利そうだ。欲しい、な）

　自然にそう感じた時──自分の奥の方で、【習得　聞き耳】という文字が見えた。

「おーいゴブタ。なんだこの卵焼きはー」

「今勉強中！　食っていいよ！」ゴブタはドア越しに返事して、俺に言う。「父ちゃんは配達員してんだ。時々うちに寄って、ストレス解消にお菓子とか食べるんだ」

　なるほどね、と頷うなずく。数分、そのまま息を潜めていると。

「ふぅ。げぇ～っぷ。……じゃ、いってくらぁー」

　バタン、と扉がしまった音。ゴブタの父はまた仕事に戻ったようだ。

　その頃には、さっきまでのゲーム熱は冷めてしまっていた。

　それよりも……ゴブーロさんが卵焼きを食べてお茶を飲んでいる間、俺の視線はゴブタの部屋の中を見渡していた。そこで覚えた違和感。ゲーム創りに情熱を持っているのに、この部屋にはゲームに関するものがなにもない。

「なぁゴブタ。もしかして、ゲーム好きなこと隠してんの？」

「禁止されてんだよ　ギルヴァール＝トリニティのせいでな」

「えっ。神官長？」

「母ちゃんが、帰ってこない。こんな生活嫌だよ。どうせムダなのにさ」

　ゴブタの無軌道な発言に、惹ひきつけられる。

「ビルの中だってあいつらが荒らしたんだ。禁忌魔法使いと魔法実験してたんだ」

「禁忌魔法？　あいつらって？」

「……あんちゃんは、バカにしないんだな」

　ゴブタはしばらく沈黙してから、訥とつ々とつと語り始めた。

「全部あいつらが悪いんだ。黒い天てん秤びんとギルヴアール＝トリニテイが……」





　　　　　　　[image: ]






　俺はボウチャー家を後にし、路上を歩きながらゴブタの話を整理していた。




　約一年前のこと。ゴブタの父ゴブーロと母ライラは、子の教育を巡って話し合いをしていたという。教育に無関心でなにも案を出さないゴブーロに対し、ゲームを制限する案をライラは出していた。

　ある日、話し合いは言い争いに変わった。ライラは家を出て行った。ゴブーロは、どうせ数日で帰ってくる、と高をくくっていたようだが母は帰ってこなかった。後日、たまたまゴブーロが教会本部に配達をしに行った際、俗世を捨てた生活をする信徒たちの中に、自分の妻がいるところを目撃した。

　ゴブーロとゴブタはライラが入信していたことに衝撃を受けた。ライラに連絡をとろうとしてみたが、教会と俗世の壁に阻まれた。入信希望というかたちで教会本部に入ろうとしてみたがゴブリンであることに難色を示されたという。

　父子は悩んだ末、ゲームを禁止することにした。神様が見ているのなら、ゲームをしなくなったことを見て母を戻してくれるかもしれない。祈るように始めた禁止ルールだが、こんな自粛をしているだけで母が戻ってくるなんて甘い考えだとも思い始めた。

　がまんする生活をしているうちゴブタの成績は下がり始めた。苛いらつき、焦っていたゴブタはある日の学校帰りに教会の支所の脇を通った。新婚夫婦が挙式をして祝福されていた。目をそらした先、隣の立入禁止のビルに気づいた。興味本位で中を覗のぞき込んだ。

　ビルの一階には雑然と粗大ゴミがあった。その中、特に目を引いたのがレトロなゲームセンター用の筐きよう体たいだ。どうやら、新しく楽しいものを好む王国民たちに日本のレトロゲーまでは難しかったのか、暴力的なゲームの内容のせいか、捨てられたようだ。

　眠るようにただそこに在るそれらは、ゴブタを魅了した。特にアクションゲーム、対戦ゲームが良かった。『ストリ●トファ●ター』、『ファイ●ルファイト』、『ダイナ●イト刑事』……ゲームは当然、電源が入らない。だが筐体には必殺技のコマンドと名称が貼ってある。それを見ながら一人、想像を膨らませるだけで楽しかった。何時間でもそこにいられた。思いついたアイディアをノートに描いていった。ノートは三冊分になった。

　ゴブタはゴブリンを自キャラとしたゲームを創りたくなった。中古ソフトショップを巡り、『アクションゲームデキール』という古い創作ソフトを見つけた。パソコン用ソフトだが、父ゴブーロが昔買ったまま使っていないノートパソコンをこっそり使えばいい。こうしてゴブタは誰にも知られないまま、ゲームの創作に没頭した。ゲームをもっと好きになった。誰にも言えない秘密となってしまったが、別にそれでも良かった。誰にも話したくなかった。家庭のことも、ゴブリンを主人公とすることも。きっとバカにされる。

　チヨダク王国で勇者事件が一騒動になっていた頃。夜、ゴブタは倒壊したビルに再び侵入した。いつも、誰かと会わないように【聞き耳】を使っていた。しかしその日、物音は内部からした。アーケードゲームの筐体の周辺に複数の人物がいる。

　ゴブタは恐れた。ついにゴミとして処分されてしまうのかもしれない。のぞき見ることにした。闇の中、蝋ろう燭そくを持った白髪の人。教会の神官長だ。他、背の低い異種族らしき人物に、黒い人影。話し声が聞こえる。【禁忌魔法】という単語が聞こえ、神官長が異種族らしき人物になにかを手渡した。そして──逆さまの黒い天てん秤びんが出現した。

　その後の光景は、『うまく言えねぇけど……命が次々に消えていくような恐ろしいもんだった』のだと言う。おそらく禁忌魔法が行使されたはずだけれど、ゴブタはその実態を直視できなくなって帰宅した。その不気味さと、そもそも不法侵入していたこともあって、このことは誰にも言えなかった。ただ、アーケード筐体がどうなったのかはどうしても気になった。白昼、再びビルに侵入した。筐体がなくなっていた。円柱の周りに置かれていた九台すべて。しかし搬出した形跡はない。代わりに大量の泥があった。

　ショックを受けたゴブタは、呆ぼう然ぜんとした状態でビルを出た。そこを警ら中の警察官に見つかり、触法少年という扱いになった。不法侵入と泥について供述を求められた。ゲームのために侵入していことは父と母にバレたくなかった。泥については知らないし、それが禁忌魔法によるものだとは感じていたが自分が見た光景をうまく言葉にすることができなかった。それに、下手に言えば禁忌魔法を使うやつらに狙われることになるかもしれない。警察も検察も、味方だと思えなかった。自分を叱る存在に見えた。だから黙ることにした──。




《──以上。ツカ姉ねえ、どう思う》

　夜道。裁判所の方に歩きながら姉に念話魔法で伝えきった。ゴブタと出会ってからのこと、そして聞き出した話の内容を、もれなくすべて。

《……すごく、価値のある内容よ。あっくんだから、そこまで聞き出せたんだろうね》

《そうかなぁ》

　大げさに言われてる気がする。褒められたいわけでもないし、気恥ずかしい。

《お姉ちゃんはゴブタくんに通用しなかった。あっくんの調査手腕が優れていたのよ》

《ただ一緒にゲームしてただけだよ》

《遊戯療法プレイセラピーというのがあるの。有名なのは箱庭療法ね。まず調査官は少年を尊重し、ありのままを受容する。友好的な信頼関係を作り、少年の気持ちのままを表現してもらう。そこから無意識にある不安や恐れを読み取っていく……》

　調査官というのは、家庭裁判所調査官のことだろう。

　日頃から姉の仕事話を聞いている俺は、その職業のことを知っている。家庭裁判所で裁判官などとチームを組んで働いているらしい。裁判官が法律のプロであるのに対して、調査官は心理学、社会学、社会福祉学、教育学などの行動科学のエキスパート。事実の調査のためには様々な技法を使うのだという。

《そんなスキルがあるんだ。でも俺そんなの知らないし》

　心理学的な手法でゲームがあるなんて思いもしなかった。そんなつもりでゴブタと遊んだわけではない。彼のゲーム熱に感化されたのは俺の方だ。

《下手に意識しないことが良かったんだと思う。あっくんは人の感情に寄り添うのが上う手まい。知らなくても行動科学的な事実の収集をやってのけた。いえ、できたとかやったとかじゃなくて、この世界の人たちに信頼される才能よ》

《ただ、好きなことをしていただけだよ》

《好きになって、没頭できることが才能なの。お姉ちゃんには無理。この世界であっくん以外の男を好きになるとかありえないわ》

《冗談だよね》

《さて、事実の収集の後は分析と評価ね》

　姉の溺愛と頭の回転には参ってしまう。

《ゲームに出てきた白い服の人は教会の信徒たちで、ボスとして出てくるのは神官長かしら。ゴブタくんの中で母を奪った敵として憎悪が膨らんでいる。危険ね》

　言われて気づかされる。俺にとっては見慣れた残虐なアクションゲームと、それを創るゲーム好き。でも実務経験を重ねた裁判官からは見えるものが違う。

《そうか……こじれて、あれが未来で現実になるかもしれないんだな》

　勇者事件を思い出した。小さなボタンの掛け違いは、大きく未来を変える。

　姉にこのことを話せて良かった、と思う。

《そうと決めつけたくないけど。創作物が心の傷と関連することはある》

　──ぞわり。

　急に視界が狭まってくる。世界を横ではなく、縦で感じる。

　他人の話が自分に刺さってきた感覚だ。

　自分はなぜ、異世界ファンタジーを好きになったのか。

　眠っていた記憶がフラッシュバックする。三歳の頃。父が再婚し、母の連れ子であるツカ姉ねえと出会った。ツカ姉は当時寂しげで、哀かなしげな雰囲気があった。ある日、自分は無邪気に再婚について訊きいてしまったことがある。その時、自分の父が強い口調で言ったのだ。「ツカサお姉ちゃんのお父さんのことは絶対に触れてはいけない」……この言いつけは、心の中で冷たいしこりのように残った。気にしない人は、気にしないのかもしれない。でも自分の中では、大人社会に対するある種の諦めのような気持ちを育てた。触れてはならない気まずい事情を常に感じ、察してしまうようになった。そうして、そんな現実とは無縁なファンタジー、異世界を好きになったのかもしれない。

（でも。俺が今ここで感じていることは、違う）

　この異世界に召喚されて直面しているのは、倒壊したビルと被害者。引き裂かれた母親と息子。今この世界の人たちの紛まぎれもない現実だ。

　しばらく黙考した俺を、

《……あとはお母さんのライラさんね》

　姉からの念話が呼び戻す。

　その声に、一瞬、姉の過去についても考える。

　義姉我わが妻つまツカサが裁判にこだわるのは、その父親のためなのかもしれない、と。

　しかし、今は自分たちの過去を振り返っているような状況ではなかった。

　古い記憶から、思考を切り上げる。そしてついさっき決めたことを言うことにする。

《ツカ姉。ライラさんなんだけどさ、》

《探しに行くんでしょう？》

《ツカ姉にはお見通しか》

　公平な立場である姉に、いったん伝えなかったことがある。

　俺はゴブタに「ライラさんを探し出して連れてくる」と約束していたのだ。

　ゴブタは俺みたいな平凡な人間に、話しづらいことをたくさん教えてくれた。なんとかしてやりたい気持ちになっていた。

《教会内部の事情を聴けると思う。今、一番調べるべきは教会でしょ》

　ただの気持ちで衝動的に動いていると思われたくなかった。努めて理性的に伝える。

　数週間前に、ビルの中で神官長が【黒くろ天てん[image: ]びん】となんらかの魔法を使っていた。その数週間後、そのビルが倒壊した。そしてまっさきに被害者として裁判を起こしたのが、傾けい世せいたまもと組んだ神官長……。

　今回の大事件の真相の少なくとも一端を神官長は握っている。倒壊したビルの中を知っている。なのに法廷で言わなかった。隠しているということだ。大法廷を出る時に感じた『ゾッとする可能性』が現実的なものに思えてきた。かといって、

《神官長を呼び出してビルで何をしていたのか訊きいても答えると思えない。それに教会の実態を先入観で決めつけたりして間違えたら、俺たちが天てん秤びんに【制裁】される》

　自分の考えを姉に伝える。

《そうね……原告は、裁きの天[image: ]の制裁に驚いていなかった。あの機能をすでに知っていた。あの弁論はもともと疑義を誘発させるためだったのかもしれないわ》

　そうだ。ようやく考えがそこに至る。

　最新で未知が多いとはいえ、【裁きの欠片かけら】も【神器】の一つにすぎない。

《何千年も神器を継承してきたのが神官長だ。裁きの欠片の【制裁】についても詳しいのかも……でも知ってあの弁論をしたんなら、ツカ姉ねえを潰そうとしたことになる》

《大法廷であっくんが助けてくれて……でもいったん難を逃れただけ》

《やっぱり要注意人物だ。気づかれないように探っていこう》

《うん。でも【禁忌魔法】っていうのはなんなの？》心配の滲にじむ疑問。

《残念だけどわからない。危険だからやっちゃいけない魔法らしい。ただ、他の人物が一緒だったってことは神官長だけでは無理なんだと思う》

《……シロちゃんならわかるかしら》

　シロ。この王国に召喚された最初はともかく、俺たちをよくサポートしてくれた。

　スライムストアでの裁判では巻き込まれたかたちになったけど、結果的にスライムたちを救うことができた。スライム好きな彼女の笑顔を見られた。

　勇者村に向けて飛んだ天馬の上で、彼女と『ニホン人の良心』について話した。あの時、わずかではあるけれど心が通ったと思っていた。

　でも。シロは十年近く王女に仕えていた。元々は王女のメイドで、王女の命令で俺たち異世界人をサポートしてくれていたにすぎない。

　最後に見たシロの姿を思い出す。王女を処罰する言葉に反発し、敵意をむき出しにして姉に噛かみつかんばかりだった。怒りを滲ませたような赤くなった眼めを忘れられない。

　たまもに言われた『仲間割れ』……これで終わりだなんて、絶対に嫌だ。

《……シロを説得しに行く。俺だけがいいと思う》

　姉が、念話の向こうで《うん》と頷うなずいた。

　もしも王女の魔法に欠陥があるのなら、姉が王女を処罰する可能性は残っている。

（裁判官が、シロに会いに行くのはまずい。ここは俺がなんとかするしかない）

　シロの異世界知識と能力は、これからしようとしていることに不可欠でもある。

　俺たちは、この異世界で弱い。裁判をする力だけを持たされたただの人間。対して、探り、調べようとしている組織『教会』は底が知れない。

　そう考えながら歩いているうち、チヨダク王国裁判所へと戻ってきた。

「あ、シ──」

　言いかける。正面玄関のガラス扉の向こう、闇の中にミルクを一滴垂らしたかのようなメイド長の白銀の毛並みが見えた。しかし──

（え、まさか……）

　さらにその奥、白いローブを着た白髪の男性……神官長らしき人物が、建物の中にいるように見える。

（この二人がこのタイミングで裁判所に侵入した？）

　驚き、瞬まばたきをした瞬間、二人とも建物の内部へと消えていった。

《──ツカ姉ねえ、今どこにいるっ？》

《ん？　裁判棟の四階。やっと探し物が見つかったところよ》

　裁判棟というのは、正面玄関や大法廷がある法廷棟とは離れたところだ。

《そのまま、正面じゃなくて別の出口から逃げられる？》

《可能よ。どうして、》

《シロと話をつける。終わったらまた連絡する。ツカ姉が捕まったりするとまずい》

　状況を察した姉が《……わかったわ。気をつけて》と念話を切る。

　俺は最悪の可能性も考えながら、シロと神官長の影を追うことにした。
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　異世界の裁判所と化した最高裁判所は、相変わらず威容だ。

　約一万トンの花か崗こう岩がんで覆われているという建物の外壁は、まるで中世の要塞のよう。

　その正面。ガラス扉が開け放たれている。一つの灯あかりもないその暗い入り口を通ると、巨大な魔物の口に入ってしまったようなさむけが走った。自分の住居が敵の手に落ちた可能性を感じているからだろう。

　恐れを祓はらうため、俺は小さく「【神か炎えん魔法】」と呟つぶやく。出現したのはビー玉ほどの小さな火球。勇者ラマンから習得した、魔王を討伐したといわれる炎の魔法。

　勇者事件の後、実は毎晩一人で炎を出す訓練をしていた。ファンタジーな力に憧れる俺にとって、神炎は運良く習得できた唯一のそれっぽい魔法だ。といってもその行使は難しく、これ以上の大きさも、数も出せない。レベル１の火球魔法ってところだ。

　だが、この暗闇で照明の電源を探して闇討ちに遭うマヌケにはならなくて済む。

（灯りで視界は確保した。そしたら次は……）

　俺はスキル【聞き耳】を使うことにした。変形したゴブタの耳の動きを模倣するように、自分の耳に同じことを念じれば。

　……………………グニ……グニン……グニンっ！

　耳がグニャリとキモく動いて、気になる方向の音を拾いやすくなった。

（なんて地味。まあでも新たな力を使えるようになる感じは……やっぱいぃわ……）

　悦を感じて、「フフッ」とキモく笑っちまった。ってそれより拾った音だ。

　前方、階段を上がった先に誰かの足音がしていた。中には金属音が交じっている。

　シロだろう。彼女は武器にもなる金属底のブーツを履いている。

　階段を上って大法廷前の開けた空間、大ホールにまで辿たどり着く──




「お待ちしておりました──佐さ藤とうアクト」




　そこには、王家の番犬が待ち構えていた。

「残念だな。もうご主人様プレイは終わりってわけか」

　軽口をたたく──いや、絞り出した。

　いくら想定の範囲内だとしても、いざシロと相対して感じるプレッシャーは重い。

　大法廷前の採光窓から降る星々の光が、彼女の白銀の毛並みを淡く浮き上がらせている。闇の中、雪のような白い肌は人形のよう。人形は、王家を護まもるという命に従う。

「エクスタシア様の裁判をやめてください」

　感情の無い声。俺の軽口にまったく応じない態度。

「あなたから頼めば、我わが妻つまツカサはきっと裁判を止める」

　さすがシロ。俺がドクターストップをかければ姉は止まると嗅ぎ分けている。

「嫌だと言ったら？」

「あなたを人質にして、我妻ツカサを止める」

「無理だね。ツカ姉ねえには絶対止めるなって言ってある」

　実際、弟の命と引き換えになったら、ツカ姉がどうするかはわからないけどな。

「では、あなたもよく知るゲームで決めましょう」

「なにを唐突に」

「勝った方が、なんでも言うことを聞く」

「悪いけどゲームしてる場合じゃないんだ」

　さっきまでゴブタとしていたことはさし置いて。

「なにか得意なゲームをおっしゃってください」

「なぁシロ。まさか王女を護るために神官長と組んだなんてないよな？」

　シロは俺の身体からだの真ん中を見据えたまま、数秒──じっと待ち。

「では決めさせていただきます」

　端正な唇に指を当てて思案して、言った。

「──オニゴッコ。異世界ニホン国でもお馴な染じみと聞いています」

　俺の話に応じる気がない。ここはいったん乗るしかない。

「エクスタシア様ともしたことがあります。手で、相手の身体からだにタッチする遊びです」

「知ってるよ。二人だけの鬼ごっこだなんて、クソつまんねぇと思うがな」

「能力の差を加味しましょう。あなたはシロの身体に一回でも触れたら勝ち。シロはあなたを百回触って拘束したら勝ち」

「へぇ……そんなハンデくれるんだ」

　シロと俺の身体能力の差は圧倒的だ。

　でも、百回に一回くらいなら触れるんじゃないか、と思ってしまう。

「では始めましょう」

　王国のメイド長、シロは両りよう眼めを赤く輝かせ、

「佐さ藤とうアクト──あなたを、籠絡します」

　消えた。

「ぇ、ちょ──」

　どこだ。左を見た。

「残念、右です」と声がした。

「ぐあッ」臀でん部ぶに衝撃が走る。強烈な張り手にのけぞる。俺は右手を振り回すが、何にも当たらない。直後、今度は後ろから背中に掌底。よろけた脚を掴つかまれて投げられて、茶色いソファに「ぐへっ」頭から突っ込む。突き出た臀部を、

　ベチッ、ベチーンッ！

　往復ビンタされるマヌケな音が響き渡る。

（い、痛い……ひどい……なんて怪力だ、こ、怖い……）

「他た愛あいもない。こんなものですか」

「…………」

「気絶したフリですね。そんなもの──」

　再び近づいてくるシロ。俺は大ホールに残っていた火球をたぐり寄せ、

「むはぁっ！」

　ソファのクッションの合間から身体を引き抜いて飛びかかった。

「空気の動きは尻尾で読んでます」

　合気道のような技で吹っ飛ばされ、挟み撃ちにしようとしていた火球にあやうく自分が火傷やけどしそうになる。リンボーダンスみたいなブザマな格好で地べたを這はった。

「残り九十三回」

「いだだッ！　タンマ！　むり！　勝てるわけないだろ！」

　一方的に惨めに痛めつけられてるだけだぞこれ。

「身体能力の差がエグい！　獣人相手にこのゲームはない！　尻尾とかせっこ！」

「まだ不公平と感じますか。なら──」

　獣人のメイド長は、大ホールの大理石の床をコツコツと歩く。脇にあった『正義の女神像』が手に持っているブロンズの剣を──バキン、とかかと落としでへし折った。

「この剣を人間の手の延長と認めましょう」

　カランカラン──と金属音を立てて、冷たい赤銅色の剣が転がってくる。

「……煽あおってくれんじゃん、シロ」

　ちょっとこれには熱くなってきた。俺の選択体育は剣道だ。拾って中段に構える。

「バァァゥッ」

　獣のように飛びかかってくるシロ。俺は彼女を傷つけないように腰を入れずに素早く剣を振った。

　ガキン、ガキン──と、金属音が響き。

「残り八十五回」

　身体からだが何度も転がされる。

　バキン、ボキン──と、手が震える。

「残り五十九回」

　ブロンズの剣が、どんどんと短くなっていった。シロが空中で金属のブーツで弾はじいて折れていってるのだ。

「くっ……はあぁぁぁッ！」

「弱い。残り三十回」

　どう振ろうが、どう飛びかかろうが、まるで触れられない。

（これが王家の番犬の力か）

　やけくそに、手の中に残った剣を投げつける。いたと思った場所にすでにいない。

「わからせます。残り五回」

　全身が熱い。あちこちの肉が充血してひりついている。

「うぇぇぇっ」

　俺はうつ伏せに倒れた。銅の破片がチクリとし、大理石の床が顔面に冷たい。

「こちらを向きなさい」

　シロに蹴られ、仰あお向むけにされる。間髪を入れずに、シロは金属のブーツで俺の左右の腕を踏みつける。ちょうど厚底とヒールの合間の空間が枷かせのように機能して、地面に腕を張りつけられる。靴はそのまま床の上を滑り俺の両腕は胴体の脇に固定される。『気をつけ』をしたかのような姿勢で天井とシロを見上げる。汗一つかいていない白銀の獣人。

「最後の一回。あなたの負けです」

　メイド長は手を伸ばす。メイド服の衣きぬ擦ずれの音がした。白い陶器みたいな綺き麗れいな手が、俺の頬ほおへと伸びる──そこを、

「ひゅふぁんふぃはふぁ」

　油断したな──と言って、タッチ。

「これは……剣の破片……それをっ」

　俺は、折られて転がっていたブロンズの破片を口に咥くわえていた。さっき惨めに倒れたフリをして口内に入れていたのだ。それを彼女の手に触れさせている。

「ぺっ」と破片を吐き出して言う。「どうだシロ。剣が手の延長だったよなっ！」

「…………」

　固まるシロ。

「俺の勝ちだ。言うことを聞いてもらうよ」

「ふぅ……くだらない。心を折るのは充分です。ゲームの時間は終わりにします」

「ぇ……はぁぁぁっ？」

　ちょっとそれはないんじゃない？

「佐さ藤とうアクト。よくわかりましたよね。あなたでは護まもれない」

「はぁ」急激に冷めてく。

「思い知りましたよね。あなたたちは弱い。我わが妻つまツカサを襲われたら？　あなたが襲われたら？　なにもできないじゃないですか」

　胴体に跨またがる姿勢で言うメイド長。その両りよう眼めは平静の色合いを取り戻していく。

「だから──今一度、チャンスをあげます。エクスタシア様の裁判をやめてください」

　天上にさしかかった月の明かりが彼女の肢体を照らし出す。

　細いウエスト。メイド服に包まれた微かすかな二つの丘の向こうにある小さな頭部。

　幻想的な白銀の髪。感情を殺したような無表情。

　静かに浮く薄氷のような碧へき眼がんの瞳。

「断るなら、ここで血の大半を失っていただきます。しおらしくなったあなたを見てお姉様はどう思うでしょうか」

　直立不動の彼女を、下から見上げる。

　獣人の犬歯がチラリと見える。両腕は動かせない。彼女は身をかがめるだけで眼下の人間の頸けい動どう脈みやくに噛かみつくことができる。命を握られている感触がある。

（……間違いなく、絶体絶命だな）

　この状況に、怖さを覚える。

「やめてくれたら、シロはあなたたちを護ります。王家の客人として、メイドを大勢つけましょう。贅ぜい沢たくな暮らしを約束します。永遠の客人として」

「シロ。それ本気で言ってるの？」

「ええ。それにお望みとあらば……シロを好きにしても、いいです」

　言って、メイドはスカートをつまんだ。

　するり、するりと、たくし上げていく。フワリ、と微かに花のような体臭がして。

　目の前の光景が、黒から白に変わっていく。雪のような白い肌……無駄なく引き締まった両脚……『絶対領域』を越え……臀でん部ぶへと続くところに逆三角形のすき間──

「はぁ……」ため息が出る。

「身体からだを起こし、恭順の意を示してください。そうしたら、撫なでてあげます。よしよしって。赤子のように。もうあなたはなにも考えなくてよくなります」
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　ここで言われるとおり、上半身を起こせば。

　彼女の下腹部に顔をうずめることができるだろう。

「シロは──」

　だが言ってやることにした。

「誘惑が下手すぎる」

　ピタリ。スカートをたくし上げるシロの手が止まった。

「……どういう意味、ですか」

「両脚がボロボロだ」

　彼女の両脚は傷ついていた。どこをどう駆け回ったのか、ストッキングは千切れ、穴だらけになっている。肌はあちこちに擦り傷。うっ血。乾いた血……

「これに興奮できるほど、俺の性癖はアブノーマルじゃなくてね」

「……ッ、こ、これのせいで？」

　ミスをした、と思ったのか動揺する彼女。俺は言葉を続ける。

「それだけじゃないよ。シロは……泣いているじゃないか」

　メイド長は、眼めをしばたく。銀細工のような睫まつ毛げが揺れた。

「泣いてなんかいませんよ」

「王女に比べたら短いかもだけど、俺はシロを仲間だと思ってる。シロの表情だってちょっと違うのがわかってきたんだ。ほら尻尾が、震えてる」

　彼女の眼めは涙していない。でも、楽しい時には立っているフサフサとした犬の尻尾は今しな垂れて、小刻みに揺れていた。

「し、尻尾は……違いますっ」

「シロには良心がある。本当は嫌なんだろ。殺しきれてないぞ。王女が大事なら、王女ががんばって召喚したのが俺たちだしな」

「でも、エクスタシア様を護まもるには、これしか方法がないのッ」

「俺たちは今、王女を護ろうとしてるんだ」

「──」

　息を呑のむ。そして続きを聞きたいかのように、シロは犬耳をピクピクとこちらに向け始めた。

「やっと……話を聞いてくれるようになったみたいだな」

　胸をなで下ろす気持ちだ。両腕、動かないけど。

「──と、その前に。おい、そこにいるんだろ」

　寝そべったまま、しばらく放置されて消えかかっていた火球をたぐり寄せる。

　自分の魔力を注入するようにイメージし、大法廷前へ動くよう操作する。

　そこはさっき、シロの股と太ももの隙間から見て、【聞き耳】でチェックした場所。

「──なんじゃ気づきおったか。耳が良いのぅアク坊」

「そこで笑い声を隠し切れてなかったぞ、化け狐ぎつね」

　出てくる、小さな狐色の影。

「良き、良き、充分じゃ。ぷっ！　くくっ！　実に愉快！　傑作じゃったぞ！　思い出し笑いでどんぶり三杯いけそうじゃ！」

　弁護士傾けい世せいたまもがひょっこりと出てきてそう言った。
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「て、手当てなんていりません。それよりもエクスタシア様を護るって、」

「いいから。うわっ……ひどいな、どこにぶつけたんだ。膝に小石が入ってるし……傷だらけで……金属の藪やぶの中でも突っ切ったの？」

「それはもう直しましたから、別に痛くないですから、あっ、痛っ」

「痛いんじゃん」

「消毒液がしみたせいです……」




　──俺は、笑い転げているたまもをいったん無視することにした。

　建物内の灯あかりをつけ、住居に戻って救急箱を取ってくる。

　床の上で脱力しているシロをソファまで運んで、嫌がる彼女の両脚の手当てをした──




「……あの、血で手が汚れます」

「シロの血、汚くないよ」

「じゃあ、ご主人様に手当てされたら、メイド失格になってしまいます」

「嬉うれしいな。またご主人様って呼んでくれるんだ」

「それは……ええと……でもシロはあんなことをして……」

「さっきの勝ったら言うこと聞いてもらうって、ご主人様に戻りたいでいいかな」

「うう……あっ、痛っ……」

「包帯の巻き具合、これで良い？　きつくない？」

「……う、うう」

　シロは悔しいのか恥ずかしいのか、顔を赤くして俯うつむいてしまった。

　脚の生々しい傷は包帯で覆い終わった。はだけたメイドのスカートを戻す。

（んーと……あれ、これけっこうきわどいことしてた？）

　数秒遅れて、顔が火照る。俺はすごい光景を見ていたぞ。

　もっと眼めに焼き付けておけば良かった……ああ……あああ……

「ほぉ～、一本取った敵にも手当！　こりゃあっぱれじゃのう！　ブシドーか？」

　ピョンピョン跳ねて、子こ狐ぎつねのロリババアがやってきた。

「まーしかし！　メイド長の『誘惑が下手』ってウケたのう！　あそこが『本日のハイライト』じゃな！　やはりおジャッジのデカパイボイン☆ボイン☆に慣れたおぬしは誘惑耐性が強いようじゃのう！」

「そういうことでしたか。ご主人様」

　シロの表情からさっと赤みが消えた。

「おまえらいい加減にしろよな」

　さすがに怒りたくなってきた。

「たまも。シロに入れ知恵したんだろ」

「ほぉ[image: ][image: ][image: ]ん？　なんでそう思うんじゃ？　冤えん罪ざいじゃったらどうしてくれる？　わっちを傷つけた罪で訴えるぞ！」

「俺が裁判所に戻ってくるのを待ち構えて、神官長に変へん化げした自分を見せて慌てさせただろーが」

　ハーフ妖よう狐こであるらしいたまもは、いくつかの妖怪の術を使うのだ。

「いかにも。そんぐらいは見抜けるかアク坊」

　でーん、と五歳児の身体からだの無い胸を張って相対する。

「板挟みになって迷う健けな気げなメイド長にな、わっちが『おジャッジのエクスタシア裁きを止めるには、アクトを籠絡するしかないぞ』と教え込んだんじゃ。人を籠絡するには手順がある。おびき寄せ、そやつの得意分野で心を折り、それから甘く優しくしてやりゃイチ☆コロじゃ！　わっちの天才的なヒラメキじゃといえよう」

　なんとか回避できてよかった。

「うん。で、なんでそんなことすんだよ」

　話は聞いたが、こいつの動機が読めない。

「なんでじゃと思う？　なぁなんでじゃと思うっ？　おぬし胸に手を当てて、よ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]く考えてみぃ！」

　……傾けい世せいたまもが、異常にうざい。

（なにかここまで恨まれるようなことしたか？）

　記憶をたぐる。この子こ狐ぎつねがこだわること……ゲーム……愉悦……油揚げ……。

　と困惑していたところ、シロが俺にだけ聞こえるよう「たまもさんは、約束を破られたとか言っていました」と教えてくれる。

（約束──あっ）

　勇者神社の中庭でたまもと交渉した時。スーパーフ●ミコンで勝負をしたがった彼女に対して、俺は『王女の部屋で本物のちゃぶ台の上で本物の味み噌そ汁しる飲みながらみんなでゲームを満喫』することを約束したんだった。

（忙しくてそれ忘れてたな……）

　忙しかったと弁解してもダメだろう。毎日のように姉と酒場に行って飲み食いしてたし説得力がない。かといって、謝って許してくれるようなやつでもない。

　なら──クオリティを上げようとしていた、ことにしよう。

「そうだ、あの件さ。準備に時間がかかってごめんな」

　ピクリ。たまものせわしない動きが止まる。

「準備とな？」

「そうだよ。せっかくみんなでゲームすんなら、ただのゲームじゃ面白くないだろ？」

「ほほぉーう？」

　よし。手応えがある。この路線でいける。

「たまもを退屈させたくなくてさ。仕事の合間に最新のいいゲームを探してたんだ」

「……ん。まぁそうじゃな。わっちもアク坊も自分に慣れたゲームで勝負しても公平ふえあじゃないかもしれん」

　たまもは神妙な顔つきで言う。が、五本ある狐の尻尾はゆるっと立ってきてる。

「そうそれ！　でもなぁ～、残念だなぁ～」

「なにがじゃ。はよぅ開催せいっ」

「原告が言ってたけど、コピペ魔法って欠陥があるかもなんだろ？　王女の部屋のゲーム機ってコピペ品だったと思うんだよね」

「なら大丈夫じゃ。動作したんならコピペ時に問題がなかったんじゃろ」

「コピペした時に問題あることってあんの？」

「説明する気はない。開催日時を言え。はよぅっ！」

　ちょっと気になるとこだけど、しつこくしてもダメだろう。

「うーん……それがさ。王女の部屋を確保してたんだけど、こんな状況になったら使えないよ。不法侵入することになっちゃうだろ？」

「すればいいじゃろ！」

「おまえ本当に弁護士かよっ！」

　もう普通にツッコむ。

「──よしっ！　わっちは神官長を裏切る！」

「「えっ」」

　思わず驚く、俺とシロの声がかぶった。

「愉悦日照りで神官長と共に王家転覆しちゃろうと思ったがの、それしちゃうと愉たのしいイベント自体がなくなっちゃうじゃろ。エクスタシアにコピペ魔法やめられたら王国の娯楽は途絶える。わっちはこの模倣王国がけっこう好きじゃ」

「おせーよ愛国心」たまもの清すが々すがしい寝返りに思うことを言う。「でもそれ弁護士としてどうなの？」

「ん？　ああ。別に受任しとるんはあの国賠訴訟だけじゃしな。それにあの先代神官長の息子じゃ、心の底ではわっちのような和妖怪を見下しておるに違いない」

「えっと。ギルヴァールの父親も神官長だったん？」

「そうじゃ。なんじゃ知らんのか」

　たまもはつまらなさそうに吐き捨てる。

「ギルヴァールめ。信徒の数で父を超えようと躍起じゃが、実にくだらんのう」

[image: ]

　傾けい世せいたまもが何千年と引き継いでいるという記憶には、ギルヴァールの親のこともあるのだろう。欲しい、と思うがこればかりは【習得】できない。

「さすがです、たまもさん。じゃあビル倒壊の真相はどんなもんでしょう」

「おだてたって出てこんぞ。なんせ知らんからな」

「ちっ。って、知らんまま弁護を引き受けたのかよ」

「しかり。弁護士という職業はな、依頼者から聞かん方が良さそうな事情はあ☆え☆て☆聞かんのじゃ。弁護士法と弁護士職務基本規程でも読むがよいぞ。真実義務とかあるじゃろ。でもそりゃ真実を知らなければいいんじゃ！」

「根本から間違ってないか？」

「これもスキルじゃよ。まーアク坊は弱ヨワ々ヨワな炎魔法が使える程度の平凡普通の高校生じゃからわからんかの」

「俺のコンプレックスを刺激すんのやめろ。開催やめるぞ」

「よしよし落ち着け。わっちが裏切ると言ったら二言はない」

　裏切るやつが言うことか──と思うが黙っとく。

「アク坊と話しとったら、神官長を裏切る方が愉たのしそうじゃ間違いない」

「うん。俺もケツを殴られた甲か斐いがあったよ」

　シロが後ろで「申し訳ありませんでした……」とシュンとしてる。

「夜明け前には、けってーてきな証拠を持って帰ってきちゃろう！」

　弁護士傾世たまもはズバビシィ──ッと北の方角を指さして。

　ピョコピョコ跳ねるように、正門から出て行った。

　……。

　静寂。

「じゃ、待つか」

　疲れて、大ホールのソファに座る俺。

　隣でシロが「はい」と答え。

「──あの、『エクスタシア様を護まもる』とおっしゃっていたのを早く教えてください」

　彼女は俺に無む垢くな瞳を向けてきた。

　まだ夜は終わらないな、と俺は思った。
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　俺とシロは、たまもがビル倒壊の『決定的証拠』を持ち帰るのを待った。

　その間、シロにはここにくるまでにわかったことを教えた。

「なるほど……勇者ラマンを襲撃した【黒くろ天てん[image: ]びん】とギルヴァール＝トリニティが組んでいる。ビルの中で【禁忌魔法】まで使っていたのが本当なら……限りなく黒いですね」

「シロは禁忌魔法がなんなのかわかるの？」

「神様がこの世界の者に行使を禁じた、とされる魔法の総称です。よく言われるのは、【死者蘇そ生せい】【物質変換】【時間操作】【生命改造】【精神改かい竄ざん】あたりかと」

「おおっ……ここにきてＳＲスーパーレアっぽい魔法っ」

　グッとくるところはある。

「レアどころかほとんど研究が進んでいません」

「あれ、そういえば『改造』って裁きの天[image: ]が言ってなかったっけ」

「あれは神器ですから。つまり、神様が錬成した神器の力で行うなら可なんです。それと関係なく地上の者が使えば強力なペナルティを受けます。魔力を吸われるだけではありません。身体からだを失ったり、災害が起きたり……」

「うぇ、きついな」

　と感じながらも、把握する。神様が決めた禁忌というのは、この世界の力自体に対する法則ルールということだろう。人が人と決める法律とは異なる。今のところ、ツカ姉ねえの裁判をダメにするようなルールではないと思う。

「まあ、そのへんなんでもアリな世界だったらツカ姉と俺は喚よばれてないよな。死んだ人に犯人訊きいたり、時間戻して事件をなかったことにすればいい」

「やがてはご主人様が、そんな裁判官になられたらいかがですか」

「チート裁判官か。冗談きついわ」笑えすぎて笑えない。

「さて。本題に戻りますが、限りなく黒い存在が倒壊したビルに関わっている……なら、エクスタシア様は無罪ということですね？」

「いやいや、現状では断言できるレベルではないかな」

「エクスタシア様を護まもるとおっしゃっていましたよね」

　ソファの上にちょこんと座ったシロが「じぃー……」とジト眼めで見てくる。

「うぅ……その眼やめて……」怯ひるみつつも、考えを話す。「とにかく、ここまででかい事件なんだ。白黒つけるのが大事だと思う。ツカ姉は国の最終審になる裁判で疑いがあるまま判決なんか出さないし、真相がわからないまま裁判を中止したところで、みんな不安なまま過ごすことになる。王女だって魔法をやめちゃう。日常は戻ってこない」

「あくまで裁判を進めるのがエクスタシア様を護まもることだというんですね」

「悪いことをしてないなら、それが明らかになる。王国内でどんな【禁忌魔法】が使われたのかをわかりたい。ライラさんを探すのは……たまもが持ってくる証拠を見てから考え直そうかな」

「ライラさんも心配です。待ち遠しいですね。たまもさんの『決定的証拠』が」

「そうだね。そうだ、シロは今までなにをしてたの」

「大法廷を出てからですね」




　俺は、シロの視点で見てきたものを教えてもらった。




「王女とイレアナが、そうか……」

　王女が罪を認めてしまっているけど、それはツカ姉ねえがどうにかしてくれるはずだ。

　イレアナは先王と王女の施政を推進した重臣だったはず。コピペ魔法の欠陥については誰よりも詳しい証拠を持ってくるだろう。

「うん。後は夜明けまで待つだけだな。たまもの『決定的証拠』を」

　白銀の毛並みの従者は、俺の言葉に頷うなずいた。
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　朝になった。

　たまもは戻ってこなかった。
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　昼頃。人ひと気けのないビルの陰で、俺とシロはひそひそと話し合う。

「『信徒会館』前の人だかりは入信希望者だった。シロ、そっちどうだった？」

「どうやら『教会堂』はすべての扉を閉鎖しているようです。建物内部の様子はまったくわかりませんでした」




　──『決定的証拠』がもたらされることを期待し、待ちぼうけをくった俺たち。

　傾けい世せいたまもが裏切りに失敗したのかはわからないが、もう待ってはいられない。

　俺とシロは休息をとった後、チヨダク王国裁判所から別々に出た。

　探るべきは、『教会本部』。たまもが指をさしていた北にあり、徒歩圏内だ。

　広大な敷地と建物を擁するそこを、まずはざっと確認し。

　人目を忍んで、再びシロと落ち合ったのだ──




「外部からじゃなにもわかんないな」

「教会は伝統の名の下に秘密主義的な組織管理をしているようです。教会堂などの主要な建物は閉鎖的ですし、信徒会館では信徒にだけ奇跡的な恩恵を授けているとか」

　メイド長と身を寄せ合って話し合う。彼女の異世界知識サポートに助けられる。

「そういえば。たまもがちょろっと言ってたけど、ギルヴァールは先代神官長の時よりも信徒を集めようとしてるのかな」

「先代神官長の時代ですか。勇者ラマンさんの魔王討伐後、人口が増えるにつれ信徒も増加し、最盛期には数万人の信徒がいたはずです。ただ、それも約四十五年前に政教分離の議論が始まって数が落ちていったと学んでおります」

　なるほど……ざっくりと把握した。これ以上シロに歴史の質問をしたところでしょうがない気がする。次なる手は、もはや一つだろう。

「よし。俺が単独で、入信希望者に紛まぎれて潜入してくる」

　教会本部内で、潜入調査といこう。

　裁判所側の人間がやっていいのかわからないけど、真実のためにはしょうがない。

「危険です。シロはご主人様にお供できませんか」

　心配げにこちらを見つめてくる、美しい薄氷のような瞳。

「神官長の目的の一つがシロを分断することだったんだ。たぶんシロの能力を恐れているんだと思う。それでたまもがシロに会いに来た……って考えるのが妥当だ。俺たちは仲間割れしているように装った方がいい。神官長視点で、補佐官は裁判官を捨ててメイド長を追ったけどなんの協力も得られなかった、みたいな体にすれば警戒しないと思う」

「なるほど……調査対象者から警戒されないことを優先する、と」

　銀髪の従者は納得したようだ。

「また分かれて行動しよう。内部から通信ができないのがネックだな」

「でしたら。新入りの信徒には居所が与えられるはずです。その後にでも、シロと合流すべきところにご主人様の匂いのするものでも置いてください。そこに参ります」

「そうしよう。頼もしいな。それにまたご主人様って呼んでもらえて嬉うれしいよ」

「現状。エクスタシア様を護まもるため、一番視野の広い案を出してくれるのがアクト様なので。ご主人様を再開させていただきました」

「そんなプレイみたいな」

「昨夜もおっしゃっていましたが、プレイというのはどういう意味ですか？」

　無表情、無む垢くな瞳が上目遣いで見据えてくる。

「シロは遊びじゃなくて本気です」

「お、おぅ……」

　あらためて見つめ合うと。彼女の可か憐れんさにドギマギしてしまう。

　プレイとか言ってみたけど、童貞に語れるプレイなんてない。

「そ、そういうのを教えるのはまた後だ。グズグズしてられない、行かなきゃ」

　大事件の手がかりを求め、気を引き締めないといけない。
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　再び、『教会本部』のある場所へと近づいていく。

　そこはチヨダク王国の中心、王宮を取り囲むお堀の──なんと内側にある。

「あの日本武道館が……こんなに変貌してるとはなぁ」

　思わず独り言ごちる。

　日本武道館は、東京都千ち代よ田だ区くの中でも有名な施設だ。最高裁判所からも徒歩二、三十分の距離にあり、皇居の北側に面している。人気アーティストのライヴとか、スポーツの大会とかが開催される場所でもあって、むしろ行ったことがある人は最高裁よりも圧倒的に多いんじゃないだろうか。

　そんな日本武道館。だがその姿は大きく変貌している。

　シロ曰いわく──「先々代の王様が統治していた頃に、先王様がニッポンブドウカン周辺の大規模コピペに成功されたようです。当時はまだ王家と教会は蜜月関係で、老朽化していた教会堂を修理する代わりに、この建物周辺全部を譲渡することに決定。それからというもの、何度も増改築を繰り返しながらここに居続けています」とのことだ。

　歩みを進めつつ眺める。武道館の巨大な八角形の屋根の形はそのままだ。しかし周囲の窓ガラスは中世ヨーロッパの教会風のステンドグラスになっていて、屋根を葺ふいているのも古風な雰囲気の石材だ。そのてっぺんには、日本武道館であれば黄金のタマネギのような特徴的な飾りがついてるはずだが、こっちの世界ではバッテンのように交差した独特の十字架のような金色のシンボルが輝いていた。まるで漢字の『父』のようにも見える。

　この威容な建物は、チヨダク王国教会本部にあって『教会堂』と呼ばれている。

（いよいよだな。信徒を増やしたいなら、厳しくされないはずだけど……）

　アスファルトがなくなり、地面は石畳となる。周辺にはオリーブのような木が植えられ、道路一本向こうにそびえ立つ王宮と合わせて見れば中世ヨーロッパ風の光景だ。

「新規入信希望の方は信徒会館へお通りください」

　と声をかけてきたのは白いローブを着た信徒。案内係として点在しており、男は修道士のような格好で白い帽子を、女はシスターのような白い頭巾をしている。

　俺は、「はい」と答えて言われた通りの方へと進む。

　教会堂の南東に位置するのが『信徒会館』。もはやこの建物は日本的な面影はなく、煉れん瓦が造りの修道院のような外観だ。教会堂に比べれば小さいとはいえ、ちょっとした体育館くらいにはでかい。

　その前には百人、二百人と王国民の列ができている。異種族混じりもいるが、人間の方が多い。ローブを着た審査員に国民カードの提示を求められ、書面審査に応じていく。屋外ではあるが宗教的な雰囲気があって静かだ。

「本部内で一週間の修道生活をお願いしています。よろしいですか」

　と訊きかれる。「はい」と答えておこう。

　なお、シロと協力して教会本部に潜入することは念話で姉に伝えてある。姉はどうやら外泊したらしいが、ビルの倒壊原因の調査に集中していて、「あっくんの判断を信じてる」と言われて任された。俺はこっちに集中しよう。

「佐さ藤とうアクト様。では、ご署名を」

　促されるまま、誓約書のようなものにサインした。信徒たちが俺の顔や名前に反応しないところを見ると、俗世の情報と遮断されて暮らしているのか、よほど無関心なのか、俺が地味なのか……なんて思う。

　自分の氏名を明らかにしていくのはリスクもあるが、それで相手の反応を観察したいという意図もある。もし拒絶されたら、別の調査方法を考えるつもりだった。

「午後一番の『入信の儀式』の準備中です。こちらの控え室でお待ちください」

　通され、信徒会館の中に入って行く。一階は多目的ホール、お手洗い、控え室など。

　百席ほどの木製の椅子が並んでいる。隅っこの席に腰掛ける。

　部屋の奥にはスクリーンが吊つられ、映写機が入門用の映像を流していた。

『創造神は天地を創り、次いで自らに模した人間を創った。そして我らに、悪を祓はらう神器を授けた……』

　内容は、この異世界の創世神話のような話だった。

　どこかで聞いたことのあるような一神教に近い。あとは、シロから聞いたとおりの内容だった。神官長は、約三千年前からある最古の神器を引き継いでいる。神官長は神の代理人。神官長は奇跡の術を使える。神官長は教会の代表者として王国を支えてきた……。

（これ以上、神官長プッシュを聞いてもしょうがないな。周りを見よう）

　控え室の中は……普通の人たちが多い。ヨーロッパ風の人間種族ばかり。異種族混じりの大半は、さきほどの審査に引っかかったんだろうか。

　日本人の顔は目立つようでいて、俺の平凡なオーラのおかげかあまり注意を引いていないようだ。ちょっと切ないけどこの場合はありがたいと考えよう。

　カップルの話し声が聞こえてくる。【聞き耳】スキルを使って、その内容を聞き取る。「ねぇ。信徒になれば安心ってほんとかな」「嫌になったら抜けりゃぁいい。おれは腰痛が治りゃこんな辛気くさいとこ用なしだ」「噂うわさの治療術ねぇ……じゃあそれ期待外れだったら帰ろうね」……。

（教義とかに興味ない、驚きの軽い気持ちだ。そんなんで来てるんだなぁ）

　でも、需要は理解する。神官長の弁論は、国民生活の安心を揺らがせた。口コミで神の加護とやらに興味を持つ人が増えたんだ。さらに『治療』とやらが誘因になっているみたいだけれど、シロが言っていた『体内の魔力を操って回復する術』のことだろうか。

「時間です。地下の『教戒室』へご案内いたします」

　白いローブの信徒が機械的に言った。

　百人ほどの人々と控え室を出る。案内されるまま、黙々と石造りの階段を降りていく。

（外からではわからなかった……かなり掘られてるぞ、ここ……）

　何世代か前の技術で掘られた地中は、カビ臭くぬめっている。土臭いフロアに、まるで地中系のダンジョンにきたかのような気分にさせられる。

　地下三階……地下四階……と降りただろうか。絨じゆう毯たんの敷かれた空間の前に立った。広さは学校の体育館くらいはあるが、灯あかりが壁と床に置かれた蝋ろう燭そくだけで薄暗い。地下の冷たい空気には、樹脂かハーブでも焚たいたようなツンとした香りが満ちている。

「番号札のあるところに座ってください。神のご加護があらんことを」

　案内係はそう言い、自分の胸の前で右手二本指を小さく左右に動かした。キリスト教徒が十字を切るように、神器教の信徒はバッテンを切るようだ。

　順番に座っていく。それぞれの足元には小さな器と一本の蝋燭が置かれ、番号札が照らされている。俺の番号は『７８６』。

（これは……今日だけでこの人数がきたってことか？）

　だとしたらけっこうなペースで信徒が増えているんじゃないだろうか。

（あと、この器は？）

　蝋燭の隣には小さな素焼きの器が置いてあった。薄暗いが、液体が入っているように見える。気になるも、「神官長のご指示があるまで、触らないでください」と後ろの方で注意をされているのが聞こえた。

（目立たないようにしないとな）

　人畜無害。平凡な顔に努めて、しばし待つ。

　おそらくすべての番号を人が埋めた……ややあって、

　パチ、パチ、パチパチパチパチ……

　周囲を囲む信徒たちの拍手を受けながら。

　泰然と──神官長ギルヴァール＝トリニティが現れた。

「今日は幸福な日です。皆様に、私たちの教会に集まっていただけたのですから」

　教戒室の奥の教壇の前に立ったのが、人々の頭数列分越しに見える。

　金色の装飾がされた白いローブ。信徒とは異なりかぶり物をしていない頭部は、豊かな白髪。年寄りに見えるが皺しわのない皮膚の張りには二十代後半の活力を感じる。

「王国は豊かになりました。しかし豊かさの中で忘れ去られたものがあります。信心です。昨今では、人々が一同に集まったとしても、心の中は散り散りです。人々の本当の繋つながりは失われ、見る影もありません」

　丁寧な口調で滔とう々とうと語る、その表情は温和。

（ある意味、弁論のプロだな）

　イレアナやたまもという、裁判専門職とは違うスキルの高さを感じる。

「物質的にどれだけ恵まれようと、精神的な豊かさを忘れてはなりません。外来物、外来文化のせいで、かけがえのない私たちの伝統的な信心が汚された……」

　日本文化とは明言しないが、明らかに日本を敵視している。

（日本文化が異世界文化を侵略した点は、否定できない）

　それを俺は勇者事件を解決する中で感じ取ったことがある。が、

「今の王国は罪です。そこで暮らす人々も罪です。罪には神の罰が下されましょう」

　ぶっ飛んでいる。ここまで飛躍した理屈を国民はどう感じるのだろう。

　横目で座っている人たちをチェックする。さきほど喋しやべっていたカップルが「はぁ……」「うぇ」と気乗りしない様子で聞いていた。

（ヘンに宗教的なお話についていけないのは、現代日本人と似た感覚かな）

　文明の異なる外来物を拒絶するのはよくある話だ。

　日本だって江戸時代に海外貿易を限定的にしたり、キリスト教を禁止したりした。南蛮渡来といった言葉も、蛮族とか野蛮とかいう意味が込められていた。

　それでも、今でいうチキン南蛮みたいに文明が一つに馴な染じんでくる段階はあると思う。今やただ日本文化だからって憎むような王国民は極めて少数だと感じている。

「今一度、立ち返りましょう。今日この場にきた皆様は、教会を選ばれた。それは神に選ばれたのと同じです。神の法を守る暮らしをしましょう。救いは必ず与えられます」

　冷静に考えていると、よくあるカルトな宗教勧誘にすぎない気がしてきた。

　この程度か。そう思えてきた、その時。

「……などと言葉だけではいけません。皆様には特別に【奇跡】をご覧に入れましょう」

　ガラガラ──と、後方から台車が押されてきた。包帯を巻かれた人が横たわっている。

（あの顔立ちは……アルバ＝ノルズさんだ）

　俺はビル倒壊事件の訴状についていた写真を見ている。『重体』になっていた人だ。

「こちらの方は、昨日のビル倒壊で亡くなられた方のお兄さんです。弟さんを助けようとし、瓦が礫れきに埋もれ死の淵ふちを彷徨さまよいました。おお──なんと痛ましいことでしょう」

　言って、神官長は彼の上半身を起こし、首から下を覆っていた包帯を解いていく。

　露あらわになった左半身は、あまりに悲惨な状態だった。

　人々が「ひぇっ」「うわ……」と息を呑のむのがわかる。

　皮膚見える限りすべての皮膚がズタズタに裂かれ、腕は骨が砕けた状態でだらしなく垂れ、身体からだのところどころがうっ血して膨らんでいる。

　彼の身体の損傷は、今回の事件の重さを物語る。訴状には『治療中』とあったが、病院ではなく教会本部で保護されているとは初めて知った。

「この私の力で彼を救出したものの、瓦礫の中から掘り出されたためこのような状態になってしまっておりました。しかし、【奇跡】が彼を救うでしょう」

　神官長は、アルバ＝ノルズの身体の上に自らの両手をかざす。そして、

「──【神功波ゴツズヒール】」

　と唱えると、神々しい光が生じ始めた。

（これが、神官長が使うという術か）

　薄暗い教戒室において、神官長の手先から発せられる光は温かく神聖なものに見えた。周囲の人々も、息を呑のんで見つめる。

　視線の先で──傷口が、塞がっていった。肌が修復し、溜たまっていた血がまた流れていく。その様は、神が人間に慈愛を与えるような光景だった。

「ぉ……ぐ……ぁ……」

　アルバ＝ノルズは、固くつぶっていた両りよう眼めから涙をこぼしながら言った。

「神の……お力を……感じます……」

　パチパチパチパチ──

　囲む信徒たちが拍手をする。入信希望者たちも拍手した。目立たないよう、俺も。

（洗練された回復魔法ヒーリングだ）

　どういう仕組みかはわからないが、これ以上ないくらいの外傷が治っていくのを目の当たりにすると感嘆するものがある。

「そう。私は神の代理人。私の両手は神の手。敬けい虔けんな信徒の皆様には、病を治し、罪を清め、幸福な気持ちを授けましょう。これは神の祝福であり奇跡なのです」

　神官長の厳かな言葉は、今や説得力を帯びている。

　視界の端、さきほどのカップルも目を見開いて頷うなずいていた。

「皆様のあらゆる病気、不安、恐れ……肉体に潜む内なる悪を、すべてこの私が祓はらってさしあげましょう。さあ、目の前の器をお取りなさい」

　キャンドルの明かりに満ち、香が焚たかれた空間は宗教的な雰囲気がある。

　モワッとした空気の中、俺は言われるがまま液体の入った器を手にしていた。

「手にした聖水を──一気に、お飲みください。神の体液と一体になるのです」

　神官長の指示が聞こえる。そのまま、従おうとした時だった。

　一人の信徒が慌ててやってきて、「懲罰室がっ」と神官長に耳打ちした。

「そのまま少々お待ちください」と神官長は教戒室を出て行った。

　なにかトラブルでも起きたのだろうか。ふと我に返って思う。

　後ろ、部屋の外が気になる。

　だんだんと使うのに慣れてきていた【聞き耳】をしてみると──

　遠くから、「……やじゃぁぁぁぁ……ここから出せぇ………ぎもぢわるいぃぃぃ……」という叫び声が聞こえてきた。たまもの声だ。

　地下深くから、階段を通じて響くような声。それも教戒室の扉が閉められると聞こえなくなった。

（この状況、けっこうヤバかったんじゃないか？）

　内心、ゾッとする。熱を帯びていた頭が冷えた。手中、素焼きの器に入った液体からは酸っぱい揮発性の異臭がする。暗くて色がわからないがどんよりと濁ってる。なに得たいの知れない液体飲もうとしてんだよ、と自分にツッコみたい気分だ。

（この隙に、飲まずに済まそう）

　捨てるのはバレるだろう。できるだけ動きたくない。俺は【神か炎えん魔法】を念じた。器を手で覆い隠しながら、中の液体を蒸発させる……。

　神官長が戻ってくるまでは二分ほどあった。硬めのカップラーメンができる時間だ。手を焦がしかけたが、なんとか液体を消滅させることができた。

「──失敬。急病の信徒に【神功波】を浴びせてきました。もう安心です」

　仕切り直しのようだ。

　再び「お飲みください」と言われ、新規入信者たちが液体を一気に飲み干していく。俺は飲み干すフリをした。

「陶酔を噛かみしめてください。両りよう眼めを閉じてください。祈りの言葉を授けます」

　神官長が厳かに言う。

「【神の言葉は唯一絶対正義の法】」

　教戒室に、木霊する。

「【神官長は神の代理人】」

　周囲の人々が、小さく復唱しているのが聞こえる。

「【神の裁きを信じます】」

　──俺は、薄く眼を開けた。




　ゴウン──と。




　蝋ろう燭そくの火を受けて輝く、宙に浮いた黄金。

　裁きの天てん[image: ]びんが、顕現していた。

（なぜここに──）

　疑問。

「【浄脳神言ゴツズウオツシユ】」

　金色の閃せん光こう。

　後頭部に衝撃。




　俺は気を失った。











[image: ]




「神のお言葉が馴な染じむまで、安静にしていてください」

　機械的な声。誰だ。

「出口へ向かい、神官長がご編へん纂さんされた聖典をお取りください」

　信徒か。案内係の。分厚い本を取る。

「さらに、自分の性別、サイズの修道服一式をお取りください」

　男性用、真ん中のサイズを取った。

「男性は修道帽、女性は頭巾を今すぐ被かぶってください」

　軽く小さな白い帽子を、被る。

「神官長が定められた規則です。『一人でいる時をのぞいて、外してはいけません』」

　一人でいる時をのぞいて、外してはいけない。

　神官長が定めた言葉なら、それは【唯一絶対正義の法】。

「神官長にご用意いただいた居室へとご案内いたします」

　神官長が。ならついて行こう。

　地下道をみんなで歩いて行く。

　番号札のかけられた部屋がたくさんある。

「今夜は、聖典をお読みになってお過ごしください。就寝時刻に消灯します」

　聖典。神のお言葉。両手で抱きしめる。

「７８４番。お入りください。７８５番。お入りください……」

　入信者たちが次々と入って行く。廊下の人数が減っていく。

「７８６番。お入りください」

　頭がガンガンする。

「７８６番。気分が悪いのですか」

　俺のことか。首を横に振る。気分が悪いなんて間違ってる。だってあれは神の裁き。

「わかりました。７８７番。お入りください。７８８番……」

　気づくと居室の中に入っていた。一人用の部屋だ。修道服に着替える。

　聖典が視界の中に入る。この言葉を読まないと。

　ページをめくる。

　ズキンと頭が痛む。

（どこまでが俺だ？）

　神の言葉を疑うのはいけないことです。

　いや、待て待て待ってくれ。

（どこから来たんだこの思考は？）

　頭の中が混乱している。

　自分の考えと、自分のではない考え。

　水と油のように混ざり合わないもの。

【神の言葉は唯一絶対正義の法】

　これか？

【神官長は神の代理人】

【神の裁きを信じます】

　あとこれだ。

　この三つのフレーズが、頭の中を延々と回っている。

　言葉が思考を上書きしていく。

　この三つが引っかけてくるように、『神の言葉を疑うのはいけないことです』……聖典に書いてある言葉が、次々と頭の中に飛び込んでくる。

　怖い。

　聖典をめくりたくない。

　これ以上読んだら、もっと頭の中の言葉が増えてしまう。

「うう、あがあ！」

　頭をかきむしった。帽子が落ちた。

　でも『一人でいる時をのぞいて』だから拾わなくてもいい。それよりえっと、

【神の言葉は唯一絶対正義の法】

　聖典を読みたい。これを心の支えにすれば、絶対に正しいから。

　正しい人になれる。

　神官長は神の代理人。

　地上における神の下で。みんなと心を一つにして。

「み、水っ」

　頭を冷やしたい。洗いたい。

　ガツンと部屋の壁に身体からだが当たる。石造りは音が響く。脳が痛む。

　居室の角にはシャワーユニットが設置されていた。幸いだ。

　金属の扉を開ける。ハンドルに手をかける。早く水で、

　聖典を読みたい。

「違ぁうっ！」

　這はいつくばって低く呻うめいてしまった。

　自分が自分の思考をしていない怖さにうずくまる。

　でもここは異世界だ。郷に入ってはなんとやらという。この世界の法に従うべきだ。

　ではこの世界のルールではない、日本のルールはすべて間違っているのか？

「ツカ姉ねえ……」

　姉の顔が思い浮かんだ。念話をしようとするが、頭がうまく回らない。

「かはっ、ぺっ」

　俺は口から【裁きの欠片かけら】を吐き出した。ここまで、奥歯に装着して持ってきたのだ。万が一、身体検査が厳しかったら呑のみ込もうと思っていた。

「【事件記録】ウィンドウ」

　呟つぶやいて、出現させる。勇者事件の判決文を表示させた。

　この聖典が唯一絶対正義の法なら、この聖典と関係なくやった裁判は正しくない裁判になるだろう。

「ツカ姉ねえと……俺の……」

　王国を駆け回って、勇者村まで飛んで裁いた事件。その文字をなぞる。『被告人は殺人行為をしておらず、殺人罪は成立しない』『主文　被告人は、無罪』……これが、間違っていたとはどうしても思えない。いや、間違ってた？

「ご主人様っ」

　シロの声が聞こえる。どこから？

　聖典には『王家のまつりごとは歴代の神官長が正しく導いてきた』とあったから、シロも神官長に正しく導かれなくてはいけないのでは？

「違う、違う……」

　うずくまってブツブツと呟くことしかできない。

　天井の換気口から、白銀の毛並みの獣人が降りてきて言う。「遅かったので、新規入信者の移動先を把握してにおいを辿たどってきました」白い手が俺の身体からだを触る。「体内でなにが起きているのですか。ひどく魔力を消耗しています」

　犬耳の少女は身体に鼻を近づけてくる。

「クンクン……この臭においは、魔獣の知性を落とす薬剤。まさか飲まされたのですか？」

「あ、頭に帽子を」

　被かぶらないといけない。一人じゃなくなったから。絶対のルール。

「頭？　──ご主人様、拝見します」

　後ろから組み伏せられた。土の床の上で動けない。

「後頭部に、文字が埋め込まれています。その数三十一個」

　シロの冷静な声に、理性が働く。そうか──

「も、【文字の力】だ」

　神官長あいつ、さっき裁きの天てん[image: ]びんを出現させていた。

「【裁きの魔法】の力を使ってるんだ。【浄脳神言】っていうのを、俺たちの頭にっ」

「なるほど。神官長は秘密裏に【裁きの欠片】を所持していた。そして彼が獲得した文字の力は、脳に直接文字を埋め込んで思考を支配していく力。まさに洗脳ブレインウオツシユというわけですね」

「うぅ……気持ち悪い……」

「【禁忌魔法】とされる【精神改かい竄ざん】の派生にあたると思います。ですが、神器である【裁きの欠片かけら】による魔法だから行使できたのでしょう。とはいえ、【文字の力】の行使には【信頼値】の消費を要する。あっ。だから教会本部を閉鎖的にして秘密裏に──」

「シロ……シロ……」

「ご主人様。裁きの魔法なら解除できるかもしれません」

　そうだ。ちょうど今、ウィンドウも起動できている。

「【浄脳神言】の、解除をっ」

　念じると、欠片は震え、新しいウィンドウが出現した。




【解除する文字を特定してください】




　俺は言った。

「【神の言葉は唯一絶対正義の法】【神官長は神の代理人】【神の裁きを信じます】」

　合計三十一文字。




【──解除完了】




「あっ。動きました。ご主人様、頭から文字が消えていきます」

「……………………ああ」

　思考が、正常になったのを感じる。錯乱しなくてよくなった自分に安あん堵どする。

　原因は、シロがだいたい言ってくれたとおり、【文字の力】だろう。

　文字の力……姉が裁判の中で獲得したのは【法文重力ローグラヴイテイ】という、裁判の文言に様々な重みを付与する特殊能力だった。神官長は教会内部で秘密裏に裁きをするうち洗脳じみた特殊能力を手に入れたんだ。

　手元のウィンドウをたぐり寄せる。【信頼値】ウィンドウも表示されており、62消費したようだ。

（この文字の解除には文字数の倍の信頼値が必要ってことか）

　この信頼値というのは裁きを見ていた人からの評価によって入手できる数値だ。姉と俺は勇者事件だけでも約百五十万手に入れていて、それからも地味に増えているので余裕がある。あればあるほど特殊能力を使えるわけだ、が……。

「ご主人様……顔色が相当悪いです。魔力がほとんど残っていないみたいです」

　魔法に体内で抵抗したからか、もう気力がなくなってしまった。

「……………………疲れた………………眠い……………………」

　目がかすんでいく。もう、自分が仰あお向むけであることしかわからない。

「仕方ありません。救急措置として、また魔力移しをさせていただきます。人形で特訓もしましたので、もうヘマはしません」

　シロが自信満々で言ってる。

（魔力移しって、なんだよ……）

　喋しやべる気力もない。寝させて欲しい。

「では、失礼いたしますね──」

　後頭部に、柔らかい肉の感触がした。

　鼻を、「んがっ」つままれる。

　たまらず、呼吸をしようと口を開けた時──

　かぽっ

　湿っていて、柔らかなもので塞がれてしまった。

　さらさらとした絹糸のようなものが顔面に降りかかる。華きや奢しやな手が顎をくいっと持ち上げている。鼻び腔こうに、品の良いしっとりとした香りが入ってくる。

　理解が、追いつく前に、

「ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　呼気が、吹き込まれた。

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　逃げ場のない吐息が、口こう腔こうから気道、肺にまで注ぎ込まれる。

「はいっ。すーっ」

「まって、シロ、」

　かぽっ。

「ふぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　むりやり肺に注入された気体は人肌の温度で、湿っていた。薄まることもなく直接移された吐息というのは、もはや他人なんじゃないかと感じてしまう。

　そう──人工呼吸をされている。

「──はいっ。すーっ」

「ふ、ふぁっ、も、もうやめてくださ、」

　かぽっ。

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　肺に彼女の吐息を吹き込まれる。呼気にも体臭があるのか少し生臭いそれが、肺胞すべてに充みちる。血液にシロが吸収されて広がっていく。眼めがチカチカとし、瞳孔が開いたのか急に世界が眩まぶしい。エナジードリンクを注射されたような覚醒感がある。

「はいっ。……もう充分でしょうか」

　口を離したシロから覗のぞき込まれる。

「あぅ、うぅ……」

「涙、拭きますね。痛かったですか？」

　抱き起こされる。細い指が、俺の目尻に滲にじんでいた塩水を拭った。

　眼めを開くと。

　そこには──銀髪のシスターがいた。

「えっ……シロさん、その格好は？」

「ああ、これですか。潜入してからも出歩けるように、信徒の服を着てきたんです」

　修道服シスター姿のメイド長は、反則中の反則だった。

　次元を超えた可愛かわいさに神を感じる。神カワだ。

　鼻血でそう。むしろ出た方が楽になれそう。

「──ご主人様、誰かきます」

　なんだと。クソが。この天国を奪うやつは敵だ。そういやここは敵地だった。

　俺が使い物にならない頭でうずくまっている間、シスターシロは外した換気口をはめ直した。そして──




「これならバレません」

「どうしてこうなった」




　身体からだを担がれ、運ばれたと思ったら。

　シャワーユニットの中で、シロの両脚の合間で立たされていた。

「ここしか隠れられるところがありません。下の部分には隙間があるのでシロは脚をつくことができません」

　理路整然と答えるシロ。そう言われればその通りだ。シャワールームの壁は金属製で不透明だが、下はトイレの個室のように空いている。脚は見えてしまう。

「でも、こんな格好っ」

　シロはいつの間にか裸足はだしで、壁の内側で踏ん張っている。扉側の柱に足の裏を張って、壁側に背中を預けている姿勢だ。あろうことか、その広げられた太ももの合間に自分は抱きかかえられていた。

　修道女の微かすかなお胸が、目の前にある。鼻が擦れる。花みたいないぃ匂いがする……。

「ヘンですね。ご主人様にとって、シロの身体に魅力はないのではないですか？」

「──は？」そんなわけないだろ。

「昨日おっしゃってましたよね。『シロは誘惑が下手すぎる』と」

　ああ──と、思い出す。昨夜の鬼ごっこの後に言ったことか。

「……そりゃあれだけタッチっつうか痛めつけられて、からの血まみれの両脚を見せられてもね、無理ってもんですよ」

　その血まみれだった両脚は、今は俺が撒まいた包帯に包まれて、俺を包み込んでいる。

（なんてアブノーマルな状態なんだ）

　異常な状態に気づいて、心拍数が跳ね上がる。

　美しい銀髪のかかった碧へき眼がんが、「じぃーっ」とこちらを見ている。

「ご主人様。今、心拍があがりましたね？」

「そりゃ上がるよっ」

　無表情なシロに、ドギマギする自分が悔しい。

「だいたい俺は、初めてだったんだ。あんな、く、口でするのは……」

　さっきの人工呼吸。いや魔力移し。キスってカウントしていいのかわからない。

「初めてではありません」

「そりゃ、シロは仕事で何度も魔力移しっていうのしてるのかもだけどさ」

　言ってて悲しくなる。俺は初めてだ。さっきのがファーストだ。

　なのに、半分気絶状態だった。感触しか覚えていない。

「さきほどのが二回目です。一回目の時は申し訳ありませんでした」

「え？」どういう意味？

「ですから、勇者村の対魔獣戦でご主人様が倒れた時です」

　その言葉が記憶をフラッシュバックさせる。コカトリスの群れに慣れない魔法を放とうとして暴発して気絶した。目が覚めた時には、エルマさんに寝かされていた……。

「え？」じゃあ、あっちがファースト？

「訓練と実際は違うものですね。やってみると……その、生々しい感触にたじろいでしまってうまくいかず……だから、人工呼吸用の人形で練習したんです」

「そういえば……エルマさんが発見した時、シロは気絶してたって」
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「メイドとして許されぬ粗相です。本当に申し訳ありませんでした」

　シロは無表情を崩し、恥ずかしそうに頬ほおを赤らめた。

「恥じるとこ、そこ？」

「シロはヘンですか？」

　感情を抑圧して育ち、少し違う感覚を持つ彼女。

　薄氷のような美しい両りよう眼めが、無む垢くな色合いで向けられる。

　シロの端正な顔立ち。清せい楚そなシスター姿。

（まずい……まずいよ……尊すぎる）

　天上の可愛かわいさに、もう心臓が破裂して死にそうだ。

「ご主人様、静かにしてください。このニオイ……神官長です」

　コツ、コツ、コツ……足音が、部屋の前で止まった。




「７８６番。ご気分はいかがですか」




（神官長に報告されたのか。クソ、ただでさえ大変なタイミングでっ）

　木製のドアが、コンコンコン、とノックされる。

「ご主人様。シャワーを浴びていることにしてください」

　密着。耳に囁ささやかれる可か憐れんな声にビクつきながら、なんとかハンドルを切った。

　シャアアア──と、床に落ちたシャワーノズルから水が出始める。とほぼ同時に、

「万が一のため、入りますよ」

　神官長が居室に入ってきた。

「失敬。シャワー中でしたか」言いながら、紙をめくるような音がして。「まさか、入信者の中にニホン人の佐さ藤とうアクト様がいらっしゃるとは」

　管理者用の名簿かなにかだろう。ここにきて、気づかれた。

「……ふむ……ほう……」神官長が、居室の中を物色している気配がする。「聖典は、お読みになられたようですね」

「はい。読みました」と答える。

「ご気分はいかがですかな」

　柔らかな口調での質問。しかし、鋭い視線が扉越しに刺さるようだ。

「その……神のお言葉が、頭に響いてきて……すごくぼーっとして……」

　アホっぽいことを口走る。

　でも、シロが言っていた。本当は知性が下がる薬剤を飲んでいるはずなんだ。

「なるほど、正常です」神官長が安心したのがわかる。「神の裁きという、あまりに恍こう惚こつとした体験に混乱してしまう入信者の方は毎回何人もいらっしゃいますから」

　神官長に、さっきの文字の力がうまく作用していると思わせなければ。

「どうでしょう。異世界人のあなたに、聖典の内容はわかりましたか？」

「はい……この世界の神の裁きに従いたい、です」

　扉の向こう、神官長は破顔した。

「はっはっはっ！　偉大なことです。お姉様と別れ、王女でもなく教会を選択した。必ずや祝福は馴な染じむことでしょう……」

（よし、自然に埋められた文言を言えた。やりすごしたか）

　と、思えてきた時。

　クイっ、クイっ──と、服を引っ張られる。シロだ。

（なんだ？）

　顔を見る。なにかを伝えようとしているようだけれど、無表情だからわからない。

「おや」

　神官長の声音が変わる。

「居室の中に、あなたの修道服がありませんが」

　──ドキリ。

「おかしいですね……あなたは服を着たままシャワーを浴びるのですか？」

（まずい、バレる──）

　どうして今まで気づかなかったのか。俺は服を着たままだ。

　目の前でシロが「……っ、……っ！」と口パクをしている。が、無表情だし焦っててなにもわからない。

「プライバシーに配慮しておりましたが、あまりに不審。申し訳ありませんが、中を確認させていただきましょうか──」

　どうしよう。こんな時──

（シロと、【念話魔法】ができたならっ）

　強く念じた時、額のあたりになにかが開通したような感触があった。

《──ご主人様っ》

《──シロ》やった、通じた。

《両手をバンザイして、力を抜いてくださいっ》

　言われるがまま、万歳した。それを、

　すぱぱぱぱぱぱぱっ！

　目にも留まらぬ早業。一瞬で──丸裸にされて。

「おや」神官長の動きが止まる。「中でお脱ぎでしたか」

　超速で、シロは俺の衣服のすべてを畳んで扉の下から外へと出していた。

「──はい。シャワー室の中で脱ぐのが癖なんです」と、とりつくろう。

　これでなんとかなったか……と、シロに向き直る。

　そこには、バランスを崩してずり落ちていくシロがいた。

《あっ……》《ちょっ》

　位置取りが、極めてきわどくなっていく。

　慌てて前屈かがみになって、下半身を隠す。シロを抱きしめた姿勢になる。

《ご主人様》シロからの念話。《心臓の音……すごく、おっきいです》

《ご、ごめん》

　童貞の心臓は、すでに何回か破裂した気持ちだ。

《不審がられます。止められませんか？》

　ここで死ねと？

　──バシャッ。揺れるシロの尻尾がシャワーノズルにあたり、水を振りまく。

「きゃんっ！」

「今の、佐さ藤とうアクト様の声でしょうか？」

「──そうですっ。水が急に冷たく、きゃん！　きゃん！」もうやけくそだ。

「増設したため、お湯が出にくいようですね。修繕班に連絡しておきましょう」

　なんとかなった……。

　精も根も尽き果てる寸前。そんな時、「──神官長っ。次の儀式の時間が迫っております」という信徒の声が廊下の方から聞こえた。

「救いを求める者がまだ大勢おりますので、このあたりで失礼いたします。多少の混乱はあっても、神の法を受け入れるよう励んでください」

「は、はい」

　シャワーの水に頭を浸しながら、俺は最後の力で背後の男の言葉に耳を傾けた。

「今、教戒室へうかがいます──」

　神官長は、７８６番の居室のドアを閉め、

「フン……ただの平凡な人間の小僧ではないか。裁きの欠片かけらも我わが妻つまツカサの方が所持しているのだろう。取るに足らんな」

　と、吐き捨てるように言い、立ち去った。

　俺はそれを聞き届けると、

「……ご主人様？」

　今度はしっかり気絶した。
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　それから数日。シロと俺は、教会本部を調査しながら生活した。




　信徒たちの朝は早い。日の出の時刻に起こされ、まずは教会堂に集まる。

　古株の信徒が聖典の章を朗読するのを聞き、祈り、朝食をとる。

　食事は質素だ。硬いパンと、野菜に果物。発酵した乳。

　それから新たな入信者たちは、様々な『班』を回って手伝いをする。

　教会の組織は神官長を頂点に『班』でまとまっているようだ。布教班、修繕班、会計班など……。

　体格などで選ばれるようだけれど、俺は清掃班に行くことが多かった。

　日本武道館の建物を換骨奪胎した教会堂は広大で、しっかり掃除するには人手がいくらあっても足りない。

　日中の作業に勤いそしみ、食事をして、陽が沈んだらまた教会堂で聖典を朗読して祈る。

　この繰り返し。俺は忠実に従った。

　あやしい動きをいっさいせず、平凡無害な人間の顔をして、神官長に埋め込まれた文字がいまだ頭を支配しているかのように振る舞った。

　最初は神官長が時たま見に来ていたのを感じたけれど、すぐに来なくなった。

　どうやら、毎日最大限に新規入信者を迎える方に注力しているらしい。

　その傍らで、俺たちの探索は着実に進んでいった。




《シロ。神官長が懲罰室の方へ行った。気をつけて》

《はいっ。もうこのフロアは調べ終えました。戻ります》




　神官長の位置や、あやしげな場所を【念話魔法】で教え合う。

　俺とシロの連携は極めてスムーズで、三日間の探索でいくつかの事実に確信を持った。

　あますところなく姉に念話で伝え、意見を聴くことにする。




《あっくんが入いれられたその三十一文字は、三段論法になっていると思うの》




《要するに、神官長の裁きは神の裁きとイコールであり絶対的な唯一の正義である、というロジックになっている。神官長の判断はすべて正当化されている》




《聖典の中にはなにが書いてある？　『聖典を疑ったら罪』、神官長視点の『世界の成り立ち』……なるほどね。どうにでも自分が正しいことにできそうね》




《知性を下げるクスリを飲ませてその三十一文字さえ頭に入れとけば、あとは神官長が編へん纂さんしたという聖典の言葉を勝手に読みたくなる仕組みだと思うわ。読めば読むほど、神官長の考え方に染まっていくのでしょうね》




《当然だけど、人の精神を操るような洗脳行為が許されるわけはない。いくら宗教的行為といっても、人格権・精神的自由権を侵害している。洗脳行為自体に不法行為が成立するし、それで買わせた商品とか騙だましてこき使った労力についても損害賠償が可能よ》




《帽子と頭巾は他人に後頭部を見られないように神官長がルール化したんじゃないかしら。居室内にシャワーを設置したのも、複数人で風呂場にいるとバレるから》




《【文字の力】の行使に必要な【信頼値】は懲罰室で稼いでいるんじゃないかしら。用心深く、閉鎖的な空間で裁きの天てん[image: ]びんを使っている。まだ考えが染まりきっていない入信者は入れないようにしてるのかも》




《懲罰の詳細は？　神官長を疑った罪で監禁と鞭打ち、か。なんて前時代的なの。この王国にふさわしくないわ。だから隠れてやってるわけか。野蛮ね》




《あの子こ狐ぎつねは……可哀かわい想そうだけど、しばらく助けられそうにないかな。ヘンなマインドコントロールされてないといいけど》




《お姉ちゃんは心配いらないわ。常に人目の多いところにいることにしてる。ビル倒壊の原因調査だって進んでる。あっくんとシロちゃんの方こそ気をつけて》




《それで、ライラさんは見つかったの？》




　姉の言葉は、神官長の言葉よりもはるかに俺を支えた。

　なにが唯一絶対正義の法だ、と今になれば思う。都合が良すぎる。

　自分の胸中から不安がなくなり、強い意思が芽生えた。

　より強く、神官長に対する面従腹背を続けた。

　四日目。俺は教会堂に集まった顔ぶれの中から、ライラ＝ボウチャーを見つけ出した。

　五日目。シロがライラさんを追跡し、一番地下の階にまで行っているのを突き止めた。




　その夜。消灯後。居室にて。




「──ですから、シロは正確にはイヌガミという種族にあたります」

「六歳で訓練完了して王家の従者になるってすごすぎなんだけど」

「平気です。獣人は産まれて数日で歩けます。でなければ生き残れませんでしたから」

　何日も狭い居室で一緒に過ごしていた俺たちは、互いの身の上話をし始めていた。

「ご主人様だって、三歳で親御様が再婚されています。シロよりも早いです」

「別にいいよ気を遣わなくて。あまり憶おぼえてないしさ」

「むぅ」

　シロは無表情ながらも、フサフサとした尻尾をいじけたように左右に振った。

（シロの気持ちって……もしかして、尻尾の動きでわかるんじゃないか？）

　顔色、というのにとらわれていた。ボディランゲージというのもある。

「シロの話をもっと聞かせて欲しい」

　もっと話を引き出したい、と心から思う。シロの話はわかりやすい。聞いて知れば知るほど、シロの凄すごさもわかるし、この世界を好きになっていく自分がいる。

「シロの話なんかつまんないですよ」

　彼女は修道女の白い服でうつ伏せ姿。頭巾に収まらない犬耳が出ている。

「そんなこたない。めっちゃ興味深い。シロは俺にとってこの異世界で一番身近で、一番大事な人なんだ」

「はい？　一番大事？」ジト眼めで、こちらを見据えるシロ。「ツカサ様は？」

「ツカ姉ねえはもともと尊敬して大事な姉だよ」

「では一番はツカサ様ではないのでしょうか？」

「え？　シロも一番だよ」

　しばらくの沈黙。

「……シロの一番は、エクスタシア様です」

「知ってるよ」

「ご主人様は、変わっていらっしゃいます。しばらく近寄らないでください」

「え、ひどっ」

　会話を間違えただろうか。シロは無表情でおでこをかいている。

「そうだ。シロが王女に付いてからの話なら聞かせてくれる？」

　一番好きなものを切り口にしてみよう。

「……村を出た時。シロのすべては王家のものになると教えられていました。噂うわさですが、昔は性奴隷にされた者、神器の威力の実験体にされた者もいると聞いていました」

「……」ただ黙って聞く。

　真実かどうかはわからないが、残虐な時代だって当然あるだろう。

「でも、エクスタシア様は、出会った時からエクスタシア様でした」

「というと？」

「楽しいことが大好きなのです。そして楽しいことを他人と分かち合うのが好きでした」

　うつ伏せのまま話すシロ。その尻尾が立ち始める。

「初めてお会いした時、エクスタシア様はニホンのアニメの上映会をしていらっしゃいました。シロは遠くから見ることにしました。でも、エクスタシア様はシロに気づいて手をとって。『一緒に楽しみましょう』──と」

　ああ。王女ならしそうだな、と思った。

　シロは六歳の時に王女付きになったと聞いた。なら王女は五歳。

　きっと、小さな王女も口を『ヮ』みたいなかたちにして、今みたいに笑うんだろう。

「シロは従者の教えを受けておりましたから、主あるじの隣などありえません。しかし手を離すことはできませんでした。隣に座って、一緒にアニメを観みました」

「なんてアニメだったの？」

「『劇場版　クレ●ンしんちゃん』です」

　五歳児にピッタリだ。

「映画が終わって、エクスタシア様のお顔がこちらを向きました。その時のシロは、初めて観たアニメーションに圧倒されていました。でも、『感情があるほど、弱いメイド』という教えから、シロは何も感じていないと思おうとしました。でも──」

　シロは過去を回想しながら、尻尾をフサフサと左右に振り始める。

「エクスタシア様は、『嬉うれしい。あなたが楽しんでくれたの、わかりますわ』と笑いかけてくださいました。その笑顔に、このお方が主あるじで良かった、と思ったのです」

　王女はシロの気持ちをいち早く読み取ったんだろう。

　王女の不思議な直観かもしれないし、尻尾の動きからかもしれない。

「それからはエクスタシア様の喜びが自分の喜びだと思うようになりました。常に一緒にいて……ちょうど王家で流は行やり始めたニホンネーム改姓も、王家に近い氏である加か藤とうを授けていただいて大変に光栄でした」

「ああ、似てるよね」

　伊い藤とうとか加藤とか斎藤とか。

「エクスタシア様は、分け隔てなく分け与えてくださるのです。魔法で出現させる異世界ニホン国の物体だけではありません。みな、そのお人柄に惹ひかれるんです。大人も、子ども、馬も、スライムも。エクスタシア様を慕います。『楽しい』を分けてくれる」

　メイド長、シロは主人に対する感情を吐露して。

「エクスタシア様が大好きです。エクスタシア様は本当に尊い方。お側そばに仕えられて、本当に幸せでした……うう……」

　しょげたように犬耳を伏せて、顔を覆った。

「え、ちょっとシロ」

「うう……なんでこんな……くぅぅん……くぅぅん……」

　めそめそと泣きじゃくりはじめた。

（か、感情あるじゃん……）

　第一の主人である王女のことになると感極まってしまうのか……嗚咽おえつみたいなのが聞こえる。蝋ろう燭そくの薄明かりの中で、白銀色の睫まつ毛げが濡ぬれて光っている。酔った泣き上戸が机を叩たたくみたいに尻尾で床をビタンビタンと叩いている。

「くぅぅん……くぅぅん……くぅぅん……」

　無感情とか言ってるけど、全身で感情を表しているようにしか見えない。

「シロ、水飲む？」

「……はい」

　余分に持ってきたコップを渡す。水飲み場から持ってきた水差しで飲料水を注ぐ。

「こくこく……こくん。お腹なか減りました」

　シロは無表情で水を飲んだ後、どこからかピンポン球サイズの黒い塊を取り出した。ここでの食事についてだけれど、俺が食堂でありつけるのとは違い、シロは持ち込んだ非常食を食べている。

「ガリガリ……こくこく……ガリガリ……こくこく……」

　一定量を囓かじるとまた水を飲む。それを機械的に繰り返す。黒い塊は、栄養剤を魔獣の油脂で固めたものらしい。異臭がする。どう見ても不ま味ずそうだと思っていた。

「あのさ、食堂でちょっとくすねてきたんだ。食べない？」

　と俺は着ている修道服の中から干し葡ぶ萄どうを何十個か入れた紙を取り出した。

「シロは大丈夫です。ご主人様はお腹なか減ってないんですか？」

「あんま減ってない。一緒に食べよう」

　彼女の前に包み紙を広げる。水を飲んで、干し葡萄を食べる。甘酸っぱい。

「……モグモグ。……モグモグっ……美お味いしいです……モグモグっ……」

　シロもけっこうなスピードで食べ始めた。

　尻尾が立ってきて、フリフリし始めて可愛かわいい。

「……こくこく……ぷはっ。エクスタシア様はいつだって、人々の笑顔を護まもろうとしていました……だから、絶対に欠陥のあるコピペなんてしませんっ」

「うん。俺もそう思ってるよ」

　ちょっとずつ元気が出てきたように見える。安心だ。

「明日、ライラさんに会ってみよう」

「はいっ！」




　教会本部の地下。シスター姿の従者と二人きりの夜が更けていく。

　彼女は犬のように丸まって、スヤスヤと寝息を立て始めた。

　その可愛い寝顔に見み蕩とれてしまわないように、俺は固く目をつぶった。
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　入信六日目の昼過ぎ。シロと俺は、地下の最深部にまで降り立つ。

　そこは厳重な警備がされた禁断の一室。しかしシロの活躍で、換気のための仕組みを利用したり、抜け道を掘ったりして辿たどり着くことができたのだ。

　この空間の名前は、『堆肥室』──




「ライラさん。俺たちは味方です。ゴブタのため、あなたを探しにきました」

　彼女がこの部屋のある一室の担当だとはわかっていた。

　外では警備が厳重だけど、中は限られた人たちしかおらず手薄。

　一人で作業をするライラさんに近づいて交渉しようとするも、逃げだそうとしたため、シロが後ろから拘束した。俺は素早く彼女の頭巾の中、三十一文字の【浄脳神言ゴツズウオツシユ】を解除した。しかし。

「──」

　様子がおかしい。

　ライラ＝ボウチャーのことはその夫であるゴブーロさんから聞いていた。ゴブタのゲームを巡って言い争ってしまった、という点を除けば温厚な四十代の女性。ゴブタが大きくなってからは時間を限って花屋の仕事の手伝いをしていたという。

「──」

　彼女は言葉を喋しやべれない。いや違う、俺たちの言葉が聞こえていない。

　シロの拘束は完璧だ。身体からだを痛めたり、耳や口を塞ぐようなことはしていない。

「シロ。ライラさんは、いったい……」

　シロがライラさんの後頭部をチェックし、「まだ文字があります」と言った。

　駆け寄って間近に見る。シロと顔を合わせながら読み取ったそれは──




【神官長の言葉以外なにも聞こえない】

【神官長の赦ゆるしがなければなにも喋れない】

【なんの臭においも感じない】




　ゾッとする言葉。

「【解除】！」

　俺は即座にその文字をライラさんから消滅させた。

　神官長の【文字の力】は、人の感覚を奪うのに使われている。

「なんて、おぞましいことを」シロが絶句している。

「こんなこと、やっていいことじゃない……」

　感覚を奪うことは何罪になるのか。俺は知らない。

　洗脳行為の邪悪さを、軽く凌りよう駕がする邪悪さを感じ始めていた。

「ライラさん。もう聞こえますか？」

「……ぁ、ぅ……ぅぁ……」

　シロの腕の中で、彼女は戸惑っていた。その反応からすると、かなり長い間人と喋ったりしていないのかもしれない。

　俺は──裁きの欠片かけらにゴブタの【事件記録】を念じた。少年事件記録の、ゴブタの写真などを見せて言う。

「俺たちは、ゴブタのためにあなたに会いにきました」

「……ゴ、ゴブっ……ゴブ、タ……」

　ライラさんは、ゴブタの写真と記録に見入った。シロが手を離す。四十代の母親は、そのままうずくまった。

　彼女が平静さを取り戻し、喋れるようになるまでしばらくかかりそうだ。

「ご主人様。これこそ『決定的証拠』なのではないでしょうか。ライラさんの文字は消されてしまいましたが」

「──そうだ」シロの冷静な声に、理性が戻ってくる。「証拠を保存しておこう」

　念じて、証拠ウィンドウを出現させる。これで周囲を撮影することができる。

　自分のいる場所を見渡した。『堆肥室』と言われているこのフロアは、今までに見た地下空間とは異なる造りをしている。

　厳重な警備がされていた表の扉を突破すると、ロッカーと、プールに入る前のような消毒液のシャワー。通ると、数個の小部屋を持つ。

　小部屋の中は、四方をコーティングされた壁。床はツルツルと水はけが良さそうだ。

「お気をつけください。滑りやすいです。魔法陣の力で撥はつ水すい加工がされています」

「ありがと、シロ」優秀な察知力に感謝しつつ、訊きく。「この臭においはなんだと思う？」

　部屋中に、生ゴミが腐ったようなムワッとした空気が充満しているのだ。

「………………その、箱からかと」

　いつも明めい晰せきなシロが言い淀よどんだ。その視線の先。

　自動車くらいのサイズの、汚れた大きな箱があった。

　無言で近づいていく。

　金属の方はこ舟ぶねのような箱。その側面にいくつもの道具がぶら下がっている。

「ノコギリ、手て斧おの、ハサミ、金かな槌づち、ノミ、包丁、ブラシ──」

　嫌な予感がする。

「ご主人様。シロが開けます」

「いや、シロはライラさんを頼む」

　シロは表情には出さないが、俺をここに連れてくる工作でかなり消耗している。それにライラさんの容態は不安定だ。俺がやらねば、と金属の階段を踏む。

　カツン、カツン──と、方舟を見渡せる位置まで上り切る。

　長方形の箱の上には、プラスチックの蓋がかぶせられていた。

　手をつける。ほんのりと温かい。

（この一枚向こうに、いる）

　もう、わかってしまっている。

　このフロアが『堆肥室』と言われている意味を。

　厳重な警備がされ、ごく限られた信徒だけが入室できる意味も。

　あとはただ、確認するだけ。

（確認するだけだ）

　と、言い聞かせる。

　おかしな呼吸をして、気持ちの悪い汗が出て。

　きっとこの先しばらくうなされる。

　それでも確認しなければならない。

（真実を──）




　蓋を開けた。




　人の欠片かけら。

　腸も、髪も、眼球も、皮膚も、陰いん嚢のうも、舌も、

　みな等しくゴミのように混ざっていた。

「うぷっ」吐き気は、勝手にくる。

　嗅覚から脳神経に直撃した衝動。胃が酸っぱい液体を口内に送ってくる。

　口を押さえつけてそれを呑のみこむ。蓋を取り落とす。階段から転びかける。

「ご主人様っ」

「証拠を、撮影」

　ウィンドウに命じるように念じた。箱の端をかじりつくように掴つかむ。

（俺が見なかったら、証拠のウィンドウに保存されない）

　使命感が立たせる。俺は姉と一緒にこの事件の真相を解き明かさなければならない。

「ごめん」

　思考よりも早く、謝っていた。

「召喚されて。ゲームみたいな世界だと思ってた。でも、あなたを救えなかった」

　甘かった。

　姉を、王国のみんなを、順調に助けていると思っていた。

　でも。これが現実。王国の中心地で。どう見ても死者の冒ぼう涜とく。そして隠蔽。

　肉片は何も教えてくれない。いつから、誰がここにいるのかも。

　無力さに責任を感じるのは独り善がりだろうか。死体は感情を、そして思考を掻かき回す。人がこうなるのを救えなかった異世界転移者。裁判をしたところでこの人たちは元に戻らない。何のための裁判。役立たず。そんな時、

「──ゴポッ」

　音がした。この堆肥の中からだ。

「が、がれは、まだ！　生ぎで、ます！」

　後ろから、ライラさんの声。

　俺は方はこ舟ぶねの中に飛び込んだ。

　黒い肥料と化した肉片は、温かかった。発酵したガスがブクリと顔面に吹き付けられる。歯を食いしばって、両手で掘った。

「ガハッ、ヒューッ……ハッ……ハッ……ハッ……」

　人の顔が現れた。




　アルバ＝ノルズはまだ生きている。
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　夜、居室にて。俺はウィンドウの中を読み直していた。







【供述調書


　　　　　　　　　　ライラ＝ボウチャー　四十歳　種族:人間



　私は去年、教会本部に通い始めました。家庭の悩みを相談するためです。そこで相談係をされていたクンバ＝ノルズさんと出会いました。クンバさんは六十歳くらいのベテランの神官で、まるで父親みたいに優しく話を聞いてくれました……】




　クンバ＝ノルズ。ビル倒壊で死亡したとされる被害者だ。




【ある日。クンバさんは体調が悪そうでした。食べ物を飲み込めないと。私は食道に腫瘍というのができる話を知っていたので、病院に行ったらどうかと言いました。でも、神官長に治療してもらっていると言われました。生きている彼を見た、最後となりました】




　クンバさんが受けていたのは、なんでも治すという神功波治療だろう。




【しばらくして教会本部を訪れると、教戒室に案内されました。相談係、というか神官という身分が廃止されたみたいで、神官長が自ら話を聞くと言われました。会ってすぐに、『聖水』を飲まされて……それからは曖昧です。もっと聖典が読みたくなって、信徒として暮らしました。補佐官さんが教えてくれた魔法の文字、【浄脳神言】でしょう】




　あの洗脳行為は、約一年前から始まったのかもしれない。




【ビル倒壊の日。神官長に連れられて、あの教会支所に行きました。私は一緒にいた十数人の信徒たちと共に『特に敬けい[image: ]けんなる信徒』と扱われていました。集まった中に、クンバさんとアルバさんはいませんでした。神官長はしばらく支所の外に出て、また戻ってきて、トイレに入りました。私たちがしばらく祈っていると、隣のビルが倒壊しました】




　神官長が言っていたクンバさんとアルバさんもそこにいたという事実と異なる。




【神官長はどこからともなく【神しん[image: ]べん】を取り出すと、降りかかる瓦が礫れきを弾はじき飛ばしました。気づいたら、土煙の中でクンバさんとアルバさんを抱えていました。それから、クンバさんの身体からだは……『堆肥班』に渡されたのだと思います】




　堆肥班というのは、『特に敬[image: ]なる信徒』の中から少数名が選ばれるのだという。

　その者たちは、特別な祝福を受けている。だから『堆肥室』に入れる。

　日頃は生ゴミを運ぶ場所。時折、都合の悪い死者を消す場所。




【数日前、私は堆肥班に選ばれました。とても幸せなことだと言われました。また聖水を飲まされて、気づいた時には嗅覚を失ってましたが、疑問に思いませんでした。そして『浄罪のリスト』を渡されました。そこにはクンバさんの名前が書いてあって、すでに線を引かれて抹消されていました】




　そのリストは俺のウィンドウの中に保存してある。

　堆肥室の大箱の裏には洗い場があった。そこに貼られていたリスト。

　その一番最後の名前が……。




【昨日のことです。新しい浄罪の対象者が運ばれてきました。リストにアルバ＝ノルズと追加されていたことと、顔つきが似ていたことから……クンバさんが時々おっしゃっていた、ただ一人の家族……お兄さんなのだと気づきました】




　ビル倒壊から救い出され、治療されているはずだったアルバ＝ノルズ。

　神功波治療ゴツズヒールによって、全身にあった外傷は治癒している。

　入信希望者に神官長の力を見せつけるために利用され、完治したら用済みとして捨てられたのだ。信徒の増え方は軌道に乗っていて、もうヒーリングを見せつける必要はない。




【初めての作業ということもありましたが、お兄さんを見ているとクンバさんを思い出してしまって、解体なんてできなくて……そのまま、あの箱に入れてしまいました……私の罪は、罰せられるのでしょうか。夫は、ゴブタは、こんな私をどう思うでしょうか】




　──吐き気を覚えて、ウィンドウを消した。

「ご主人様。顔色が真っ青です」

　心配そうにこちらをのぞき込む獣人の少女。

　シスター姿で、俺の寝床の隣に座っている。

「大丈夫。それよりツカ姉ねえに全部伝えないとな」

　アルバさんを発見した後。俺は死に瀕ひんした彼に魔力移しをして救命し、【浄脳神言】を解除した。それから情けなくもゲロを吐いて大箱の裏の水道で口元を洗った。

　そんな俺を見ていたライラさんが落ち着きを取り戻し、声を絞り出すようにして、さっきの証言をしてくれたのだ。

　なおライラさんには、まだ洗脳されているように振る舞って欲しいと伝えてある。彼女を連れて脱出するような派手なことはできない。それにアルバさんの容態はいまだ悪い。手当を依頼し、明日までは洗脳されたフリをして待っていてもらうようお願いした。

（ここから、何をどうすればいいんだろう）

　あまりに酷ひどいもの探り当ててしまった。

　自分の眼めで見たものを、正しく見極めなければ。王国中に影響がある。

　考えながら、自分の中で変わっていく価値観があった。

　特別な力を持つ特別な存在に憧れていた。でも、今の状況はどうだ。

　悪意を持った特別な力は、巧妙な悪に変化する。

　対抗する力を持たない者を蹂じゆう躙りんし、冒ぼう涜とくする。

　神官長の特別な力を前に、どれだけの人々がおかしくされてしまったのか。

　でも。いまだわからない。悪の正体とはなんだ？

　神官長一人なのか。【黒くろ天てん[image: ]びん】も絡んでいるのか。【禁忌魔法】か。

　裁く対象を読み間違えたら──逆襲されるのは俺たちじゃないか？

　あとはなにを解き明かせばいいんだろう。

　明らかになっていないのは、神器【神しん[image: ]べん】の力と。

　ビル倒壊の原因。そして神官長の真意……。

　俺程度の頭では、まとまらない。裁判の再開は目の前だ。姉と話したい。

《──ツカ姉ねえ。ツカ姉？》

　反応がない。

　まさか、と不安がよぎる。

「シロ。みんなが寝静まったら脱出する」

「はいっ。ご主人様っ」











[image: ]




　入信から六日目の深夜。もしかしたら、零時を過ぎて裁判をする当日かもしれない。

　俺とシロは教会本部を抜け出して、チヨダク王国裁判所に戻ってきた。

　姉はいなかった。

　誘拐の可能性を疑ったシロが、鑑識の人たちが指紋を探す時に使うような魔道具を持ってきて魔法が使われた形跡を調べた。しかしなにも出てこない。

　六日前のことを思い出す。ツカ姉は別の棟から出て行った。そのまま、外泊していたようだが──とシロに伝え、脱出経路に残るツカ姉の匂いを追跡し始めた。

　外に出て、アキハバラの方へと向かう俺たち──しかし。

「──申し訳ありません。もう辿たどれません」

「このタイミングで、雨か」

　不運。路上に残る匂いが、雨に流されていく。

　俺は普段着で、シロはメイド姿で。誰もいないビルの陰で空を見上げた。

（ツカ姉がいるとしたらどこだろう？）

　確か、『常に人目が多いところにいる』『ビル倒壊の原因調査だって進んでる』と言っていたはず。なら──

「現場に行ってみよう」

　雨の中、傘もささずに走る。誰もいないビル街を通り抜け、倒壊の現場に辿たどり着く。

　ビルが倒壊した後、二階以上の部分については二次災害を防ぐために解体されたので、建物のかたちはない。だが、その残骸の多くは瓦が礫れきとして小さな丘のようになっていた。倒壊の直撃を受けた教会支所は、入り口側の半分だけ残して瓦礫と一体化している。

　その、瓦礫の上。

　姉が、うずくまっていた。

「探したよツカ──」駆け寄って声をかけようとして「ひっ」と叫んでしまう。

　起き上がった姿は、ボタンが弾はじけ飛んではだけた服装に、幽霊のように乱れた黒髪。

　その中から、赤茶色の眼球がギョロリと睨にらんでくる……凄すさまじい形相だった。

「──襲いに来たかと思った」姉、我わが妻つまツカサはへたり込んだ。「あっくんかぁ」

「どうしたの、これ……」

　姉の周囲は、異様だった。あちこちに大きな卵の欠片かけらが飛び散っている。コンクリートの瓦礫の上には、腐った卵の汁が散乱していた。

「この下に、倒壊の証拠がある」

「え？」
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「だから……お姉ちゃんは……瓦が礫れきを……」

　そうまで言って、姉は意識を失ったように崩れた。

「ツカ姉ねえっ」抱き留める。

　自分より小さな、十五歳の少女の姿になった姉は発熱し、小刻みに震えていた。触れた髪も、衣服も、べとついている。雨だけではない。卵と、汗……。

　姉が立っていた側そばには、折れたシャベルと大きな粉砕用のハンマーがある。

　そして積み上げられたコンクリート塊が意味すること──

「一人で瓦礫を掘り進めてたのか」

　察して、唖あ然ぜんとして呟つぶやいた。

　ビルの倒壊の原因にあたりをつけて、証拠を掘り起こそうとした。でも、王女を裁こうとしてメイド長と反目した姉を手伝う者はいなかったんだ。だから一人で……。

「ご主人様。こちらにテントがあります」

　瓦礫の山の脇に、小さめのキャンプ用テントが設営されていた。

　姉の身体からだをおんぶして、その中へと移動する。

「人目の多い場所って……事件現場に寝泊まりする裁判官がいるかよ」

　内部にはこの数日の飲食物だろう、空きビンや食べ物の包み紙が散乱していた。

　寝袋の脇にあるタオルで姉の長い髪を拭く。

「ふふ……ここなら調査もはかどって一石二鳥だと思ったの。どこかからコカトリスの卵が飛んでくるのには参ったわ」

「目の下のクマがひどいよ。寝れてないの？」

　テントの中にも、腐った卵が割れて飛び散っていた。悪臭を放つドロドロの物体に、憤りを感じる。これじゃまともに休めなかっただろう。

（ツカ姉は特別な能力を持っている。でも、身体は非力な女の子にすぎないんだ）

　こんな単純なことを見落としていた。俺がいたら、護まもれたのに。

「ごめん。一人にしたことを後悔してる。ねえ、これ投げてきたやつの特徴は？　何人？　俺とシロで捕まえて、」

「やめて。ちょっと汚れただけ。裁判官が自分を汚したって罪で犯人捕まえて裁くとか、ダサすぎてお笑いにもならないわ。それに、雨が降り始めたら退散したの」

　姉は俺に笑いかける。

「ねえ、それより。ここまで微妙なラインの妨害行為するって、倒壊には真犯人がいるってことよね。ふ……ふはは……お姉ちゃん、ちょっと燃えてきちゃったなぁ……」

　息を呑のんで、姉の顔を見る。

　少女の身体に入った裁判官の赤茶の両りよう眼めは、炯けい々けいと輝いていた。

「絶対に、証拠を奪わせない」

　ああ──と、圧倒されながら思う。

　姉がこの下に証拠があるというのなら、絶対にそれはあるはずだ。

　それは目を離した隙に奪われたり、改かい竄ざんされるかもしれない。

　辿たどり着けはしていないが、証拠を守るために六日間ここで身体からだを張ったんだ。

　姉の裁判に対する執念じみた気概を愛いとおしく感じた。

「ありがとう、ツカ姉ねえ。心配かけないようにしてたんだね」

「あっくんと別行動するなら、これぐらい当然よ」

　この人となら、犯罪を正しく明かすことができるはずだ。

「……あっくんだって、ひどい顔色よ」

　姉は、愛おしそうに俺の顔を撫なでる。

「でも、その眼めつき。探り当てたのね？」

　姉の瞳に映る自分を、無能にしたくない。

「ああ。ライラさんにも会った。それと、見るに堪たえない証拠も」

「早く見せて。お姉ちゃん、すべてを見たいの」

　姉の両眼にある火が、美しいと思う。

「見るに堪たえないことを、誰よりもしっかり見たいの」

　この火と共にいられて良かった。

「この世界の人たちのために、正しい判断をしたいの」

　姉の言葉が、洗脳の必要もなく自分に入ってくる。




「「この王国に潜んだ悪を。絶対に暴いて──許さない」」




　雨音が響くテントの中。

　すべてを姉に伝えた。

　シロが周囲に不審者がいないかを警戒する。

　姉はその間、俺の身体に顔を埋うずめて呼吸をしていた。「あっくんのにおいで癒やされるから」と言う。好きにしてもらった。

　今回の事件の真相について、仮説を言い合う。

　やがて、正しく明らかにしなければならないことを見立てた。

　雨が上がり、夜空が明るくなる前に。




　俺たちはそれぞれ、準備を開始した。
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「──被告人は、約五年前、チヨダク王国内アキハバラ付近において、本件ビルをコピペ魔法によって出現させた。その際、本件ビルに致命的欠陥がありうると認識したにもかかわらず、本件ビルの倒壊により不特定多数を殺害しても良いと考え、適切な管理をしないなどし、本件ビルを倒壊せしめ、よって、隣地の教会支所内にいたクンバ＝ノルズ当時五十九歳及びアルバ＝ノルズ当時六十歳を瓦が礫れきの下敷きにして殺害した。罪名、殺人。罰条、刑法１９９条」




　チヨダク王国裁判所大法廷で、検察官イレアナの起訴状朗読がされた。

　俺とシロは法廷の中にはいない。別室で有線のモニターを通じて見ている。

　今回、王女を裁こうとして裁判官は孤立している──そう見せるためだ。

　大法廷の中にいるのは裁判官の姉、検察官のイレアナ、被告人の王女。傍聴席は満席で、その最前列には神官長が信徒三名と共に証人として待機している。それらの姿を王宮府のメイドたちが撮影し、俺たちの部屋へと送ってくれている。

　事件記録等のウィンドウについて、裁判官我わが妻つまツカサが一人で操っているように見えるけれど実は俺が遠隔でやっている。裁きの天てん[image: ]びんは開廷すると勝手に出てくるのに任せた。大法廷の空間上空には、

【ビル倒壊殺人事件　被告人　伊い藤とうエクスタシア】

　という文字と共に浮かんでいる。

「ご主人様。アルバさんはまだ生きています」

「ああ。昨日、教会本部から検察に死亡の連絡がいったんだとさ」

　ついさっき、アルバさんの無事を確認している。

　昨夜。俺は深夜のうちに再び教会本部に戻った。シロの手を借りて誰にも気づかれないまま居室に着いて、午前中の祈りの時間にこっそりライラさんとアルバさんの件がバレていないかをチェックした。

　神官長は一挙に増えた信徒と、今日の裁判に気を取られているのか俺たちの動きに気づいていなかった。彼がすべての信徒に対して教会堂にいるよう命じて裁判所に向かったのとほぼ同時──脱出してきたのだ。

「事前に決めた通りに審理していこう」

「ご主人様。今朝方、シロが確かめた事実はいかがいたしましょう」

　シロが言うのは、姉に腐った卵を投げていた連中のことだ。彼女は鼻を使って形跡を辿たどった。雨のせいで難航したものの、複数の人間が何日もの間、教会本部と事件現場の間を往復していたようだ。しかし証拠があるわけではない。

「その事実はまだ指摘しなくていい。まずは神官長を油断させるのが大事だ」

「わかりましたっ」

　真実を明らかにするための段取りはできたと思う。

　といっても、これからなにが起きるかはわからない。裁判の流れを注視しよう。

「本件刑事裁判を行うにあたって、裁判所から多少の説明をさせていただく。というのも、被告人が殺人行為をしていないにもかかわらず、殺人罪で起訴されているためである。今回問題になっている犯罪は、不作為による殺人──」

　姉の声が、大法廷に響いている。

「殺人罪の条文は、『人を殺した者は、死刑又は無期若しくは５年以上の懲役に処する』というつくりであって、これを文言通りに解釈すれば、人を殺すという積極的な行為をした者を罰することを定めている。これを作為犯という」

　裁判官の言葉を、おそらく国中の人々が有線で聞いている。

「しかし。では、積極的な行為をしなければ人を殺しても罰せられないのだろうか？　それでは、殺人罪を定めた法の趣旨に反することもある。例えば、医者が入院させた重病人に殺意を抱きなにもしなかった場合、その病人は死に至る。かかる場合、状況によっては、何もしなかったことによる殺人罪の成立を認める。これを不作為犯という」

　姉の説明の例は、異世界だろうが伝わっていると感じる。

　ただ、聞いていて疑問に思う。王女に殺意などあろうはずがない。

　かなり無理筋な起訴だ。おそらく、まともな王国民はそう感じてるはずだ。

（イレアナは、わざと不作為の殺人で起訴をしてきたんだろう）

　極端な罪を立証しようとし、挫折することで王女を無罪にするつもりなんじゃないか。

「被告人は意見を」

　いくつもの思惑が交差する法廷で、

「──とにかく罪を認めますわ。わたくしが出現させたビルですもの」

　相変わらず、王女は自分の罪を全面的に受け入れてしまっている。

「弁護人は」

「いりませんわ」

　責任感からか、愚直なまでにノーガードの王女。

「「……」」

　裁判の進行に、一瞬の空隙が生じる。

　王女の態度については、姉と話し合ったところだ。弁護人をつけずにくるだろう、と。これに対して、通常なら殺人事件は必要的弁護事件であって、国選してでも弁護人をつけさせる。しかし今回はそうはいかない。

　傍聴席には、何名か教会の信徒たちが座っている。

　事件の内容的にも、裁判官が王女に目をかけたと疑われるような行動はできない。

「審理を進める。検察官──」

　と、姉は裁判を進めることにした。誰の異議も出ない……。

「ご主人様。このままエクスタシア様が有罪にならないですよね」

　不安になったシロがジト眼めで見てくる。

「落ち着いて。真実と違う判決なんか出さないから」

　彼女をなだめて、再び法廷内の動きに視線を戻す。

「──ということで、ニホンの建造物を丸ごとコピペする際はまず地盤を確かめています。さらに土地に傾斜がないよう整えてから、同じ位相にあると見込む建造物を出現させるのです。先王様の時代からやっており、証拠は提出済みの作業完了書のとおりです」

　検察官イレアナが、コピペ魔法について説明している。

「裁判所から質問する。では、魔法で出現させた物体についての欠陥は？」

「出現したニホンの物体に、魔法による変化があったことはありません。【禁忌魔法】とは異なり、コピペ魔法にはそうした自由裁量がないのです。可能性としては──」

　検察官の机の上には、広げられた風呂敷の上に……フィギュアが立っていた。

　初●ミク、ポ●モン、Ｏ●Ｅ Ｐ●ＥＣＥ……

「どれも、指のかたちに削れている」と裁判官が言う。

「その通りです。コピペ魔法で出現する物体が、まだ発光している状態で誰かが触ると削れてしまうことがあります。しかし！」イレアナは意気込んで言う。「本件ビルについては、コピペ完了後にすべての階層を目視で調べ、安全性を確認済みですっ！」

「すると、王女が出現させたビルに欠陥は？」

「可能性としては──元々ニホンの建物に欠陥があった、のみと考えますっ！」

　なるほどな、と思う。

（イレアナは、王女を訴追する体で、王女の罪を日本人のせいにする策か）

　この世界にいない日本人の建築者のせいにすれば、今回のは不運な事故。

　しかし、依然として王国民に不安は残る。それで済むとは思えない。

「おジャッジ様。発言を許可していただきたい」

　挙手したのは神官長ギルヴァール＝トリニティ。

　裁判官は短く、「発言を許可する」と言って首肯した。

「天に召された二名。また、身体からだにケガを負った他の者たちの気持ちは、この世界にいない者どものせいにしたところで癒えません。欠陥建物の可能性がありながらそれを放置していたのなら、やはり王国に責任があるのではないでしょうか？」

　泰然としたその語り口に、傍聴席の人々が感心するのを感じる。

　対して、

「あの。わたくし、この六日間ずっと被害者の方たちに会おうとしていましたの」

　話を始めたのは王女。

「お詫わびして、謝罪金をお渡ししようって。でも、ヘンなんですの」

「ヘンとは」と裁判官が言う。

「ご本人たちと会わせていただけませんの。全員、教会本部にいらっしゃるようで、訪問したのですけれど、信徒の方から会わせられないと門前払いされましたわ。クンバさんのご遺体にも謝りたいのに……。だからわたくし、ご家族を探しましたの。でも、教会の外のご家族の皆様は全員、信徒になったあとは全然連絡を取れてないからわからないって。あと、アルバさんはいつ亡くなられたんですの？　王国中の病院を探したのにいらっしゃいませんでしたわ」

　王女の言いたいことは、うまく整理されてはいない。この一週間は心が安まることがなかったんだろう、表情には疲弊感がにじみ出ている。そもそも十四歳の女の子だ。

　それでも、神官長の出鼻をくじいた。

「確かに、これまで聞いた被害者の話は、すべて神官長の口づての物語である」

　裁判官が疑念を発する。

「……なにぶんこの数日は忙しく。エクスタシア王女とお話ができておりませんでした。まずノルズ兄弟については戦災孤児でありましたので、ご遺族はいらっしゃいません。被害者らについてはみな『特に敬けい[image: ]けんなる信徒』。みな私を信じ、本件すべてについての代理人としております。謝罪も、賠償も、私を窓口としていただきたい」

　白髪の青年は、穏やかな笑みでそう言った。

「嫌ですわ。ご本人様にお詫わびしたいのに」

「やれやれ。牢ろう屋やの中からお手紙でも書いたらいかがですか？　お届けしますよ」

　この二人の話は、平行線で交わらない。傍聴人が困惑するのを感じる。

《──あっくん。どうする？》

《まずは神官長を褒めて、英雄扱いして──予定通り進めよう》

　姉は《わかった》と念話して、

「裁判所としては、神官長ギルヴァール＝トリニティを信徒らの代表者として認める」

　神官長の方を向いて言う。

「なにせ神官長は、倒壊する建物から人々の命を救った英雄だと拝聴している。さらに今日、証人としてご列席いただいて……感謝しております」

　言いながら、裁判官の口調が丁寧語に変わっていく。

　本当なら。教会本部の地下で行われていること、倒壊現場の調査を妨害したこと。姉の胸中には怒りがあった。それでも、姉は予定通りの役割に徹してくれている。

「この事件に残された謎は、証人のお助けをいただければ解き明かせるはずです。是非とも、ご協力を願います」

　俺と姉は、まずは神官長にできるだけ喋しやべらせることにしたのだ。

「おジャッジ様。どうも先週とはご様子が違う。心境の変化でもありましたかな？」

「実は、補佐をしていた弟に『異世界には異世界の正しさがある』と言われまして。もしも、あなたが正しいと証明されたなら、裁判官を引退しようかと」

「……ほう。よろしいのですかな」

「当然です。その折りには、弟と共に教会にて神に祈る暮らしをさせていただきたい」

「フハっ」神官長は破顔した。「ニホン人とは、なんと殊勝な種族でしょう」

　さすが姉だ、と思う。俺が入信した事実をうまく使った。

　神官長は、今も俺が教会本部で祈りを捧ささげていると思っているんだろう。

「では、証言台の前で宣誓をしていただきたい。被告人はお下がりを」

　金と白のローブを着る教会の長は、大法廷の真ん中に歩み、代わって王女は下がる。

　それをモニターで見ながら、俺は宣誓書のウィンドウを証言台の前に飛ばした。

　神官長は、ウィンドウ内の文字を一いち瞥べつして読み上げた。

「良心に従って真実を述べ、嘘うそ偽いつわりを述べないことを誓います」

「では証言を。先週のお話を知らない人もいますので、すべてをお話しください」

「わかりました。私はあの日──」

　彼は、先週した話と全く同じ話を繰り返した。

　教会支所の中で神に祈りを捧げていたら、雨音と共にミシミシという音が聞こえ、壁と天井を無骨なコンクリートが叩たたき破ってきた……神しん[image: ]べんの力で崩れ落ちる瓦が礫れきから信徒たちを護まもった……しかしクンバさんは場所が悪く死んだ、と。

「──そして。アルバさんも昨日亡くなりました。私が救出し、治癒もして一命を取り留めはしたものの……心の傷は深かったようで。自決。なさってしまったのです」

　自決という言葉を強調した神官長は、涙ぐんで言う。

　俺たちは知っている。アルバさんは生きている。生きたまま、肥料にされかけた。

（よくも、嘘を）

　今すぐ乱入して証拠を突き付け、その嘘を論破してやりたい衝動に駆られる。が、

「治癒というのは、噂うわさの【神功波】のことですか」

　厳粛な態度のまま、釈明を求める姉の姿を見る。

　神官長に対する怒りも憎悪も、七日間を事件現場で寝て過ごした疲弊感も、みじんも感じさせない。裁判官は顔色を隠すメイクがあるのかと思うほど整った表情をしている。

　ここで焦れば、うやむやになりかねない。俺は自分の衝動を戒めた。

「そうです。どのような病でも治せます──信心さえあれば」

　神官長は撮影されていることを意識しているのか、大げさな身振りで言う。

「おお──なんという悲劇。こんな惨むごたらしい事件が起きてしまうなんて！　やはり神の罰としか思えません。しかしこれは皆みなで悔い改める機会でもあるのです！」

　神官長が座っていた周辺に座る信徒三名が、

「「「神官長のお言葉のとおり」」」

　と、賛同するように頷うなずいた。

（あの三人、洗脳の文言が入っているみたいだな）

　男性二名は帽子を、女性一名は頭巾を、しっかりと被かぶっている。

　その中にライラさんはいない。教会本部で隠れているのだろう。

「──裁判所としましては、残った謎は二つと認識しております。一つは【神しん[image: ]べん】」

　姉が本題に斬り込んで行く。

　残った謎のうち重要なのは最古の神器だという【神[image: ]】の性質。これは神官長からあますところなく語らせなければならない。

「ご存ぞん知じだと思いますが、私は異世界日本からやってきた新参者です。この世界の魔法や神器というものの特別な力をよく存じ上げていません」

「ええ。それでよく、この世界の神を裁くなどと豪語できるなと思っていましたよ」

　勇者事件の後の『神裁き』の宣言のことだろう。神官長があれをどう感じたのか。そして彼の動機が最大の謎ではある。でも。

（『主観よりも、まず客観的事実を』、だな）

　姉から教わったことだ。刑法理論では、犯罪者の意思・性格などを重視する主観主義と、犯罪の行為・結果などを重視する客観主義的な考え方があるらしい。

　ただ主観だけで犯罪が成立するというのはかなり厳しい。人を呪い殺そうとして『藁わら人形に釘くぎを打った』のは不能犯と言われ、客観的な事実として殺人未遂にすらなりえない。

　裁判の審理でまず明らかにされるべきは、客観的な事実関係の方だ。客観的な真実から明らかにし、固める。真犯人に、逃げ場を作られないように。

　それを姉は、正しい裁判だと信じている。

「自分の無知を知るためにも、是非とも──【神[image: ]】とやらを見せていただきたい」

「やれやれ。よろしいでしょう」神官長は、右手を伸ばした。「出いでよ【神[image: ]】」

　──音も無く。瞬まばたきする間に、彼の手中には鞭が握られていた。

　鞭の形状は、原始的なものだ。手で握って余るくらいの柄。伸びる鞭のボディは馬上鞭くらいの長さ。色合いは赤黒く、神々しい輝きを放っている。

「魔法のように出現したように見えましたが」と裁判官。

「魔法ではありません。神器です。常に所持者たる私の身体からだに巻かれているのです」

　衣服の中に収納しているということか。

（気持ち悪いな）

　あいつの裸体に巻かれた鞭を想像してしまう。

「こうしておけば、不意の攻撃を受けても防御ができるのですよ」

「なるほど」裁判官の判断は速かった。「ならば──」

　姉は手元にあった大型の『六法全書』を片手でむんずと掴つかみ、

「検証するッ！」

　神官長に投げつけた！

「ほう。この無礼が検証ですか」

　神官長ギルヴァール＝トリニティは動じない。

　風を切って迫る大六法。重量は約四キロという。直撃すれば死ぬ重さだ。

「【神しん[image: ]べん】」彼はその場に立ったまま、右手を差し伸べて言う。「【迎撃】」

　大法廷に、物体が炸さく裂れつする音が響いた。

　神官長本人は動くことなく、代わりに鞭のボディが伸びたのだ。

　まるで剣の達人の居合い斬りを受けたかのように、六法全書はバラバラになって、六千ページあるという紙が宙を舞っている。

「威力はわかりました。では証人。この数に対処はできますか」

　息を継ぐ間もなく、裁判官が詰める。その意味を、神官長はすぐさま察した。

「造作もありません」と彼は微笑ほほえんだまま言う。「【撃墜】」

　大法廷が、金色の閃せん光こうで染まったように見える。

（これは……入信した時に見た光景だ）

　モニターのフレーム数が限られているせいで、逆によく観察できた。新規入信者たちが『聖水』を飲まされた後、教戒室で何が起きていたのか。この鞭が振るわれていたのだ。

　鞭の先は、器用に宙を舞う紙を撃墜していく。高速で。これに乗せればできるだろうな、と思う。あの場の全員の頭部に、こっそりと【文字の力】を注入することが。

「素晴らしい器用さですね……お見それしました」

　紙吹雪が去った大法廷。大量の紙片は、神官長の力のおかげで大法廷の壁面の下に積もっている。これなら確かに瓦が礫れきから自分たちを護まもることくらいできそうだ。

「神[image: ]に物理的に不可能なことはほとんどありません。魔王は物理的に倒しきれないため、勇者や魔法が必要になるわけですがね」

　自慢げな神官長。その手には、また音も無く短い状態になった鞭が握られている。

《──あっくん。あとはなにを確かめるんだっけ》

　姉からの確認の念話に、《シンボルと、数》と答える。

「こほん。それほどの神器だとして……それが本物で、あなたが本物の神官長であるという証拠にはなるのでしょうか」

「なんですと」

「教会に掲げられているシンボルは二つの交差した鞭のようなシンボルです。また、私も『聖典』を買って読みましたが、神[image: ]は両手武器との記載がありました」

　姉の言うとおり、『父』のようなマークが教会のシンボルだ。そこから詰める。

「さすがサイバンカンというジョブは勤勉でいらっしゃる。教えてさしあげましょう」

　神官長は左手を伸ばした。そこにまた、もう一つ同じ【神[image: ]】が現れる。

「本気で戦う時には、両手とも使いますよ。そして所持者はただ一人にしか許されません。だからこそ、この持ち主が神官長といわれるのです」

　神官長は、肩をすくめて言った。

「もうよろしいですか、難癖は。最後の謎はなんでしょう？」

《──あっくん。他にこの場でやっとくことある？》

《頃合いだと思う。最後の詰めに移ろう》

「ご協力に感謝します。最後の謎はビルの倒壊原因と考えております。さて──」

　裁判官が、厳粛に告知する。

「裁判所は本件の審理の詰めを、事件現場で行う！」





　　　　　　　[image: ]






「私がお二人を救い出した地点は、ここです」




　──ビル倒壊の現場にて。

　神官長は、崩壊した教会支所の跡地で立って言った。

　その真上には裁きの天てん[image: ]びんが浮いている。大法廷にいた検察官、被告人、メイドたち、そして傍聴人たちも一緒になって移動し、ここまでやってきた。

　なお俺は、傍聴人たちに紛まぎれて審理の詰めを覗のぞいている──

「教会支所の案内図によると、そこはお手洗いで間違いないですね」

　裁判官がそばに立ち、証言の正しさを資料から裏付ける。

　言われてみれば、二人の足元には砕け散った便器のようなものが見える。場所は正しいのだろう。

「ええ。クンバさんを追ったアルバさんも、ここで瓦が礫れきの下敷きに」

「クンバさんのご遺体は教会本部に運ばれて、検死はされたのですか」

「検死？　ああ、死者に対する冒ぼう涜とくのことですか。当教会では、そのような辱めはいたしません。安らかに、土に還かえられました」

　裁判官と神官長の問答を、周囲の全員が見守り、メイドたちの手で撮影されている。

《あっくん、他は》と、姉から念話がくる。

《追加で、あの確認だけお願い》と俺は伝える。

　ここまで歩いてきた間。この事件に関して理解してきた点が、頭の中で一つの線になりかけている。ここで確認したい最後の一点を、先ほど姉に伝えていたのだ。

「この場に来て思い出したのですが。証人は確か、『ビルの倒壊を目撃したなら』『神しん[image: ]べんの力で』『ビルを支え』られた──とおっしゃっていましたね」

「無論です。この神器の偉大な力を見たでしょう」

「支える力までは確認しておりません」

「まったく。信心のない……よろしいでしょう。しかと見なさい」

　神官長はそばの瓦礫に寄ると、神[image: ]を向けて言った。

「【支えよ】」

　パキ、パキパキ──と。

　鞭の先が樹のように伸び、枝葉のように分かれていく。それは何百キロとありそうな瓦礫の塊を宙に持ち上げ、空中に固定したように静止した。

「魔力を注ぎ、私の毛細血管を模しました。あらゆる物を柔らかく支えますよ」

「──お見事です」裁判官は褒め、「検証のため、私にも握らせていただいてよろしいでしょうか」と神官長に歩み寄った。

《ツカ姉ねえ、危ないよ》と思わず念話する。

《でもあっくん。所持者以外が持った時のこと、気になってたでしょ？》

　それはそうだ。だが姉を危険にさらしてまで──と躊ちゆう躇ちよする。が、

《お姉ちゃんは大丈夫。この便利鞭の正体を手で確かめるわ！》

　そこまで言われたら、止めることはできない。

「フッ……よろしいですよ」

　神官長は、意外にもあっさりと右手で握る柄を差し出した。

「身をもって神器の力を味わうとよろしいでしょう」

「近くで見ると古美術品のような艶。さて手触りは──」

　姉の手に渡った、瞬間。

「ほんのり温かガガガガガガガガガガガガガガガッ！」

《ツカ姉！》

　裁判官は、突如として痙けい攣れんし白目をむいて泡を吹く。念話に応答がない。

「フ──ハハハハハッ！　なんとブザマなことでしょう！　まったく我らが神に不敬な異世界人にふさわしい顔ですよ！」

　樹のように分岐していた神しん[image: ]べんの先が力を失う。パキィィィンと音がして折れていく。

（この音はあの時、酒場の前で聞こえた音だ）

　耳に覚えがある。このことを心に留とどめておく。

　しかしまずいのは急速に精気を失う姉だ。肌が皺しわだらけになっていく。

　その有様に、「おジャッジ様ぁッ！」と王女が悲鳴を上げる。周囲のメイドたちも心配そうに裁判官を見つめている。

「おやおや、体内の魔力量が少ないようですねえ。実に貧弱。枯渇が速い速い」

　神官長は眺めて嬉うれしそうだ。こうなることを知っていたんだろう。

「ちょっと証人っ」傍聴人と共に見ていた検察官のイレアナが声をあげた。「神器の力を行使中、所持者以外が触れば魔力を吸われて死に至る！　知っていておジャッジ様を殺害しようとしたなら罪に問いますよ！」

「私は裁判の検証とやらに協力しただけですが？」神官長は余裕の笑みだ。「ご安心ください。このまま干からびたとして、神功波で治療してあげますよ」

《ご主人様っ》とシロから心配げな念話がくる。

　神[image: ]はすでに瓦が礫れきを支えきれない。グラリ──と、コンクリートの塊が揺れる。

「くそ、ツカ姉っ！」

　俺は姉に駆け寄り、その身体からだを抱いて大きく飛んだ。

　ズシンッ！

　背後にコンクリートの塊が落ちる。冷や汗が出る。でもなんとか無事だ。

　姉は腕の中で、「あっぐぐぐ──」ガタガタと震えながら俺を見て言う。「まだでぎぎぎぎぎぎッ！」

　姉の熱意はいまだ眼めに宿っていた。手の中には、先が萎しおれて収縮しきり枯れた草木のようになった神しん[image: ]べんが握られている。

「──投げて！」

　俺の意図が伝わった。裁判官は「うおりゃあッ！」と大きく腕を振るって、神[image: ]の片割れを遠くへと投とう擲てきする。

「【戻れ】」

　直後、声がした。途端、投げられた神器は空中で旋回し、磁力でもあるように神官長の右手へと帰っていった──

（なるほど。これが、ラマンさんが教えてくれた【所持者の手中に戻る性質】か）

　俺は内心、北欧神話のミョルニルを思い出していた。戦神トールが持つことからトールハンマーとも言われるその武器は、投げれば敵を粉砕し、必ず所持者トールの手に戻る性質を有しているという。この異世界の神器は、似たような性質を持っているようだ。

　──これで、充分だ。

「はて。７８６番がなぜここに」

　俺が姿を現せば当然、神官長は警戒しはじめる。

「──俺は補佐官だからな。裁判が始まればやってくるさ」

　裁きの天てん[image: ]びんの下で、そう言ってのける。

「まさか。確かに入れたはず。アレを解除したのですか？」

「アレってなんだ？　是非、教えてくれないか」驚いている神官長に詰め寄っていく。「入れたところがどうなってるか、見てみるか？」

「……なんのことやらわかりませんな。平凡な小僧が、転移ボーナスの特異体質程度で粋がるとケガをしますよ」

　──こんな簡単な誘導尋問に乗る男ではない、か。

　その言葉からは、むしろ俺がどんな特異体質で洗脳から脱したのかを推し量ろうとしているのを感じさせられる。

　警戒された今、神官長からさらなる『証言』を引き出すのは難しいだろう。

　腕の中、「あっくん」と姉が心配そうに俺を見る。その表情はやつれている。体内の力を吸われて嫌な汗が出たのか、メイクが落ちて目の下には黒いクマが現れている。でも。

「最後の証拠に進もう」俺は瓦が礫れきの裏に向かって言う。「シロ、始めてくれ！」

「はい、ご主人様っ」

　メイド長が、周囲のメイドたちに号令をかける。

「おジャッジ様からご指示された範囲を──掘り起こせッ！」

「「「「「はっ！」」」」」

　獣人のメイドたちが集結する。総勢三十を超えている。

「待ちなさい。いったい何をしているのです？」

　神官長が問いただそうとする。

「証拠調べ。世界のため、真実に基づいて嘘うそ偽いつわりを見破る──そのためのな」

「嘘偽り？　いったいなにが？」

「倒壊する前にビルの中でやったことを自白してくれるか？」

「──なんのことでしょう？」神官長の眼めが泳ぐ。指揮をするシロを見つけて言う。「おお、これはこれは王家の番犬。裁判所をクビにされたのではなかったのですか？」

「メイド長の身分については」姉がヨロヨロと立ち上がって言う。「先日、再雇用することにした」

「ツカ姉ねえ。休んだ方が、」

「証拠調べ中に寝てる裁判官になりたくない。もう大丈夫。これ飲んだから」

　姉の手の中には、『エナジーポーション』という瓶が握られていた。

「なにこれ」

「飲んで七日間徹夜したの。あと一日くらいどうってことないわ」

「寿命縮めてるよね」

「十五歳に若返ったんだから寿命くらい縮めてもいいでしょ」

　よくねーよ。

「ほう。なるほどそういうことですか」

　神官長はシロの動きを注視しながら言った。

「エクスタシア王女を無罪にするためにビル倒壊現場を掘り、なんらかの形跡を発見しようとしているわけですか。主人のために甲か斐い甲が斐いしい雌犬です」

　罵倒に近い言葉は、最後の妨害だろうか。シロは外見上は無表情を保っている。

《──シロ。まだ堪たえて》

《大丈夫です、ご主人様。こんなやつに向ける感情、侮蔑以外ありませんから》

　シロは念話に気持ちを滲にじませながら、自らも手作業で瓦が礫れきを脇へと除よけていく。

「日本国は、地震という安全リスクを抱えた地に立っている」

　姉が立ち姿で、集まる衆目に説明をしはじめた。

「地震とは、星の表面を構成している地殻が急速にずれて動くこと。当然、建物の建築には厳しい安全基準が設けられ、揺れに耐えられる技術が発達し──」

　異世界であるこの王国の人にもわかるように語る。

　その声音は、堂々とした裁判官のものになっている。

「また、建物倒壊の真の原因を探究する方法も開発された。裁判所は、高精度のビル崩壊シミュレーターを用いて、本件ビル倒壊における異常な部分を特定した」

　姉が使ったのはとある研究所が開発した演算ソフトウェアらしい。

「──それはたった今、掘り起こされた教会支所に面した円柱部分ッ！」

　シロたちの作業は終わっていた。小さな丘のようにあった倒壊ビルの瓦が礫れきのうち、半径五メートルほどの空間だけが地上と同じ高さになっている。

　俺は神官長を後ろに、その窪くぼみへと入って行く。そこには。

　泥、泥、泥……泥以外、なにもない。

　傍聴人たちが「なんもないじゃねえか」「昨夜の雨でぐちゃぐちゃだな」「証拠があるんじゃなかったのか」とざわめくのが聞こえてくる。

　場の騒がしさの中で。シロから俺に、『ある内容の念話』が届けられた──

「……フフ。どこに証拠があるというのです？」神官長が嘲あざわらうように言う。「何もない。あるのはそこらじゅう、雨で濡ぬれた泥だけではありませんか！」

「ずいぶんと嬉うれしそうだな。ギルヴァール」

　俺は振り返り、彼の安あん堵どした表情を見据えて言う。

「その顔が見たかったんだ」

「はァ？　なにを、」

「──この場所には、直径一メートルの円柱があった」

　裁判官が言う。その言葉に合わせて、俺はあるウィンドウに広げ、掲げた。

「「「これは──」」」

　人々が見上げるのは、ゴブタの事件で撮影されたビル内部の写真。

　俺が立つのと同じ床。泥に囲まれた中に、太いねずみ色の円柱が建っている。

「この写真が撮られたのは、倒壊の約三週間前。円柱がはっきりと写っている。材質は鉄骨鉄筋コンクリート。周囲には、柱と同じ色の泥が散らかっている──」

　ゴブタから教えてもらった情報が、活いきる。

「この泥について、別件調査中であった。ある少年の証言によって、ここには元々ゲームセンター用の筐きよう体たいが九台置いてあったのを、ある者たちが侵入し、【物質変換】の【禁忌魔法】によって泥に変えていたことがわかった」

　禁忌魔法が使われた──ということに、みなが呆ぼう然ぜんとしている。

「演算の結果。本件倒壊はこの円柱が突如として消失したために発生したことがわかっている。ここに積もった泥の量が、円柱の体積及びアーケード筐体九台分の体積と一致するかは計量すれば明らかになるだろう」

　姉は、テントの中で演算しては実地で測定を何度もやり直していたのだ。

「──では。真犯人として、禁忌魔法使いを探し出せばよろしい」

　神官長は涼しい顔で言ってのける。ここからは俺が詰めていく。

「倒壊の瞬間は多くの人たちに目撃されている。あの時、魔法は使われていない」

「なら迷宮入りですね。【物質変換】と【時空操作】を掛け合わせた魔法なのではないでしょうか。もう誰にも解き明かせませんよ」

「──そんなことはない」切り口を変える。「うちのシロが突き止めた。あんた、信徒たちにここの調査を妨害させていただろう。それも、雨が降るまで」

「……知りませんね。きっと教会支所を愛するあまり、場を荒していたおジャッジ様を憎んだのでしょう。信徒たちが自由意思で行ったことを、責めないでいただきたい」

「信徒に、『自由意思』──悪い冗談かな。ギルヴァール」

　俺はあるウィンドウを拡大・コピーして、誰にでも読めるように四方に浮かべた。




【供述調書　ライラ＝ボウチャー……　】




　裁きの天てん[image: ]びんの下、崩壊したこの場を囲う巨大な電光掲示のようにも見える。

「いつの間に」神官長は唖あ然ぜんとして顔で内容を読む。

　読み終えた傍聴人たちが、「被害者の二人とも支所にいなかったって？」「じゃあ神官長が救い出したってのは嘘うそなのか」「文字で洗脳？」「怖っ」「堆肥って、つまり？」「死体処理じゃないの」「恐ろしいことを……」口々に呟つぶやいた。

　ライラさんの証言の重大性は、波のように伝わっていく。俺は続ける。

「死体処理については、証拠写真がある。見たくない人は、他の人から聞いて欲しい」

　さらなるウィンドウを浮かべる。【職権　証拠写真】──

　宙に浮かぶ、『堆肥室』『大箱の中身』『解体道具』『浄罪のリスト』……

　そのグロテスクさに、人々が目を覆う。

「神官長は教会本部の地下で、信徒の死体を肥料にしていたんだ」

「これは──あまりに重大な事件ですっ」と検察官のイレアナが言う。「王宮の隣の土地を占拠して、いつの間にこんな……あまりに罪深い！」

「罪深い──ですって？」応じる神官長。「口を慎みなさい」

「犯罪を前に口を慎む検察なんていない」と俺が言う。

「アクト様っ。そうです、これは犯罪です！　クンバさんのご遺体を事件直後に教会本部に持ち去ったのは、今から思えば死因の隠蔽のため！　他にも教会内部で都合の悪い死者が出た場合には、解体して肥料へと変えて隠蔽していた疑いがあります！」

「神功波治療に失敗などありません。天命だったのです。彼ら彼女らはみな、天命を全うし神に召されました。そして人は土に還かえるといいます」

　神官長の笑顔は、崩れない。

「古代より幾星霜。何千年と人々はそうしてきました。土から生まれたものを食べ、土に還る。その上には花が咲き、オリーブの実がなる。すべて『聖典』のとおり。これは正しいことなのです」

　神官長の言葉に「「「神官長のお言葉のとおり」」」と、周囲の信徒三名が口々に呟いた。その異様な光景は、この王国の中で法も常識も通用しない別世界を感じさせる。

「お父様が政教分離をされた正しさが、今、わたくしにもわかりましたわ」

　ピンク色のスカートを握りしめ、目に涙を浮かべた王国の長。

　王女の眼めにも、神官長は守るべきものを逸脱したように映っているようだ。

「補佐官、検察官、そしてエクスタシア王女。『聖典』を信じずに侮辱するその思想には神の罰が下されるでしょう。洗脳ですって？　実に不愉快な流れです。それに──」

　彼はイレアナと王女を一いち瞥べつし、天を仰いだ。

「おお、裁きの天てん[image: ]びんよ！　この裁判には疑義がある！　ビル倒壊の責任を審理していたはずだ！　いつの間にやら関係のない教会内部のプライバシーを暴露されている！」

「最初から、あんたは裁判にケチをつけて俺たちを【制裁】するのも狙っていた」

「自意識過剰。間違った裁きをする者に神の裁きが下されるのは当然です」

「何も間違っていない。この事件は、あんたの事件だ」言って、俺はシロに伝える。「頃合いだ。あの薬品を使ってくれ」

「はいっ！」

　メイド長は、他のメイドたちと手分けしてある液体を地面に噴霧し始めた。

　日が傾き、瓦が礫れきの高低差で影ができている。そして──

「なんですか、その得体の知れない魔道具はっ」

　円柱があった地面。泥が、青白く輝き始めた。

「ルミノール反応」神官長に向かって言う。「魔道具じゃない。科学捜査だ」

「カガクソウサ……」

「知らないか。探偵もののアニメでよく『鑑識』が使ってるやつだよ。王女と観みとけば良かったのにな。『名探偵コ●ン』とかさ」

「……」沈黙。神官長はこの光の意味に戸惑っている。

「血痕は、雨水で流されて眼めには見えなくなってもそこに残っている。この薬品はそれを青白く発光させて教えてくれるんだ。ここで、大量の出血があったとな」

「だとして、私には関係がないようですね」

「そこを動くな」

　薬品の噴霧を、シロが続けている。円柱があった場所から──神官長へと。

「こ、これはっ」と、イレアナが息を呑のみ。

　王女、傍聴人、みんなが目を見開く。

　倒壊したビルから神官長が立つ場所にかけて、一本の道のように泥が続いており。

　その上。流血の場所と神官長を結ぶように、青白い光が浮かび上がっていく。

「神官長ギルヴァール＝トリニティ。あんたは、実に凝った仕掛けをした。そのきっかけは、約一年前のクンバさんの治療失敗だったんだろう」

　俺は教会の長に歩み寄りながら、言う。

「神功波とかいうヒーリングで、悪性の腫瘍を活性化させてしまった。それを教会の外の病院で診療されてしまい、ただでさえ信徒の数が激減していた教会がさらに衰退するとでも思って──ノルズ兄弟を口封じして、さらに利用することにした」

　彼の目的は、推測でしかない。が、もはや披露して揺さぶる段階だと思う。

「あんたは元々、自分の思想信条に合わない王家と日本文化を一掃したかった。召喚された裁判官の座も奪いたい。すべて、教会と信徒を被害者とした事件を起こせば、達成できると考えた。そのために【黒くろ天てん[image: ]びん】の【禁忌魔法使い】の力を借りることにした」

　今まで見て聞いてきたすべては、綺き麗れいにつながる。

「古い教会支所に目をつけた。その隣に、立入禁止のビルがあったからだ。これを支所側に倒せばいい。用心深いあんたはまず、【物質変換】が本当にできるかを目の前で試させた。柱のそばにあったゲームセンター用の筐きよう体たいは倒壊の際に邪魔だし、誰も気にしないゴミだと思った。実際には、別件のキーアイテムだったわけだが」

　多くの人々から忘れ去られた物だとしても。それを愛めでる人もいる。

「あとはタイミングだ。王女と、裁判官が酒場にくる時を狙ってビルが倒れるように仕掛けをした。円柱を泥に変え、代わりに二つの神しん[image: ]べんのうち一つを使ってビルを支えた。『物理的に不可能なことはほとんどない』んだから簡単だ」

　毛細血管のかたちで泥が崩れないようにカモフラージュだってできるだろう。

「神官長は、体内の魔力操作に熟練している。クンバさんとアルバさんの身体からだに、神[image: ]の形状を一定時間維持できる分の魔力を残して、神[image: ]を巻き、握らせた状態で入れた。ちょうど俺たちが酒場に辿たどり着く頃に折れるよう──人間を使った時限装置として」

　傍聴人の中から、「ひ、酷ひどい」「人間をなんだと思ってる」と声が聞こえてくる。

「そうニャ！　さっきおジャッジ様が手にとって折れた時のパキィィィンって音、倒壊の直前にも聞こえてたニャ！」

　最初の証人の酒場娘も中にいて、事実を補強してくれた。

「あんたにとってこの音は予想以上に大きかったんだろう。意図的に証言の中から排除されていた。だがここにきて油断した。裁判官の手で明らかになった」

　姉の誘導と、検証のおかげでここまでこれた。

「利用されたクンバさんは、この時点ですでに意識がなかったのかもしれない。アルバさんは言いくるめたか、【文字の力】を使って思考を上書きしたか。『聖水』を大量に飲ませるのもありえる。どうやったんだ？」

　神官長は、無言。反論を探すように視線が泳いでいるが、口を開きそうにはない。

「黙秘権か。じゃあ話を戻すから黙って聞いていればいい」

　続ける。

「倒壊の時。あんたは事前に決めていたトイレにいた。そこで、隠し持っていた方の神[image: ]の力で自分の身も守りながら、『戻した』。神器の【所持者の手中に戻る性質】を使って──クンバさんとアルバさんの身体ごともう一つの神[image: ]を、自分の手の中に。当然、引きずられた二人は出血する。その証拠が、あんたの立つ場所へと続く泥と、このルミノール反応だ。調べれば、二人の皮膚片とかも出てくるだろう」

　倒壊したビルの中から神官長の足元にまで続く泥と、青白い光──その意味を、この場の皆が理解したろう。

「泥の中から取りだした二人を、救出したことにした。そうすれば英雄にもなれる。周りには洗脳した『特に敬けい[image: ]けんなる信徒』しかいないからバレない。それから、証拠になりえるクンバさんもアルバさんも、肥料にして消滅させる──ほんと、凝った仕掛けだ」

「デタラメです。青白い光は、瓦が礫れきをどける際に雌犬どもに仕込ませたのでしょう」

「時間をかけて絞り出した言い分けが、そんなもんか」

　俺は神官長と対たい峙じする。そして彼の手にある二対の神しん[image: ]べんを指さした。

「シロ。かけてやってくれ」

　シロは「はいっ」と返事して、神官長の身体からだに薬品の噴霧装置を向けた。途端、

「やめなさい！」神官長は鞭を振るう。「私を疑うなッ！　これはなんなんだッ、エクスタシア王女の裁判をしていたでしょうがッ!?」

「主文。被告人──伊い藤とうエクスタシアは、無罪」

　厳かな声がする。姉の宣告だ。裁きの天てん[image: ]びんが反応し、

【ビル倒壊殺人事件　無罪】

　という文字が表示された。

　王女が「おジャッジ様、わたくしは──」と口を開くも、

「目の前に人間を時限装置にし、破壊した真犯人がいる。当然、王女の罪なんて一片たりとも認める余地はない」

「異議があるッ！」

　天に向かって叫ぶのは──神官長、ただ一人。

「ギルヴァール＝トリニティの異議を却下する」姉は冷淡に言い放つ。「本日の審理中に明らかになった新事実に関して、直ちに裁判を始めたい」

「新事実？　偽造に、偽証ですよ」神官長は言い張る。「そもそも誰ですか、その目撃者とやらは。捏ねつ造ぞうの可能性があります！」

　いまだ言い分けを重ねていく神官長に、

「オイラだよ」

　と。立ち見する傍聴人たちの中から、名乗り出た小さな人影がある。

「ゴブタ……見てたのか」

「ウィンドウ使いのあんちゃん。母ちゃんを探し出してくれたんだな」

「約束したからな。ライラさんは無事だ。洗脳も解除した。後で会えるぞ」

「ありがとう。遅れたら、こいつに殺されてたかもしれねえよな」

　少年ゴブタ＝ボウチャーの眼めには怒りが宿っていた。

「神官長ギルヴァール。オイラはあの日、【黒天[image: ]】を持つやつに【禁忌魔法】を使わせたおまえを見た。母ちゃんとみんなを苦しませた罰を、」

「黙れッ!!！」

　──瞬間。風が吹き荒れる。いや、鞭だ。高速の鞭が周囲を薙なぎ払ったのだ。

　バキバキと。機械が壊れる音がする。眼を開けた時には、メイドたちが持っていた撮影器具がすべて破壊され、地面の上に横たわっていた。

「つい──プッツンとキてしまいましたよ」神官長の周囲には、怒気のように空気がゆらめいている。「さすがに、下等な異種族から侮辱された姿は残せません」

　広範囲の攻撃が加えられ、土煙が立つ中──傍聴人たちは悲鳴を上げ後ずさっていく。

　その中に、「バカ野郎！　ゴブタッ、出しゃばるんじゃねェ！」とゴブーロ＝ボウチャーの声もある。ゴブタは「父ちゃん、悔しくないのかよ！　母ちゃんを傷つけられたんだぞ──」と言いながらも、父の手で引き戻されていった。

　皆に距離を取られた神官長。その手に握られた神しん[image: ]べんの、長く蠢うごめく鞭のボディは薬品をかぶったんだろう。影に入れば青白く輝いている。血まみれの神器だ。

（これだけの衆目があって、暴力とはな）

　抑えていた怒りがふつふつと沸き上がってくる。

　もう裁判なんてやめて、こいつを捕まえ火刑にでもしてやりたい──

「補佐官。検察官を立たせなさい」

　よからぬ考えに脳裏が染まり始めた時、姉の声が凜りんと響いた。

「──ああ」俺は返事し、イレアナに駆け寄った。「ケガないか？」

　ハーフエルフの検察官は、地面の上で転んでいた。肩を貸す。

「アクト様、申し訳ありません。メガネが吹き飛んでしまいまして」

　ハーフエルフの華きや奢しやな身体からだを支えて起こす。落ちていた眼鏡と六法全書を渡した。

「判明した新事実について」姉の声がする。「今！　ギルヴァール＝トリニティに成立しうる罪名すべてを述べられたい！」

　──そうだ。そうするのが正しい。

　裁判官の言葉に、冷静さを取り戻した。

（危ない。ツカ姉ねえの冷静な判断に助けられた）

　怒りで自分の役職を忘れた行動を取ったなら、初裁きの誓約違反とされかねない。

　日本文化と日本の裁判に敵意を持ったやつらは、俺たちの自滅をも狙うだろう。

「では。ワタシが思いつく限りを述べさせていただきます──」

　砂さ塵じん舞う──建物の跡地の上で。

　検察官が、罪の名を言い。

　裁判官が、それに頷うなずき、宣言する。

「──新事件を、開廷しよう」

　頭上──裁きの天てん[image: ]びんが、応えるように揺れる。




【教会信徒洗脳殺人事件　被告人　ギルヴァール＝トリニティ】




　表示された、新たな事件名の周りに。

　さらなる文字が生じていく──




【罪名


　　　　　❶　外患誘致　　　　　罰条　刑法81条




　　　　　❷　公務執行妨害　　　罰条　刑法95条




　　　　　❸　建造物侵入　　　　罰条　刑法１３０条




　　　　　❹　偽証　　　　　　　罰条　刑法１６９条




　　　　　❺　死体損壊　　　　　罰条　刑法１９０条




　　　　　❻　変死者密葬　　　　罰条　刑法１９２条




　　　　　❼　殺人　　　　　　　罰条　刑法１９９条




　　　　　❽　殺人未遂　　　　　罰条　刑法１９９条、２０３条




　　　　　❾　傷害　　　　　　　罰条　刑法２０４条




　　　　　❿　監禁　　　　　　　罰条　刑法２２０条




　　　　　⓫　脅迫　　　　　　　罰条　刑法２２２条




　　　　　⓬　強要　　　　　　　罰条　刑法２２３条




　　　　　⓭　名誉毀損　　　　　罰条　刑法２３０条




　　　　　⓮　詐欺　　　　　　　罰条　刑法２４６条




　　　　　⓯　建造物損壊　　　　罰条　刑法２６０条




　　　　　⓰　器物損壊　　　　　罰条　刑法２６１条




　　　　　⓱　無免許医　　　　　罰条　医師法31条１項、同法17条




　　　　　⓲　毒物又は劇物所持　罰条　毒物及び劇物取締法24条、同法３条】






「──壮観だ」

　誰の声か。あまりに重く響く声音に一瞬、耳を疑う。

（こんな声を出すなんて）

　振り返り、土煙の中に厳然と立つ姉を見る。

「悪事に悪事を重ね、堕おちるに堕ちた宗教団体の長──」

　燦さん然ぜんと輝く黄金の裁きの天てん[image: ]びんの下。

　この場の誰より怒りを宿した両りよう眼めが、炎のように輝いていた。

（ツカ姉ねえは、むしろ一番、冷静なんかじゃなかった）

　仁王像かと、見違うほど。

　憤怒の形相の──裁判官がいた。

「自称、神の代理人。裁かれる前に神様本人をこの場に連れてきたらどうか」

　回遊魚のようにたゆたう、罪名の下──

「貴様の罪で、パレードができそうだ」

　と。地獄の王のように、裁判官は言い放った。

（こ、怖こえぇ……）

　自分の姉ながら、その形相に内心ビビってしまう。

　傍聴人の中から「ひぃぃ」と怯おびえた声が漏れ聞こえる。

　まるで魔王でも見るようなリアクションだ。

　──だが。

「いったい。この私が──」

　相対する神官長、いや被告人の態度は崩れない。

「このままここで。大人しく裁かれる、とでも？」

　神官長の周囲には、三人の信徒たちがいた。それに、

「あが」「かは」「ぐっ」

　神官長は手で触れて、吸い取っていく。

　魔力を急速に失った三人は、萎しおれて倒れ伏した。




「補佐官。裁判官と、二人で来なさい」




　鞭が、振るわれる。











[image: ]




　──神の鞭を振るいながら、思う。




　罠わなは幾重にも張っていた。

　限りなく自分の手を汚さず、むしろ人命を救ったと見える仕掛けをした。

　仕掛けを暴かれるとしたら、王家の番犬。だからメイド長を裁判から分断した。

　召喚された裁判官の信念を折っておくのもいったんは成功していたはず。

　ゴブリンの少年とその母親は瑣さ末まつな綻びにすぎない。

　予想を超えたのは、裁判所補佐官。佐さ藤とうアクト。

（ここまで事の真相に迫るとは）

　真に問題視するべきだったのはあの小僧。異世界ニホンからきた平凡な小僧が、裁きの魔法を使いこなし、私の【浄脳神言】解除までしてみせるとは──

（実に、不愉快）

　異世界からの転移者に特異体質が付与されることがあるのは歴代神官長から口伝を受けている。あの小僧が付与されたのは、魔法抵抗か、裁きの魔法の行使ボーナスか。

　でも。そんなのはズルだ。

　身体からだの古傷がうずく。私が神しん[image: ]べんを習得するまでどれだけの修行をしたことか。

　父上の教えに従い、鞭に打たれ、どれだけの苦行を重ねたか。

　体内の魔力操作を行う負荷で、頭髪は色あせ、一本残らず白くなった。

　異世界のニホン人の小僧。たいした苦悩も、背負った使命もないくせに。

　それで我らの神の特別な力を手に入れるなど、神が許さない。

　否。この私が許さない。

（私は神の代理人。私の言葉は唯一絶対正義の法──）

　この世界で神に選ばれし者は、この私のみ。

　歴代神官長を輩出してきた、トリニティ家を継ぐ私にはその資格がある。

　人々を裁き、導いてきたのは我々だ。

　この真理が、真実を支配しなければならない。

「【粉砕】」

　鞭のボディを当てるのは、人体ではない。

　瓦が礫れきと化した教会支所と、コンクリート片だ。

「きゃあっ！」「ツカ姉ねえ！」「おジャッジ様ぁ！」「伏せろっ！」

　悲鳴が聞こえる。

（ここで始末できないのが残念です）

　教義を信じない者たちを地上から今すぐ一掃したい欲に駆られる。

　しかし、この場で神器【裁きの欠片かけら】の所持者と直接敵対するのは危険が過ぎる。

　事がここまで露見した以上、選択肢は一つしかない。

　濛もう々もうと土煙が立ち視界が遮られた空間で、私は呟つぶやいた。

「【伸縮】」

　あらかじめ目をつけていた遠くの建物にまで神しん[image: ]べんを伸ばし、絡めてから縮める。

　グン──と。身体からだが引っ張られ、宙を舞う。

　判決や、【赤あか[image: ]さび】よりも速く、この場から去ればいい。

　初めから、計算していた通りだ。

　建物の壁面で振り返れば、遠く、煙の中で右往左往している人々。

　そして忌いま々いましいニホン人が所持することになった一つの裁きの天てん[image: ]びんが、砂さ塵じんの中で私を見失って空虚に浮いている。

　おお──雑魚しかいない。

　私は泰然と、神[image: ]の伸縮を繰り返して移動する。建物から、建物へと。

（──おや）

　ふと、気づく。高速で追跡してくる影がある。

「バァゥッ！」と、噛かみつかんと肉薄したその顔。

「王家の番犬めッ」

　私は伸縮に使っていない方の神[image: ]で、「【迎撃】」と、メイド長を吹き飛ばす。

　獣人は、吹き飛ばされるも受け身をとったようだ。再び向かってくる。

（さすがは、イヌガミ。身体能力なら王国最強か）

　内心、感嘆する。神[image: ]の一撃に、神器を所持せずに対抗できる者は少ない。

　私は建物の屋上から、番犬の挙動を目視する。こいつは、ここで不能にしておこう。

「【撃墜】──【撃墜】──【撃墜】──【撃墜】──……」

　何度も迫る雌犬を、その度に撃ち落とす。炸さく裂れつ音が響く。メイド服が破けていく。

（エクスタシア王女に危機がないのに、よく動く）

　どうもおかしい。王家の番犬の行動パターンが予測と異なる。

「苛いらつきますねぇ」

　何十回目かの撃墜に、消耗を覚え始める。その時、

「【業炎弾】」

　高出力の魔法が射出されたのを感じる。私は「【迎撃】」する。

　迫り来る炎の球は、耳をつんざく爆発音を立てて飛び散った。

　神官長のみが着る、伝統のローブに焦げ目がつく。

（実に、不愉快）

　目下、神か炎えんの勇者ラマンの姿を視認する。

　信心のない老いぼれ。父上に恭順しなかった愚か者。

（有罪にして、死なせる手はずだったのですが）

　あの老人がなぜ今、国内にいるのか。そして、なんのために加勢しているのか。

　こいつも、行動パターンが予測と異なる。

　苛いら々いらする脳裏。思い浮かぶのは、補佐官の小僧の顔。

（あのニホン人には、ここでとどめをささなければなりませんね）

　それこそ【黒くろ天てん[image: ]びん】に捧ささげる最大の成果報告となるだろう。

　考えるのはここまででよろしい。

　──神の鞭を、振るう。

　王家の番犬の勢いは衰えた。老人の炎は、初撃の後は尻すぼみだ。

（おお──なんと美しいことでしょう）

　最古の神器である神しん[image: ]べんは、やはり最強の力を有している。

　これぞ悪を祓はらう神の力。

　この所持者こそ、人々の頂点なのだ。

　美しい力は、美しい秩序をもたらす。

　外来文化や、異世界の物品は秩序を壊すまやかしにすぎない。

　何千年と、人々はこの秩序と共に生きてきた。これより千年もそうでなければ。

（それが、絶対の安心をもたらすのです）

　心が穏やかになっていく。

　私は正しい。

　一方で、体内の魔力が枯渇していくのを感じる。

（戻りましょう。本部へ）

　愛いとしい我が教会。あそこなら、私のための信徒まりよくはいくらでもいる。

　この日のために、秘密裏に【信頼値】を稼ぎ【文字の力】で備えてきた。

　一万人を超える敬けい虔けんなる信徒たちと共に出迎えよう。

　神の力によって異分子たる補佐官と、裁判官を裁き。

　今日を『異文化ニホン』を追放した記念日として。

　神を称たたえる讃さん美び歌かを唄うたおう。

　神なる鞭をタクトにして。




　──教会本部。

　敬虔なる信徒たちが集う空間。

　この場所で、神に選ばれしこの私が負けるなど。

　万が一にもありえない。
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　──十八の罪名が、回遊魚のようにたゆたうその下で。

　被告人ギルヴァール＝トリニティが、両の手を振るった。

　不可視に近い速度で走りくる神器の鞭の先。

　咄とつ嗟さに、俺は周囲の人たちの保護を優先した。ウィンドウをコピーし、鞭の切っ先を防ぐように活用。しかし彼の狙いは別だった。

　鞭は瓦が礫れきを粉砕し、土煙を立てて俺たちの視界を奪った。

　晴れた時には、遠くのビルの合間を器用に鞭を使って飛んで去る神官長の後ろ姿。

　スパ●ダーマンか、進●の巨人の立体機●装置か……シュールな光景だった。

　逃走する彼の動きについていけたのは、シロのみ。

　俺は、倒壊現場で処置をしながら彼女と念話していた。が──




《ご主人様っ。神官長は……教会堂に入って、いき……っ……》

　脳裏に響くシロの念話には、息切れしたような苦しみがあった。

《シロ！　シロは今どこにいるっ？》

《回復に……時間をください。構わず行って……ライラさんとアルバさんを──》

　ブツリ──念話魔法が途切れた。

「アクト様。シロと念話できるようになられたのですね」

　そばには、心配げにこちらを見る王女。

「王女。シロは大丈夫」俺は言う。「シロは王女のことが大好きで。大好きな王女との日常を取り戻すために、一緒に真実を突き止めてくれたんだ。彼女がいなかったら、俺はここにいない」

「シロと……仲直りしたいですわ」俯うつむいて言う。「それに王宮のほんの隣で……こんな悪事が行われていたなんて。どう責任を取れば……」

　十四歳の女の子は悲しみ、涙ぐんで俺の足元を見ていた。

　そこには、魔力を吸われた信徒三名が横たわっている。

　後頭部にはやはり神官長の【浄脳神言】が埋め込まれていた。

　それを、帽子と頭巾を取り解除したばかり。だが弱っている。

　三人の信徒は白昼の下、裁判に集まった人々に神官長の悪人性を証明していた。

「わたくし……なんてお詫わびしたら、」

「王女が謝ることはない。神官長の罪に、神官長が罰を受けるんだ」

　言いながら、決意が固まる。絶対に許さない。

「裁判中に逃走を許したなんて」姉は隣で、怒りに燃えている。「あっくん。お姉ちゃん、このままじゃ絶対に死ねないわ」

　その時。馬の蹄ひづめの音が近づいてきた。

「ペヒヒーンっ！」

「あ、おまえ──来てくれたのかっ」

　俺たちの前で止まったのは、かつて勇者村を往復させてくれた天馬だった。

　きっとシロが用意しておいてくれたんだろう。馬車を引いている。

「よさげな乗り物！　さああっくん、早く行こう！　王女たちは待ってて！」

　姉は飛び乗った。『穢れなきものしよじよとどうていしか乗せない』という問題のある天馬の馬車だが、「ペヒヒ～ンっ」と嬉うれしそうに啼ないてる。良かった……うん。

「よし、教会本部へ！」と俺も乗る。余計なことを考えてるヒマはない。

　手綱をとって操作する。【乗馬スキル】を習得していたのが活いきる。

　天馬が空を駆け、馬車がフワリと浮かび。

　チヨダクの建物の合間を低空飛行で西へと向かう。

（──このあたり。焼け焦げた痕がある）

　ある建物の周囲に、爆発物が散ったような痕跡が見られた。

　シロからの念話で聞いていた。神か炎えんの勇者ラマンの援護があったと──

「おうい、儂わしはここじゃ！」

　いた。長身痩そう躯く、齢七十歳。半世紀前、魔王を討伐した英雄だ。

「ラマンさんっ」天馬の馬車を地上に降ろす。「勇者村から、来てたんですね」

「アクト様に危難が迫っていると感じましてな。我が新たな王を、お護まもりするために馳はせ参じましたわい」

　言って、老勇者は仰々しく跪ひざまずいた。

「お久しぶりね、勇者ラマン。裁判所に王様なんていないけど」

「おジャッジ様。先日いただいた無罪判決。片時も忘れず胸に刻んでおります」

　老人は金色の両りよう眼めを光らせ、口を斜めにして笑った。

「神官長の倅せがれめ。あの偏屈な父親が死んでから大人しくしていると思っておったが、やはり力を所持する者として失格じゃ」

「え、なに？　どういうこと？」と姉。

「平和な世にあってこの魔素のざわめきは異常じゃ。神器の濫用をする者が出たことを示しておる。動きを先読みして、丸焦げにしてやろうとしたんじゃがのう」

　姉はポカーンとしている。でも、俺はなんとなくわかる。

「援護してくれて助かります。でも、丸焦げはダメです。まだ裁判の途中ですから」

「アクト様が言うんなら、そうなんじゃろう。承知した」

「ラマンさんも乗ってください」

　老勇者は大きく頷うなずく。

「はっ！　久々の喧けん嘩かに血が騒ぐわい──よっこらせっと」

「えっ。一緒に行くの？」

「ラマンさんがいてくれた方が、牽けん制せいにもなるでしょ」

　神官長には二人で来いと言われたけれど、明らかに力が不足している。

「アクト様もおジャッジ様も、儂わしらの恩人じゃ。今や、儂ら老いた者たちは皆お二方に命を捧ささげる覚悟じゃよ。いらん気遣いはせんでもらいたい」

「ああ──わかった。じゃあ、飛ばすよ」

　古びた革の鎧よろいを身にまとった老人が、馬車に乗る。

　俺は御者の席から振り返って、問う。

「ラマンさんは、神官長のこと知ってるんですよねっ？」

　そのへんの事情のことも知っておきたい。

「うむ。先代のことはな」

　老人は、遠くを見るような眼めをして語る。

「教会が正しいと言いながら、結局は自分が正しいという思考停止から抜け出せんつまらん男じゃった。人間以外の異種族に序列をつけ、見下し。疑われれば癇かん癪しやくを起こしおる。妻や、エルマを愚弄しおった。儂らが教会の力に頼らずに魔王を討伐したのはな、あやつの顔面にツバを吐きかけてやったようなもんじゃよ。ガァッハッハッ！」

　豪快に笑う勇者ラマン。

　かなり荒い物言いではあるけれど、聞いて腑ふに落ちるところはあった。

「倅せがれのギルヴァールについてはよく知らんが。似たようなもんじゃろう」




　──着いた。

　教会本部がある王宮の北側に天馬を止める。周囲は静まり返っている。

　シロが言っていた『教会堂』の様子は変わらない。天井の上には『父』のようなかたちの黄金色のシンボルが輝いている。血塗られた鞭。このままにはしておけない。

「行こう！」

　俺たちは、教会堂内部へと突入した。
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　──東京都千ち代よ田だ区くにある日本武道館は、巨大な建物だ。

　富ふ士じ山さんの裾野のような大きな屋根は八角形のかたちをしている。

　その一辺だけでも、三十メートルくらいはあるだろう。

　チヨダク王国の『教会堂』は、その外装、内装を丸ごと教会仕様にしたものだ。

　俺たち三人は、西側の出入り口から中へと入っていった──




「ツカ姉ねえ、ラマンさん、こっち！」

　二人を先導し、駆けていく。

　俺は信徒になって潜入した時に、毎日のように教会堂には来ていた。地理感がある。

　が、しかし──

「なんじゃ、この障害物はっ」

　通路のあちこちに、机や椅子で急ごしらえしたバリケードが築かれていた。

　しかも、

「あっくん！　後ろが！」

　姉の声に振り向くと同時、瓦が礫れきが崩れるような轟ごう音おんが響く。

　どういう仕掛けか来た道が崩れ、塞がれてしまった。

「あいつ、俺たちだけを招くつもりか」

　外部から孤立状態にされたと気づく。

　さらに、バツン！　と音がして、照明が落とされてしまった。暗闇になる。

「神官長の倅せがれが考えそうなことじゃ。コソコソと仕掛けに励んでおったんじゃろう」

　老勇者は言いながら手の上で火球を育て始めた。

「全部燃やす。煙の中から炙あぶりだせばよかろう」

　炎の灯あかりに照らされた彼の姿は頼もしい。

　でも。俺たちがするのは裁判だ。

「待ってラマンさん」

　ポケットの中にある【裁きの欠片かけら】を取り出して言う。

「あぶり出す必要なんてない。ここを法廷にする！」姉と手を繋つなぐ。「離れないで」

「わかったわ！」としがみついてくる。柔らかく熱い身体からだと密着する。

　そんなに密着しなくても──とツッコむヒマはない。

「絶対にギルヴァールを逃がさない！」




【開廷しますか？　ＹＥＳ　ＮＯ】




　空中に出た文字の表示に、俺は勢い良くＹＥＳをタップした。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──




　地響きが鳴る。教会堂の床、壁、天井が液状化して蠢うごめき変形していく。

　裁きの魔法の基本機能、【開廷機能まほう】だ。

　天てん秤びんが出現し、俺と姉の身体にそれぞれ裁判所のローブが生成される。

　脇に出現したウィンドウには法廷自動生成モードと表示され、ミニマップもある。

（これで神官長の居場所もわかる）

　開廷中にどこに誰がいるかわかる図だ。しかしその表示に唖あ然ぜんとする。

「傍聴人の数が、一万──」

　ドーナツのように真ん中が空いた『人』の表示。『傍聴人数』が一万を超えている。

　壁が動いて視界が開ける。目の前の光景は。

「あっくん──これはいったいっ」

　信徒、信徒、信徒、信徒、信徒……。

　教会堂の内部は、一階席と二階席とで席数が一万を超える。

　そのすべてを、白い衣服を着て、手に蝋ろう燭そくを持った信徒たちが埋めている。

　暗闇の中、炎の灯あかりで浮かび上がる顔に囲まれる。一人として声をあげない信徒たち。

　異様。神秘的というより、不気味な光景……。

「【神罰法廷】──開廷せよ」

　響いた声音。神官長のものだと瞬時にわかった。

　ゴゴゴゴゴ、という変形の異音が加速する。

（まずい──あいつの策略かっ）

　ここは敵の本拠地。蝋燭の脂の臭においと温ぬるい空気に、怪物の腹の中に入ってしまったことを実感する。彼が持つ神器は、神しん[image: ]べんだけではない──

　シュッ──と、風を切る音がする。隣で、「グオォッ」と老勇者の呻うめき。

「ラマンさんっ」

　浮かべていた火球は弾はじき消され、瞬まばたきの間に闇の中に引きずり込まれ消えていく。

　この芸当はおそらく神[image: ]だろう。勇者ラマンは防御に弱点があることを忘れていた。

「放火罪」神官長の声がする。「教会堂に火をつけようとする粗暴な老人よ。古くさいあなたは今日この場にふさわしくありません」

「フン、父親譲りじゃのうギルヴァール！　人を見下すのが大好きなんじゃろう？」

「おお──なんと、哀れなことでしょう。妻と仲間が事故で死んだと思い込んでいる間抜けな老人が、這はいつくばって吠ほえております」

　聞こえてくる言葉に、耳を疑う。

（神官長は、勇者ご一行焼殺事件の真の原因を知っているのか？）

　三人が死んだあの事件には、不審な点がまだ残されていた。その前に勇者を襲った【黒くろ天てん[image: ]びん】と神官長がつながっているのなら、真相が明らかにできるかもしれない。

「なんじゃと？　おぬし、フィオナたちの火事の原因を──グ、ムグッ」

　しかし、彼は答えることなく勇者を拘束したようだ。

「この後。父上を侮辱した罪も合わせて死刑に処す」

「くそ、どこだ！　罪を重ねやがって！」

「おお──人を裁くのって、なんと気持ちの良いことでしょう」

「姿を現せ！　ギルヴァール！」

　俺の言葉に応えたのは神官長ではない。

　頭上で輝いていた裁きの天てん[image: ]びんが、教会堂の中央上空へと大きく動く。

　そこには、もう一つの裁きの天[image: ]があった。神官長が出現させた天秤だ。

　二つの天秤は宙空で、一つに融合していく。

　床が動く。「きゃっ」と姉がよろける。抱き寄せた身体からだの熱は増している。

（ツカ姉ねえは限界を超えている。護まもりながら、あいつをなんとかしなければ）

　決意する間に、動く床に俺たちはアリーナの中央にまで運ばれた。

「人は人の上に人を造る」

　目の前。同じくアリーナに立つギルヴァール＝トリニティはうっとりと語る。

「人の上に立ち、人を裁く者に間違いは許されません。絶対的に正しい人物のみが、この国の裁判をするべきなのです」

「「「「「神官長のお言葉のとおり」」」」」

　傍聴人約一万が、ギルヴァールに同調する。

「──裁判官ツカ姉は、あんたとは違う」

　思わず、口をついて出る。

「神官長ギルヴアール＝トリニテイ……あんたの正しさは、腐りきっている」

　腕の中で、汗に濡ぬれて発熱した少女の肉体を抱きしめた。

　たとえ世界中が信徒だらけになったとしても、俺は姉を護る。

「おお──なんと莫ば迦かげたことでしょう。別の世界から召喚されただけの平凡な小僧に、我らの世界の神の御意思がわかるわけはありません。言いがかりも甚だしい」

　見渡す限りの信徒に囲まれた、教会の長。

「私は神の代理人。この両手は聖なる神の手。悪事に手を染めたなどありえない──」

　ルミノール反応により青白く光る両手を広げ、言う。

「蒙もう昧まいなるニホン人に教えてあげましょう。私を疑うことが、すなわち罪です」

　ゴウン──と。頭上で巨大な黄金の天秤が生成されていた。

　一つの皿は、一つの家屋ほどにでかい。

　それが俺の頭上と、神官長の頭上──それぞれに浮き。

　ある黒い文字が表示された。




【被告人　佐さ藤とうアクト　及び　我わが妻つまツカサ

　罪名　　教会不敬　　　　　　　　　　】




「よって。この姉と弟を──死刑に処す」

　彼の一方的な言葉に、【判決　　死刑】と刑が表示される。

　教会不敬という罪は、聞いたこともない。きっと神官長が作った罪なんだろう。

（法律もクソもないクソ裁判だ。でも……）

　傍聴人たちに疑問の色はない。神官長を向いて頷うなずく表情が見える。

「【裁きの欠片かけら】は、元は一つの物体を分割したもの。古代より、分割された神器の所持者同士が対立した時、真の所持者を決める【決裁】が行われる」

　神器の性質に詳しい神官長は、裁きの魔法の仕組みを推理していたのだろう。

「裁きの天てん[image: ]びんのシステムを見るに、雌雄を決するのは第三者──傍聴人」

　腕の中、姉が「なにあれ。気持ち悪……」と呟つぶやいた。

　視線の先、頭上には黒い粒が舞っている。それは傍聴人の身体からだから生じたものだ。

「おお──なんと美しいことでしょう。罪人を決する黒き投票。さしずめ……この決裁を、【大天[image: ]裁判】とでも称しましょうか」

　黒い粒は一人から一つ生じ、皿の上へと移動していく。

「さあ！　敬けい虔けんなる信徒のみなさん。裁かれるべきはどちらでしょう？」

　神官長の問いに応じるように、粒はいっせいに──俺たちの側がわにある皿に載った。

　ギギ、ギギギギギ──

　世界が軋きしむような音をたて、大天[image: ]は傾いていく。

「異世界ニホンからはるばるこの世界にやってきた、罪人たちに。制裁を！」

　アリーナの中央で、神官長は祈るように手を組んで言った。

「「「「「制裁！　制裁！　制裁！　制裁！　制裁！」」」」」

　周囲を囲む信徒たちから、制裁のコールが巻き起こる。

　そのコールの中、俺はある『見知った声』を聞き分けた──が、どうしようもない。

[image: ]

（ここまで仕込まれているとは……解除するにも時間がいる）

　一万人の洗脳解除は、神官長と向き合った状況ですぐにはできない。

　制裁……ここで罪人とされたら、俺と姉は永遠に法廷に立てない身体からだになるのか。

　いやそれだけではない。ここは教会本部。神官長は俺たちを【浄罪のリスト】に加えて、堆肥室に連れて行き土にするだろう。

　それから王国はどうなる？　教会からすれば、異文化を広めた王女もイレアナもみんな罪人にできるだろう。それより洗脳してしまった方が合理的か──

　絶望的な想像がよぎる。その時、

「あっくん。あれ！」

　姉が指し示す方角に、一つ。赤い粒が出現していた。

「【疑義の赤あか[image: ]さび】か」

　たった一つでも、それがある限り天てん秤びんの傾きが鈍くなるようだ。

「誰ですッ!?」

　神官長が声を荒げ、赤い粒の下方へと歩んでいく。周囲の席、一階の最前列に、

「ああ──あなたでしたか」

　ゴブタの母親ライラ＝ボウチャーの姿があった。

（そうか。神官長はライラさんの証言を知る前に、信徒たちをここに集めたんだ）

　だから洗脳をされたフリをしていた彼女も教会堂に紛まぎれ込めた。

　ライラさんは一人で立っている。アルバさんはいまだ地下に隠したままなのだろう。

「し、神官長に、質問が、あ、あります」

　ずっと神官長に従わされ、喋しやべれなかった彼女の発声はぎこちない。

「ご質問ですか。ええ、どのような？」

　神官長は懐柔することにしたのか──微笑ほほえみながら彼女に向き合った。

「ク、クンバさんはっ。な、なぜ死んだのっ」

「天命です」にっこりと目と口を三日月のように曲げて言う。「神に召されたのです」

「わ、わたしがっ。腫瘍を、びょ、病院で、診てもらえばって！　言ったからっ？」

「教会の治療を信じなかったことを反省しているのなら、疑うのをやめなさい」

「じゃあ！　ア、アルバさんを、な、治さず、肥料にっ、しようとしたのはっ!?」

「私は神の代理人。あなたは神を疑うのですか？」

「か、神様は……わたしたちを、そんなに、黙らせ、従わせたいの、ですか？」

「あなた──面倒くさい、ですねぇ？」

　神官長の笑顔が、剥はがれ落ち始める。

「くだらない家庭の悩み事を聞いてやって、仕事までくれてやったのは教会です」

「ゴブタも、夫も、くだらなくなんて、ないっ。聞いてくれたのは、クンバさんで、仕事だって、あったのに、洗脳され、辞めさせられて、お給料だって、」

「無能が。喋るな」

　ライラさんが、「ひっ」と声をあげてうずくまる。

「たいした教育を受けず、教養のない頭の空っぽな人間は洗脳がしやすい。だからこそ、あなたを『特に敬けい[image: ]けんなる信徒』として認め、堆肥班という重大な任につかせたのです。俗世の悩みをすべて上書きしてあげて、ね」

　神官長は、洗脳が解けた人間に対してもその弁舌を振るう。

（ツカ姉ねえの言葉とは違う。聞いているだけでも、吐き気がしてくる……）

　俺はその言葉を聞きながら、【あるウィンドウ】を大量に作り始めた。

「あなたの後頭部に刻んだ例外的な【浄脳神言】には、それだけ信徒の皆様の信頼値を余計に消費したのですよ？　あなたはその分、他人に迷惑をかけ、安心を得た──」

　神官長の言い方は、人の心を追い詰めて従わせるような力を持っていた。

　魔法など使わなくても、人は人を洗脳することができる。こいつは、慣れている。

　俺は理解していく。【裁きの欠片かけら】を持つ者が得る裁きの魔法【文字の力】は所持者のイメージする力を元にしている。邪悪な者に、悪事をしやすくさせる力なのだと。

「あなたは、私たち教会を正しいと思わなければなりません。そうですね？」

　思考を、強引に上書きしていく言葉の力。

「は、はい……」

「今なら、神はあなたの愚かな不敬を赦ゆるしてくださいます。私に向かって頭を垂れなさい。さすれば天てん秤びんも疑義の判定を消滅させることでしょう」

　ライラさんは、震えながら跪ひざまずいた。

「さあ言うのです。『神官長のお言葉のとおり』と。それで幸せになれるのです。ほら、一万人もの皆様が、そうしていらっしゃいますよ？」

　ライラさんは、神官長の赦しを乞うように手を組み……訊きく。

「ゴ、ゴブタと、夫は、どうなります、か？」

「ご安心ください」神官長はにっこりと嗤わらって言う。「下等種族、ゴブリンは王国から消し去ります。もう考える必要なんてないのですよ」

「脅迫罪の、現行犯を認める」

　響いたのは、姉の声。

「裁判から逃走したうえ、よくもまあ罪を重ねてくれるな被告人」

　アリーナの中心から、神官長に歩み寄っていく。

「──フハッ。愚かな異世界人ですね」神官長は、再びアリーナの中心へと歩みながら応える。「脅迫？　どこが？　穏便にお話しさせていただいているじゃあないですか」

「脅迫罪の実行行為とは、親族の生命・自由に対して害を告知し、恐怖心を生じさせることを含んでいる。貴様がライラさんにやっていることは脅迫行為そのものだ」

「では怖がりな人は、やはり洗脳してあげなくてはなりません。そうでなければ、絶対の安心は手に入らない」

「絶対の安心など、この世にはない。人は間違いを犯すし、いたるところで事故が起きる。だからこそ、正しい裁判が必要になる」

「我わが妻つまツカサ……まだ裁判をする気とは。笑止。もういい。異世界人の裁判官などこの世界に必要がない。全員一致で死刑。そうですよねぇ、信徒のみなさぁ～ん？」

　ギルヴァール＝トリニティは、大げさな身振りで傍聴人たちに振り返った。

　──しかし。

「「「「「……………」」」」」

　誰も、応えない。

「……おや？　聞こえなかったのでしょうか」彼はもう一度言う。「不敬なニホン人は死刑！　ですよねぇ！　みなさぁんッ!?」

　──沈黙。

　周囲を埋める一万人の信徒たちは、覚めた表情でアリーナを見下ろしていた。

「もう、あんただけだ。頭がおかしいのはな」

　姉の後ろから歩み寄って、声をかけてやる。

「ほ、補佐官──佐さ藤とうアクトっ。キサマなにをしたッ」

　動揺する彼の手前、姉が振り返る。

「終わったのね、あっく──補佐官」

「ああ。全員漏れなく解除した。ちょっと残ってるのもいるけど」

　俺は手に小さな狐きつねの女の子を持っていた。「神官長のお言葉のとおり！　なのじゃぁ！　なーのーじゃぁ！」とわめいている。シスター姿の傾けい世せいたまもだ。

　妖よう狐このハーフである彼女にかけられた【浄脳神言】には追加分があった。【神官長に同意する言葉しか喋しやべれない】【今日より前の記憶を思い出せない】というのだ。よほどウザくてこんな重ねがけをしたんだろう。

「今、解除してやるからな」

　たまもに同じ文字を入れた【解除ウィンドウ】を吸い込ませ、消滅させた。

「ど、どうやって一万人もッ」

「やり方は今のと一緒だよ。あんたがライラさんと裁判官につっかかっていた時間で一万人分の解除文言をコピーしたんだ。それをミニマップに表示されたすべての傍聴人に重ねたってわけだ」

「そんな芸当を……この短時間で……」

「この程度の操作で驚かないでくれ。もっとすごい日本人はたくさんいる。あんたは異世界人だからって思考停止して死刑にするんだろうけどな」

　ウィンドウは、ファイルを複製するイメージをすればたやすく二つに増える。

　解除する文言をウィンドウで作ってから二つに増やし、ついで『二の二乗』をして四つに。三乗して八つ……十四乗すれば一万六千ものウィンドウができる。それを気づかれないように小さなサイズでやってスワイプして飛ばす操作をやっただけだ。

（つっても、脳の血管が何本か切れたみたいだけど）

　裁きの魔法は、通常の裁判を超える動きをさせると所持者の力を吸うようだ。頭の中の血が沸くような感触があって、身体からだに倦けん怠たい感かんがある。

「くはぁ──ッ！　気持ち悪かったのじゃぁッ！　後頭部が痒かゆい痒いッ！」

　洗脳から解放されたたまもが、調子を取り戻したみたいだ。

「懲罰室のゲロの臭においがわっちのやんごとなき尻尾に染みついちまったらどう賠償してくれんじゃぁッ？　このたわけがァッ！」

　ピョンピョン跳ねた後、傍聴席を指さして、

「そうじゃ懲罰室からわっちは見た！　あの男とッ！　あっちの男がッ！　ギル坊から腐った卵を持たされて毎日、倒壊現場に行かされておったわ！　おジャッジを妨害しろとか言われてのう！　あまりのセコさ！　わっちは裏切ったことを後悔せん！」

　と一気にまくし立てた。

　姉はたまもに「元気そうで良かったわ」と声をかける。

　たまもに指をさされた男たちは、口々に「ご、ごめんなさいっ」「洗脳されていたんですっ」と、姉に謝り始める。

「本当に、すべての信徒たちの文言が、解除されている……」

「たまもとライラさん以外、ほぼみんな同じ文言で解除は楽だった。ギルヴァール。あんたにとって他人はみんな同じってことかな。ただ自分に従わせられればいい。自分を疑う人間をなくす。単純だ。単純すぎて幼稚と言っていい」

　そろそろ俺は、溢あふれる侮蔑を抑えられなくなっていた。

「『人は人の上に人を造る』──か。そうだな。社会のシステムはそういうもんなのかもしれない。あんたもよく造ったな。で、今の気分はどうだ？」

　アリーナで、俺は姉の前に出る。被告人に向き合った。

「その『上』から転げ落ちていってるところだぞ」

「こ、こここ、」ギルヴァールは、コカトリスのように鳴き。「小僧ォ──ッ！」

　視界が、黄金色に染まった。

「きゃっ」

「ツカ姉ねえっ」

　咄とつ嗟さに、姉を庇かばって地面に伏せた。

　鞭の切っ先が、頭一つ上を飛んで行く音がする。

「佐さ藤とうアクトッ！　キサマッ！　ただの小僧の分際でェッ！」

　神しん[image: ]べんが荒れ狂う。伏せると同時に周囲に展開したウィンドウにぶち当たり、爆竹のような炸さく裂れつ音が響き渡る──

「言いすぎたかな」あいつの本性を見たいという気はあったけど……。

　腕の下には、やつれた顔の姉が心配そうな目でこちらを見ていて、「あっくん、血っ」と言って頬ほおを触れる。

　ドロリ、と頭部から自分の血液が垂れていた。どうやら風圧で切れたらしい。

「あっくんを傷つけた罪も、絶対に裁いてやるから」

「やめてよツカ姉ねえ。自分らがやられたのを裁くとか、『ダサすぎてお笑いにもならない』って言ってたじゃん」

「でもっ」

「ツカ姉は冷静になって。間違いのない判決を出すことに集中して」

　言っている間にも、ギルヴァールの攻撃は激しくなっていく。

　防御するウィンドウが、ガリガリと削れていく音がし、手元を見る。

　そこには減っていく【信頼値】の表示があった。

（百五十万以上あったのに、今や一万を切った……）

　一般的な【浄脳神言】は、三十一文字。解除には信頼値を62消費する。それを一万人以上やった上、【神器】の攻撃に耐えるのにさらに消費されていく……。

「神はッ！　キサマをッ！　この世界から排除するッ！」

　主語を見失った聖職者。その顔を、ウィンドウの隙間から覗のぞき見る。

　目も口も歪ゆがんだ昏くらい笑顔。白髪を振り回しながら鞭を振るう姿は悪霊のようだ。

「信徒全員の魔力を使ってでも、絶対にキサマを裁くッ！」

　暴力は、一万人の人々を糧として消費してでも続くようだ。

（さすがに、それは防がなければいけない）

　鉄のような味がした。頭から垂れた血が口内に入ってきたのだ。負傷して、たいした攻撃魔法のない自分がどこまでやれるのか──

　悩んだ、その時。待っていた念話が、脳裏に走った。




《ご主人様──今、お助けいたしますっ！》





　　　　　　　[image: ]






　ドゴォォォ──ッ！




　教会堂の壁の一角が、轟ごう音おんを立てて崩れ落ちる。

　暗く淀よどんでいた教会堂の内部に、陽の光が差し込んでくるのが眩まぶしい。

　朦もう朦もうとした砂煙の中に立っているのは、

「シロ！」「シロちゃん！」

　俺たちのメイド長、加か藤とうシロ──

「莫ば迦かな。教会堂の壁を、どれだけ分厚くしたとっ」

「ご主人様との間を、遮ろうとしたってムダですよ」

　たじろぐ神官長を見下ろして、涼しげに答え。

「従者の教えにのっとって、破壊するだけです」

　左脚を軸にして右脚を回転、特製の金属靴の踵かかとを──

「シロは、メイドですから──ぶっ壊れやがれッ！」

　ドゴォォォ──ッ！

　後ろ回し蹴りの要領でぶち込み、壁一面が吹き飛んだ！

「「か、格かつ好こいい……」」呆ぼう然ぜんと呟つぶやく、俺と姉。

　シロの蹴り技の圧倒的なパワーを目の当たりにして、股間が縮み上がる思いだ。

（お、鬼ごっこが蹴りじゃなくてタッチで良かった……）

　二重の意味で安あん堵どしながら、周囲のウィンドウをのけて立ち上がった。そこに、

「アクト様ぁ！　おジャッジ様ぁ！」王女の元気な声が響き渡る。「わたくしたちもおりますわぁ──ッ！」

　大きく空いた壁の穴から、入ってきたのは天馬の馬車だ。何人かが乗っている。

「不法侵入は赦ゆるしませんよッ！」

　ギルヴァールの鞭の先が、馬車の方へ向かう。が、

「すでに見切っていますっ」

　シロが空中で蹴り落とす。バチン、と激しい音がして、鞭は地に落ちた蛇のようにのたうち回っている。

「エクスタシア様を神器で攻撃しましたねぇぇぇ」馬車の中からイレアナの声がする。「被告人、ギルヴァール＝トリニティに死刑を求刑しまぁすっ！」

「か、かくなる上は……人質をとってでも、」

　まだ動く。彼の鞭を、

「許さない。なにが神の鞭よ──」

　止める間もなく、裁判官は這はうように近づいていき、

「せーいー……」右手拳を振りかぶって叫んだ。「ッ粛にィッ！」

　ビターンッ！

　ギルヴァールが「ひっ」と喘あえぐ。手に持つ神しん[image: ]べんの一つは床に釘くぎ付けにされていた。

（久しぶりに出た……ツカ姉ねえの『ハンマー』だ）

　まさか素手で神器を固定するとは。その向こう見ずな行動に息を呑のむ。

「──はは！　神[image: ]はもう一つある！　人質は裁判官にしてやろうッ！」

　叫んで左手に持つ神[image: ]を振るおうとした、彼の手は──

　動かない。

「な、なんだ──この汚らしい中年男はッ」

　ギルヴァールの左腕に、

「ゴブーロさんっ」

　ゴブタの父、ライラさんの夫がしがみついていた。

「オマエが……ライラを傷つけ、泣かせたんだなっ」

　天馬の馬車から状況を見て、降りて一目散にギルヴァールに飛びついたんだ。

「はぁッ？」

「ずっと、帰りを待っていたんだ。ゴブタと一緒に！」大きな身体からだの彼は、全身で神官長の左腕を抱きかかえていた。「最初にゲームにハマったのはオレなんだ！　オレがライラを不安にさせた！　オレが悪いんだ！　ずっと謝りたかったのに！」

「邪魔だ！　いいから離せッ！」

「人を道具みたいに使いやがって！　オマエはァ！　ライラに！　謝れよォッ！」

「ゴブリン風情が、囀さえずるな！」ギルヴァールは、左手を振り回す。「下等種族の分際でッ！　この私に触るな、肌の色が移るッ！　汚らわしいッ！」

　鞭が荒れ、ゴブーロさんの衣服を切り裂いていく。その様を馬車の中から見ているのか、「父ちゃん！」とゴブタの案ずる声が聞こえた。

「ゴブタにも謝れッ！　この一年、オマエは息子と母親を切り裂いたッ！」

「黙れッ！　どうでもいいッ！　ゴブリンどもの家族愛なんて、くだらないッ！」




【ギルヴァール＝トリニティ　誓約違反を検知】




　ついに、裁きの天てん[image: ]びんが動いた。

【制裁──　二度ト　法廷ニ　立テナイ身体ヘト　肉体ヲ改造ス】

　神官長の言動は、常軌を逸して余りある。

　下降する天秤の、本体部分が鋭く尖とがり始める。触手のような針が伸び──

　風を切り、ギルヴァールに迫った。

「ちッ！　げ、【迎撃】──ッ」

　神しん[image: ]べんの所持者は、姉とゴブーロさんに掴つかまれた鞭を振るうことができなかった。代わりに、「ひィッ！」と叫びながら、自分を守るように手中の柄を掲げ。

　ガキン──と、金属質の異音が響く。

　古代の神器と、最新の神器がぶつかって、散る火花に目が眩くらむ。

　視界を取り戻した時。神[image: ]は二つとも、アリーナの床上に転がっていた。

「これが──最古の神器、か」

　歩み寄る。古代文明の古美術品のような艶がある。しかしこれは生きている。

　惹ひかれるものがあった。手を伸ばす。

「凡人が触るな！」

　ギルヴァールの言葉を無視して、屈かがんで手中にした──瞬間。

　視界が闇に落ちた。

　身体中の神経に異物が侵入していくような感触を覚える。毛穴がチリチリする。

　遠くで、「あっくん！」「ご主人様っ」「アクト様ぁ！」……みんなの声が聞こえる。

　後頭部から血が吹き出た感触がある。

　しかし視界は暗闇に落ちた。自分の身体がどうなっているのかわからない。

（でも、まだ大丈夫……まだ耐えられるっ）

　両手から流入してくるナニカに集中した。こいつを理解しなければならない。

　そうしなければ、この世界を、ここの人たちを理解することができないと思うから。

「ふ、はは！　愚かな！　力に魅入られ所持者になろうとしたか！　魔力を吸い取られて死ねばいいッ！　そう簡単に習得できるものではありませんよッ！」

　耳障りな外界の音を閉ざす。

　代わりに見えてきたのは、原初の光景だった。

　大気中の『魔素』が視みえる。まだ若くまばらで、世界に馴な染じんでいなくて。

　なにもかもが、赤あか錆さびていた。

　世界に豊かさはなく、赤い錆さびばかりが付着していた。寂しく虚むなしい。滅びゆく世界。

　このまま朽ちて消滅するかと思った世界は──変わる。

　瞬くような明滅がして、生命体が増えていく。別の世界からやってきたとしか思えない者たちの、強力な力によって破壊と再生が繰り返される。その中に、神しん[image: ]べんがある。

　魔王と呼ばれる存在を何度も食い止める神[image: ]。やがて人間種族が繁栄していく。

　人々は魔王と同等に神[image: ]を恐れ、跪ひざまずき、崇あがめた。最古の神器は三千年間継承され、その間に神[image: ]は数え切れないほどの魔獣を屠ほふり、同じくらいの人間を処刑した。

　鞭の動きは自由自在。人体の穴という穴を陵辱したこともあれば、山を割ってゴブリン種族の村ごと生き埋めにしたこともある。人々と異種族が泣き叫ぶ様を幻視する。

　光景は神[image: ]に宿った記憶だ。時間の概念を超えて流れ込んでくる。自分の脳に入りきらないデータ量。その中には、先代の神官長と先王とのやりとりもある──

　俺は──欲しい、と思い。

「【習得】」と唱えた。

　両手の中で、二つの神器が熱く震え。

　不可視の触手が、体内の血管を這はい回り──自分に一体化したのを直観した。

「【支えよ】」

　そう唱えて、イメージする。身体からだ中じゆうの血管が脈打ち、自然とかたちが模される。

「なるほど。これは確かに神の鞭だ」

　鞭のかたちは、俺と同じ背丈の血管人形となっていた。赤黒い色合いのそいつが、人間椅子となって俺の身体を支えて宙に座る姿勢になる。柔軟な力だ。ならば──

「【泥を】」神器の尖せん端たんを伸ばしてアリーナの地面を掘った。地中で再び鞭を血管のように張り巡らして、地上に戻し、「【固定せよ】」垂直に固定させる。

　アリーナの中央にできた泥の柱は、微動だにしない。ビルの柱だって偽装できたろう。

「証拠調べは終わりだ。物理的に不可能なことはほとんどない。その通りと認めよう」

　神が与えた、特別な力。その所持者になれたことに、全能感を覚える。

「あっくん……か、髪が……っ」

　言われて気づいた。

　前髪をつまむ。綺き麗れいな白色になっている。毛穴が焼けたように発熱していた。頭髪すべてが白くなった実感がある。目を細める。睫まつ毛げも白いようだ。

　たまもとゴブーロさんが「アク坊……」「ほ、補佐官さん……」唖あ然ぜんとこちらを見上げている。後頭部の血は凝固していた。一瞬で白髪になった様が異様だったか。

「習得するには、しょうがないか」

　むしろ最強の神器を所持するのに髪のカラーチェンジくらい安い代償だろう。

「ば、莫ば迦かな！」震える声でギルヴァールが言う。「習得した、だと？」

　俺は悪趣味な金の血管人形に座ったまま、同じ白髪の彼を見据えて言う。

「あんたの気持ちがわかったよ。特別な力だ、これは」

　左手と右手。二つの神しん[image: ]べんは自分の手中で馴な染じみつつあった。

「神様ってのには会えなかったけど。こいつを握ってると、人の上に立つのが当然って気分になる。過去三千年、それで上う手まく回ってたんだから、なおさらだ」

「ほ、本当に……あの三千年を！　原初の光景を、視みられたのですね」

「ギルヴァール」

　座る俺と、立つ彼。神[image: ]の人間椅子を動かして、目線を同じ高さに合わせた。

「こいつを持つ者は、人を支配していいんだっけ？」

　言いながら、左手の神[image: ]の柄を目の前に見せつけた。

「おお──あなた様が、神の代理人になられるのですか！」

　問いに、周囲の人々がざわめく。

「ならば！　私は、再解釈をさせていただきます！　今まで誤解しておりました！」

　彼は俺の前で跪ひざまずき、頭の中の聖典をめくるかのように両りよう眼めをギョロギョロ動かした。

「アクト様こそ！　神に選ばれしお方！　異世界から召喚され、すべての神器を手中にし、習得する特別な才能を授かった！　これは神のご意思！　異世界文化を模倣する我らに対する神の意趣返し！　真にこの世の人々を支配するべきはアクト様！　神に選ばれし、新しく正しい神官長なのです！」

　両手を挙げて、ぐるりと回って、教会堂に響き渡る声量で言う。

「私はアクト様に比べれば非才の身。謹んで神官長の座を降りましょう。しかし私とて神[image: ]の技能には長けておりますれば、時たま片方を授けていただければ……アクト様の良き右腕として働きましょうっ」

　彼の言葉を聞いた人々が心配げにこちらを見ているのを感じる。

　神の道具の力に呑のまれ、特別な支配者になろうとしているように見えるのだろう。

「本当に……この力の『正しさ』を疑わないってのがよくわかった」

「はい？」

「ならないよ」俺はにっこりと笑って言った。「俺は神官長になんかなりたくない」

「えっ？」

「おかげさまで、なぜこの世界に喚よばれたのかわかったよ。そこはありがとう」

　俺は右手の神しん[image: ]べんを脇に挟み、左手の神[image: ]の柄を両手で持った。

　彼の目の前で、サイリウムでも折るかのように、両手で力をかけていく。

「物理的に最強の神器……人を従わせたくなる神の力……」

　所持者の手で曲げられる神[image: ]の柄。

　さっきまでの所持者が、「ま、ままままさかっ」と言う目の前で。

「んなもん──」

　ビキッと、亀裂が入り。

「いらねぇよッ！」




　バキィィィィィィィィィィン──ッ!!！




　神[image: ]は、砕け散った！

　鞭のボディが力を失ってパキパキと折れていく。空中に固定していた泥が落ち、鞭の先は朽ち果てた草のように散って、風化していく。

「アアアアアアアアア──ッ！」

　神官長の座を勝手に降りた男が、目を白黒させ絶叫した。

「なんということをッ！　し、神[image: ]が神[image: ]が神[image: ]がアァァァッ!?」

　ギルヴァールは這はいつくばって、柄の破片をかき集めた。

　しかし破片は手の中で粒子になって、虚むなしく消えていく。

「所持者が自ら破棄するなんて！　もう修復ができませんよ！」

「だからなに。いらないよ鞭なんて」

　俺はもう片方の神[image: ]で造った椅子から降りて言う。

「物理的に最強？　暴力だ。戦争中でもないこの国になんの必要がある」

「はっ、はっ、でもぉっ、破棄だなんてっ！」頭を掻かきむしっている。

「そもそもうちの姉は【裁きの欠片かけら】だって破壊しようとしてたんだ。ただ神に会うのに要りそうだから持っている。でもこの古いやつはいらない」

　また誰かの手に渡ったら、確実に紛争の種になる。

「どうしてっ!?　最古の神器を所持して、絶対的に正しい人物になればいいッ」

「あんたの言う、正しい人物ってなんだ？」

「同類だ、そこの裁判官と！　人の上に立ち、すべてを知り、ゆえに支配する！」

「ツカ姉ねえはあんたとは違う！」

　足元で跪ひざまずいているギルヴァールに対して言う。

「うちの姉は一度だって自分が正しいなんて言ってない。だからこそ、少しでも疑わしいところがあったら調べるんだ。考えて考えて考え抜くんだ。万が一でも、間違えそうなら止めてくれって弟おれに頼んでる。それでも間違えた時には、俺を鞭で打つなり炎で焼くなり、この世界の人たちがしたいようにすればいい」

　彼のローブははだけ、むしった白髪が抜け落ちている。

「そんな姿になってまでどうしたかったんだ。ただ、正しさを思い込みたかっただけなんじゃないか。それがむしろ不安を招いた。自分の言うことすること一つ一つすべてが正しいなんてどうしたら証明できるんだ？　結局、みんなを洗脳するしかなくなった」

「だ、だってそうしなくちゃ」悲しげに、言う。「絶対の安心が、手に入らない」

「絶対の安心なんてない。絶対に正しい人がいないように。だからみんな、学んで、頑張ってるんだ。少しでも正しいことをなせるように」

「みんな……？」

「この場にいるみんな。何の落ち度もないのに、あんたに苦しめられた」

「苦しいのは……信心が足りないから……？」

　埒らちが明かない。

「残った神しん[image: ]べんも、折るか」

　もう一本。へし折ったのと同じように両手で持った。

「あ、謝ります！　謝りますからやめてくださいッ！　ごめんなさいッ！」

「ごめんなさいでクンバさんは蘇よみがえらないし洗脳された人たちの傷だって癒えない」

　俺の脳裏には、何人もの人の無念があった。堆肥の臭においも感触もまだ消えない。

　アルバさんが受けた苦しみに……今、してあげられるのは真実の追及だ。

「自分がなにをやったのか。全部白状してくれないか」

「は、はいぃッ！　神に選ばれし、アクト様──」

　涙ぐんで、彼は喋しやべり始める。

「悪性の腫瘍というものを、知らなかったのです。聖典に、そんな記述はなかった。教会が行える神功波治療は、自然治癒力を高めるヒーリングです。それが腫瘍というのを活性化させ、全身に転移させてしまったのです」

　その口から語られる内容には、もうなんの虚飾もなかった。

「父上から、万が一、都合の悪い死者が出た際には『堆肥室』を使うようにと……『浄罪のリスト』と共に引き継いでおりました。取得していた【裁きの欠片かけら】から、【文字の力】を引き出せたのもその時期。人を洗脳する力を徐々にうまく使えるようになっていって、夢を見ました。教会堂に満員の信徒たちがひしめく光景──」

　ギルヴァールの視線は中空を彷徨さまよう。今、ここではないどこかを見るように。

「生前、父上は私を鞭でなぶりました。教義は正しい。疑うなと。そして私には教会堂を満員にすることはできないだろうとなじりました。父を超えることのできない平凡な子だと。私は……教会堂を、信徒でいっぱいにしたかった……」

　その夢は、一瞬だけ叶かなったのかもしれない。

　しかし今、周囲から彼に注がれる視線は、信仰ゆえではない。

　憐あわれみだ。

「どうせ死ぬクンバ＝ノルズを、活用しようと決めました。その兄のアルバも消したい。父上に拾われた戦災孤児の二人なら隠蔽もたやすい。病気の事情を知ってるライラ＝ボウチャーは【浄脳神言】の実験体として活用し口封じもする。そう決意した頃……【黒くろ天てん[image: ]びん】がやってきて、力を貸してくれたのです。【禁忌魔法】を」

　彼は震えながら、自分の動機を吐き出していく。

　その様子を、大勢で見守る。教会堂に開いた大穴からは、大法廷からずっとついてきた傍聴人たちも入ってきていた。

「最高の計画ができたと思いました。平和ボケした人々には到底見抜けない偽装工作。その頃召喚され、神裁きの宣言をしたおジャッジ様をも追放し、異世界文化もなくしていって……王国を再び教会の手に取り戻す。できると……思ってしまった……」

　その肩から、破けた神官長のローブがずり落ちた。

　露出した彼の肉体には、鞭で打たれた無数の傷痕が見て取れる。

　父親から受けた虐待的教育の証拠になるだろう。

「禁忌魔法使いが本当に【物質変換】できるのかを事前に確かめ……血痕が消える雨が降る日……ノルズ兄弟を時限装置にし……異世界人の目の前でビルを倒壊させ……今の王国の間違いを強調し……死体は肥料にして……父上を見返し……絶対の安心が……得られるように……神しん[image: ]べんと文字の力で……この国を……できると……」

　ギルヴァールは、欲しいものが得られないものと理解した子どものように項垂うなだれた。

「父上は……私は……正しくなかったのか……」

　アリーナの床に、彼の目からこぼれた涙が落ちる。

　被告人の様子に、感じることはたくさんあった。でも、

「【黒天[image: ]】について、詳しく教えて欲しい」

　ここで詰めておかなければならない。それは重大事件の裏に見え隠れする影──

「勇者事件にも関わっていたのか？」

　ギルヴァールは、さっきもラマンさんに『妻と仲間が事故で死んだと思い込んでいる間抜け』と言っていた。あの火災事故は【黒天[image: ]】に仕組まれた可能性がある。そうとは知らずに勇者ラマンを有罪しけいにしていたら……と思うとゾッとする。

「そ、それはっ……言えません」

「残念だな。折るか」

　俺は再び残った神[image: ]の柄に手をかけた。ビキビキと亀裂が入っていく。

「や、やめてぇ！　やめでぐだざいッ！　おねがいじまずッ！」

「言ってくれるか。【黒天[image: ]】のすべてを」

「は、はいッ！　【黒天[image: ]】とは──」

　その言葉が、意味を紡ぐ前に、異変は起きた。

　ギルヴァールの身体からだが、脳天から黒く染まっていく。




　アリーナの上空。いつの間にか、黒い天秤が浮いていた。











[image: ]




「黒い……逆さ天てん秤びん……」

　異様さに、目を奪われる。

　金色の裁きの天[image: ]に対して、それは黒く、昏くらく濁った輝きを発している。

　大天[image: ]よりも小さく、皿が逆さまの状態で──ギルヴァールの頭上近くに浮いていた。

「あんちゃん！　オイラがビルの中で見たやつだ！」

　ゴブタの声がする。馬車に乗って入ってきた王女たちと共に、アリーナに立って黒天[image: ]を見上げている。

「ご主人様っ、未確認の魔法です、お下がりください！」

　シロが俺の前に駆け寄った。視線を地上に戻すと、そこには、

【■■■■　■■■■■■　■■■■】

　得たいの知れない古代文字のような記号。

　ギルヴァールの肉体が、頭頂部から順に黒い文字に変貌していた。

　刹那──ヴン、という音と共に緑色の光が生じ。

　文字と化したギルヴァールの顔面が、消失していく。

「この光は──物体転移の魔法陣っ」とシロが言う。

　勇者村と首都の間を結んでいた緑の発光をする魔法を思い出した。

「口封じ、するつもりか」

　脳裏でつながった。肉体を物体化させて、逃がそうとしている何者かがいる。

「──私は」

　口を失う寸前、ギルヴァールは最期に呟つぶやいた。

「魔王に魂を売った──」

　ガラガラガラ──音を立てて、彼の上半身が文字に分解されていく。

「補佐官！　もう被告人を逃がすわけにはいかないっ」

「ああ！　このまま奪われてたまるか！」

　初見ではあるが、文字の力に対抗するなら文字の力しかないだろう。

「判決を言い渡そう！」

「──」姉の瞳が、少し揺れる。俺はそれだけで察した。

「たまも！　被告人の弁護を頼む！」

「はっ？　はぁぁぁぁぁッ!?　正気かアク坊ッ!?」

　洗脳を解除されてからずっと、事の成り行きを見ていた弁護士傾けい世せいたまも。

「やんごとないわっちの頭にうんこ文言刻みつけた大罪人じゃぞッ!?　弁護ォッ!?　むしろ求刑したいぐらいじゃ、あらゆる拷問を受けて野垂れ死ねッ！」

　小さくて尻尾が五本生えた狐きつねの幼女は、口から泡を飛ばしながら罵倒する。

「だからこそだ」俺は諭す。「怒りにまかせて、一方的に判決を出したら俺たちだって神官長と似たようなもんになるだろ。それでみんなが納得できるとは思えない」

　ギルヴァールが喋しやべっている間、俺は傍聴席の信徒の顔色をずっとうかがっていた。

　洗脳から解除されたばかりの時には怒りや憎悪の表情ばかりだったけれど、神官長の父親の話や、彼の身体からだに刻まれた傷痕が出てくると同情的な表情の人も出てきていた。

「どんな罪人だって事情がある。なんの弁護もなく裁いていいわけじゃない」

　頭の隅でふと思う。もしかしたら、ギルヴァールを利用して出てこない黒幕のやつらは俺たちが勝手な裁きをして信頼を失うことまで狙っているのかもしれない。

《──あっくん。ありがとう。お姉ちゃんも弁護は必要だと思ってた》

　姉からの念話がくる。俺が察したのは姉の信念だ。

　本来の裁判手続からだいぶ崩して強引に進めているけれど、重要なところで日本の裁判の信念を失ってはならない。そうしたら姉の信念に影が差してしまう。

《俺が、ツカ姉ねえの裁しん判ねんを護まもるよ》

　姉がこの世界に召喚された意味はそこだ。裁きの信念を護らなければ。

「たまも。頼む。俺には弁護なんて難しいことできないんだ」

「ん～。まーそーじゃろうな。なにせわっちは王国司法試験の一位！　そして数千年の知識！　刑事しか能の無いイェレーニアナとは違ってあらゆる弁が立つ希け有うな存在じゃ」

　走り寄ってきたイレアナが「いちいちワタシと比較するな」とこぼす。

　裁判官が、「検察官は、今までに出した罰条、求刑の他に述べたいことは」と言い。

「はっ──ありません！　求刑は死刑！」

「頼む！　たまもしかいないんだ！」早く！

「よかろう。さぁ聞け聴衆！　わっちの最終弁論──」

　たまもは眼めを閉じ、一呼吸してから言った。

「本日。白日の下となった被告人の犯罪行為のうち、教会外部で行われたビル倒壊の工作については、被告人の関与に不明な点が残っておる。また、ビル倒壊、死体の損壊、どちらについても被告人は直接手を下しておらん。さらに情状として、被告人は幼い頃から父親から虐待的教育を受けており、そのため正常な判断能力を失っていた、心神喪失の可能性があろう。裁判所はかかる事情を総合考慮し、どうぞ正しい判決を出されんことを」

「判決を言い渡す」

　たまもの弁論が終わった瞬間、被かぶさるように裁判官の言葉が続いた。

「主文　被告人を、無期懲役に処する！」

　姉の言葉と同時に、ウィンドウに生じた文字を操作する。

「理由。本日明らかになった客観的事実、各証拠、各証言から、被告人が倒壊事件発生前に本件ビル内に侵入していたことに間違いはなく、建造物侵入罪が成立する。罰条、刑法１３０条！」

　裁判官が一息に言い切った罪の成立ごとに、その文字が入ったウィンドウが俺の手元に出現する。

「クンバ＝ノルズに対し神功波治療を施したことによる腫瘍の悪化自体には、過失の余地があった。しかしその後、被告人は病状を知りながら同人を教会内部に留とどめ、外部の医療を受けさせない扱いをした。さらには同人をビル倒壊の時限装置として利用し、死に至らしめたのであって、直接の殺人行為がなかったとしても、また死亡の時期が不明だったとしても、因果関係が認められ、殺人罪が成立する。罰条、刑法１９９条！」

　裁判官が生み出した文字に手を突っ込む。強くイメージする。

　ギルヴァールの身体からだを、ここに留めなければならない。そのための力が欲しい。

「アルバ＝ノルズに対してもビル倒壊の時限装置として利用したことが認められるが、一命を取り留めたため、殺人の未遂罪が成立する。罰条、刑法１９９条及び２０３条！」

　文字は俺の右手に握られて鎖状になった。

　腕を、振るう。

「クンバ＝ノルズの遺体が堆肥室で肥料にされたことについては、実行行為こそ他の信徒であったものの、同人は被告人の【文字の力】による洗脳を受けており、被告人の犯罪実現のための道具として利用されていたことから、被告人の正犯性を認め、被告人に死体損壊罪が成立する。罰条、刑法１９０条！」

　判決文が連なって、被告人の身体に巻き付いていく。

　文字の鎖で彼の身体を地上につなぎ止められるよう念じた。

「事件現場での虚偽の証言につき、偽証罪が成立。罰条、刑法１６９条！　ライラ＝ボウチャーに対する威迫行為につき、脅迫罪が成立。罰条、刑法２２２条！」

　ぐるり、と。判決と理由の文字が、彼の腰の部分に巻き付いた。

　文字の形に解体されていく上半身に、拮きつ抗こうする。

「被告人の情状として、亡き父親から受けた虐待があげられている。しかし、親から虐待を受けたからといって、人は人をビル倒壊の時限装置にしたりしない」

　姉が得た文字の力──【法文重力ローグラヴイテイ】を念じる。

　ギチリ、俺に握られた文字が重くなる。

　被告人の身体は、捕縛された罪人のように地面に膝を突いた。

「本件被害者らは何の落ち度もなく、自らのより良い生のために信心を持もとうとしていた。被告人はその信心を命と共に踏みにじった。被告人は己の罪を認識していたからこそ、大法廷で裁判を誤った方向に導こうと弁舌を尽くした。混乱する王国民を見て喜ぶ態度から、被告人は判断能力に欠け心神喪失状態であるどころか、神官長という責任ある立場を長期的に悪用したことは明らかである。ついには教会堂を満員にしたいという身勝手な欲求を充みたすため約一万人を洗脳し、人の自由を剥はく奪だつした邪悪な知能犯であり、極めて卑劣である」

　文字の力を行使するのに必要な【信頼値】が、急速に減っていく。

　だが一方で、急速に増えてもいた。

　周囲を囲む傍聴人たちが納得し、この裁きを評価してくれているのを感じる。

「以上によれば、被告人の悪質性は極めて大きく、刑事責任は極めて重い。弟の亡なき骸がらと共に堆肥の中に閉じ込められたアルバ＝ノルズの被害感情は察するに余りある。犯行の罪質、殺害の手段方法の執しつ拗よう性、残虐性、社会的影響の兇きよう悪あく性に鑑みて、極刑である死刑をもって報いるべきとも言える」

　ブツリ、と手応えがあった。

　黒くろ天てん[image: ]びんが消失していく。

　下方には、下半身だけ残された被告人の肉体がある。

「しかし。本件犯行の動機について第三者からの影響がなかったとはいえないこと、最終的に自白し謝罪を述べたことを考慮し、主文のとおり、無期懲役に処するのが相当であると判断した！」

　分断された腰以下の肉体の、断面の方がゴロリとこちらを向いた。

　そこに本来見えるはずの内臓は見えない。墨で塗りつぶされたように黒い文字が蠢うごめいている。出血はない。両脚が痙けい攣れんしたようにビクンビクンと動いている。奪われた上半身はどこか遠く【黒天[image: ]】の手に渡ったのか。この状態で生きている。

（人の肉体を文字にしてバラバラにするなんて……これが『魔王』の仕業なのか？）

　神官長が邪悪であったよりも、さらなる邪悪の気配を感じた。




　ガコン──




　国中に響き渡るような音が響く。

　頭上。再び高く浮いていた大天[image: ]が、ギルヴァールが立っていた方に傾いていた。

　傍聴人全員から生じた黒い粒が、重く下がった皿に乗っているのがわかる。

　皿の下には、文字が並んでいた。




【有罪　被告人　ギルヴァール＝トリニティ


　　　　罪名　建造物侵入、殺人、殺人未遂、死体損壊、偽証、脅迫】






　全員一致で、彼は有罪となったのだ。




【◎◎◎　よく裁けました　◎◎◎】




　裁判の終わりを示す文字。

　姉と俺の手元に、三つの裁きの欠片かけらが落ちてきた──
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　『大天てん[image: ]びん裁判』が終わった後のことです。




　私は王宮府メイド長として、あらゆる事後処理のお手伝いをしました。

　まず黒天[image: ]を出現させた者、ギルヴァール＝トリニティの上半身を転移させた者の捜索を行いました。残念ながら……現在、特定には至っていません。

　捕獲した下半身に対して尋問を試みましたが、当然ながら喋しやべらせることができません。それに、ビクンビクンと痙けい攣れんしたように跳ねました。まるでこの世界のどこかに連れて行かれた上半身を拷問されているかのように。ギルヴァール＝トリニティの下半身には、研究施設で拘束するかたちの無期懲役刑が執行されました。

　その他……今回の事件に影響を受けた、たくさんの人たちについて。

　勇者ラマンさんは教会堂の隠し部屋で縛られていたのを発見、救出。アルバさんは信徒会館の地下に隠れていたのを救出。洗脳されたことになお戸惑っている信徒の方々に対しては、専門家のケアを施すことに決定。ゴブタさん、ゴブーロさん、ライラさん……ボウチャー家のみなさんは、メイドたちでご自宅に送り届けました。

　それからの対応について──中心に立たれたのは、佐藤アクトごしゆじんさま。

　おジャッジ様には、いったん王立病院にご入院していただきました。重度の体調不良であった上、無理に神器を握った心身の影響を検査しなくてはなりません。

　それでも病床から念話魔法をお使いになられ、ご主人様と連携して法律的な後始末に着手されました。今回の被害者のために、支援制度を活用したり、教会本部の財産の差し押さえを進められるそうです。

　事件の解決と共に、真相は王国中に広まり。

　教会本部の建物は、証拠を保存した後で解体されることになりました。

　忌まわしい隠蔽、そして洗脳が行われた建物は消え。

　代わりに、おジャッジ様の判決は王国の歴史として語り継がれていくことでしょう。

　もう、街行く人々に不安の色はありません。

　王国は平和な日常を取り戻したように見えます。




　──二日後。仕事の途中、公園のお手洗いの前でご主人様をお待ちしていた時、

「シロ～っ！」

　主エクスタシア様の方からお声がけをいただけました。

「は、はいっ」

　久しぶりで、緊張が走ります。約十日ぶりにお話ができます。

「わたくし、あの時……シロを遠ざけてしまって、ごめんなさいですわ」

「そんな……とんでもございません」

　主あるじがそばにいらっしゃると、お花畑のような匂いがします。私はそれだけでフワフワとした心地になる。身体からだの奥がポカポカする。

「エクスタシア様がまたお元気になられたことこそ、シロの至高です」

　真実には、人を癒やす力がある。

　どのようにして事件が起きたのか。誰にどのような責任があるのか。関係性を解き明かした後、私たちのわだかまりも自然と解消していきました。

「まあ～シロったらぁ～モフモフしますわぁ～☆」

　キャッキャウフフと私の尻尾なんかを撫なでてくださる。

「んっ……くぅん……」

　思わず声が漏れる。幸せ。

「……でもねシロ。わたくし、元気は余ってても頭は足りてませんの」

　ペタペタと私の手を握られながら、でもその表情には影がさしていた。

「シロがアクト様と頑張ってくださったの、すごく伝わってきましたわ。一方わたくしはダメダメでしたわね。なにもわかってなかったもの」

　アクト様。私の、命じられたご主人様。
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　そのお名前は、今、私の中で以前とは違う重みを持っています。

「……エクスタシア様のご判断は、正しかったのだと思います」

　彼と出会った当初。主あるじの召喚魔法は失敗したのだと思いました。

　多大な時間と労力をかけて、異世界ニホンから召喚できたのが少女と少年。前者は容貌が変化した職業裁判官だとしても、後者は平凡そうな男子高校生でした。もっと他に召喚されるべき人材がいたのではないか、そう思っていました。

　でも、認識は変わった。

　自分たちの世界の外の世界からやってきた平凡そうな男の人が、この世界の人のために涙を流し、駆け回り、価値を認めて褒めてくれる。ついには人肉の堆肥の中から人命を救い出して魔力移しをし、やがては一万を超える人々の洗脳を解きました。

　それは、充分に非凡。

　この後──非公式の調停が行われます。

　調停とは話し合いのこと。夫婦関係を円満に調整するために、家庭裁判所で用いられる調停手続があるのだといいます。

　調停を開くことは、ゴブーロさんからご主人様に申し出がありました。息子のゴブタさんの事件は不処分相当となって終わったものの、妻であるライラさんにどう話せばいいのかわからない……不安なのだと。

　家族というものが、他人の手によって引き裂かれるとどのような傷を負うのか。残念ながら、家族の代わりに主を持った私にはよくわかりません。

　でも、ご主人様は寄り添える。

　ゴブタさんを励まし、さらに相談役としてエルマさんの協力も取り付けられました。異世界の家庭問題を、ニホン人の常識だけで扱いたくないのだと。

（『神の意趣返し』──この言葉は、その通りなのかもしれない）

　ご主人様は、神様からこの世界に与えられた人なのかもしれません。

　事件に対して、法律的な判断はおジャッジ様がなさってくださいます。

　ただ根本的な問題。この世界の人々にとってなにが大事で、なにが不要なのか。

　強大な力を手にしても誘惑されず、破棄できる心。

　王国に必要だったのは、『良くない力』を裁く力だったのではないか──

「シロ？」

　愛いとおしい、まん丸なお目々が私を見上げています。

「──シロだけでは、護まもりきれませんでしたから」

　自然と、言葉が出てきます。

「ご主人様のおかげです」

　今回、私は自分の小ささに気づかされました。

　主を護ると馬鹿の一つ覚えのように言いながら、まったく護れていなかった。自分の手と脚で対処しようとして、事の大きさに振り回されていただけ。

　ご主人様の『護まもる』は、もっと広くて、大きい。

　おジャッジ様の安全だけを護ろうとしているのではなく。その信念を護り、それが王国を護り、その中でエクスタシア様を護ってくれた──そのくらいの大きさです。

「エクスタシア様。なにかご不安なところはアクト様を頼られてはいかがかと」

　私の元々の主あるじが、可愛かわいらしいまん丸なお目々を見開いて、

「あらためてアクト様にお付きに──って。お願いする必要、なさそうですわね」

　嬉うれしそうにおっしゃいました。

「わたくしは最初から感じておりましたわ。アクト様は神様が選んだお方だぁ～って」

「神に選ばれし──補佐官、ですか」

「そうそうそんな感じですわぁ！」

　その時、ジャーッと水が流れる音。ご主人様のご用が足された気配を感じます。

　それに「ふぁ～ぁ～っ……」というあくび。洗面台で顔を洗う音。

　ご主人様はたいへんにお疲れです。

「……シロが、ご主人様をお護りしなければ」

　漏れるように口から出てきた、自分の言葉。

　幼い頃から過ごしてきた主とは違うご主人様。命じられて、付き従い、助けていた。でも、少なくない時間をご一緒して……今では違う気持ちが芽生えています。

　彼の匂いは、落ち着きます。彼を想おもうと、優しい気持ちになります。

　彼の感じること、考えることが興味深く。彼のために動きたい。

　これから、もっと──

　決意を新たにした時、「エクスタシア様、お時間が……」と他のメイドが言いました。

「じゃあシロ！　そっちはよろですわぁ！」

「はい！　全力でアクト様ごしゆじんさまに仕えさせていただきますっ」

「わたくしはとりあえず公務再開してきますわぁ──ッ！」

　眩まぶしい笑顔の主の後方で、人々が待っているのが見えます。

「みなさまぁ～、お待た生存権～！」

　主は駆けていく。可愛らしいピンクのメイド服がヒラヒラとはためく。周囲に潜んでいた護衛のメイドたちが、付き従っていく。

「あっ、シロ！」

　みんなの中心で、振り返って言う。

「今夜の催し、楽しみにしておりますわぁ～！」

　そう。今夜は、催し。




　みんなで集まる慰労会パーテイーがあるのです──
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「アクト様のお寝顔。素敵ですわぁプニプニプニプニ──」

「つっついたらダメよ王女。あっくんは疲れてるの」

「おいアク坊！　もう休憩時間は終わったぞ！」

「たまも、終わってないぞ。一時間につき十五分の休憩が推奨されている」

「うっさいわ！　イェレーニアナ……おぬしそれ守っても眼鏡じゃろが」

「ワタシはゲームではなく、ニホンの小説に視力を捧ささげた！　後悔はしていないっ」

「おジャッジ様。ご主人様のアイマスクがズレました」

「う～ん……ほんと可愛かわいい……ずっと見ていられるわ♥」




　──騒がしさに、眼めを開けた。

　視界に入ってくるのは、ピンクでファンシーなお部屋。

　窓の外には、夕闇の中でビル群の灯あかりが輝いている。

（そうだ……慰労のパーティーをしてたんだ）

　急ぎの仕事が全部終わった週末の夕方。

　みんなで王宮の塔の最上階──王女の部屋に集まって、ゲームをしていたのだ。

「あっ。アクト様～！　おはようご罪刑法定主義ぃ～」

　右から、王女の天てん真しん爛らん漫まんなゆるふわ笑顔。

「ごめん、うたた寝しちゃった。どれくらい？」

「ちょうど十二分です」

　左から、アイマスクを手に言うシロ。

「じゃあもう起き──ぶふぉッ」

　プヨヨン──と。上半身を起こそうとしたら、顔にやたら柔らかいものが当たった。

「きゃっ……もう、あっくん……」

　いつもの身内のいい匂い。姉の、たぷたぷとした立派なお胸だった。

「ってなにしてんのっ」

「ナニって膝枕よ。よくしてたでしょ」

　姉の顔は上下逆さま。頬ほおを紅潮させて微笑ほほえんでいる。

「だからそれ俺が小さい頃っ」

　よくもまあ人前で濃厚なスキンシップができるもんだ。頭は、お胸から落ちた次はモチモチとした太ももに埋まっていた。なんとか動かし姉の違法な身体からだから脱する。

「あぁ～ん、せっかく久々の触れ合いなのにぃ」

「ツカ姉ねえはもうちょい人目を気にして」

「え？　いいじゃない。ここのみんなは仲間みたいなもんでしょ」

　仲間。

　シロ、王女、イレアナにたまも。

「弁護士わつちと検察官アホエルフが仲間なわけないじゃろ」

「なぁたまも。今回は実に情けなかったなぁ？　悪人の弁護を引き受けた結果、洗脳までされて。そろそろ弁護士バッジを返納する気になったか？」

「はァ？　おぬしこそ、十八も罪名を列挙しておいて、通ったのはいくつじゃ？　六つじゃ！　三分の二、十二回負けたようなもんじゃ！　負け！　負け☆　負～けっ☆」

「いやその理屈はおかしい──」

　言い争いを始める二人。

「仲間じゃなくて、仲間みたいなもんって言ったんだけど。やっぱり裁判関係者は馴なれ合うもんじゃないわ。法と真実だけが友だちね」

　アンパ●マンかな？

　なんにせよ、姉の姿は、すっかりいつも通りに溌はつ剌らつとしている。

「ツカ姉が復活して良かった。もう具合悪くないの？」

「魔力点滴とかいうのやったら元気になったわ。もう大丈夫よ。入院中はいろいろ任せてごめんね」

「いいって。というかツカ姉は女の子なんだから、無む茶ちやしないで」

　あとこの機に言っておかねば。

「ねえ。もう寿命を削るようなことしちゃだめ。約束して」

　お互い絨じゆう毯たんの上に座ったまま見つめ合う。十五歳になった姉に先立たれるとか、男としてありえない。姉の異世界に対する無知は危険だ。心配で釘くぎをさそうとしたはずが、

「──あっくんが、お姉ちゃんにそれ言う？」

　様子が一変する。大きな赤茶の瞳が潤んでいる。

「無茶をしたのはあっくんの方。下手をしたら肥料にされていたかもしれない。髪の毛だって真っ白になって……後頭部の傷は痛んでない？」

　お互い座ったままの姿勢で、姉の手が俺の頭を撫なでる。

（心配をかけたのは、俺の方か）

　姉にとっては、弟おれはこの世界で頼れるただ一人なのかもしれない。

「こんなの被害を受けた人の苦しみと比べたらカスみたいなもんだよ」

　ジクジクと痛む後頭部の傷痕に、むしろ背中を押されるような気持ちになる。

「この世界の邪悪な力を、ツカ姉と俺とで裁こう」

　もう自分が裁く側の人間かどうとか、うじうじ迷っていられない。

「きっと、そのために俺たちが喚よばれたんだ」

　普通の異世界ファンタジーなら。異世界にきた日本人は神様からもらった特別な力で活躍していく。でも俺の【習得】はどこか違っていた。

　だけれどその使い道は、最古の神器をへし折ってわかった。習得すれば力の検証ができる。所持者になれば、その力を破棄することができる。きっと、どんな神の力でも。

「ツカ姉ねえが宣言した『神裁き』……進めよう。俺たちが裁かれる前に」

　ずっと──特別な力に憧れていた。

　異世界ファンタジーの、チートとか異能バトルとか、格かつ好こいい力が好きだった。

（今はもう、昔の話だ）

　異世界の多様な種族が戦いに生きているのではなく、豊かに生活している世界で強すぎる『力』は必ずしも必要ではない。かえって力に魅せられて傲おごる者が現れ、それこそ紛争の種になる。みんながみんな力を自衛のためだけに使うとは思えないし、今回のように自分が犯した罪を隠そうとした結果、醜く歪ゆがんでいってしまうこともある。

　この世界のために、なせることをしたい。

「あっくん……変わったね」姉は目を見開いて。「格好いい……大好き……んー……」

　囁ささやくように言い、唇を尖とがらせて近づいてきた。

「──ご主人様。出デ前マエＥＡＴＳイーツが届きました」

　ちょうどその時、シロが現れてたくさんの飲食物を持ってきてくれる。

　部屋の真ん中のちゃぶ台に広げられたデリバリー。ピザ、焼き鳥、寿す司し、フライドポテト、汁物、炭酸飲料……。

「わっちの好物！　いただきじゃぁっ！」とたまもが飛びついていく。

「シロ、ありがとう」姉の身体からだを離しながら言う。「ツカ姉。シロがいてくれれば、俺は大丈夫だと思うから。心配しないで」

「シロちゃんのこと、信頼してるのね……わかったわ」姉は、頷うなずいて言う。「ビルが倒れる前に、言おうとしてたの。お姉ちゃんよりも、あっくんの方がこの世界の人たちに寄り添える。あっくんはできるだけ、あっくんの感覚で動いた方がいい」

「ツカ姉……」

「お姉ちゃんは……あっくんを……信じてる」

「ありがとう。で、飲みたいんでしょ」

　姉の視線は、ちょうどシロが取り出した姉用のビールに注がれていた。

「もうみんな、好きに飲んでつまもう」

　たまもが「うっひょぉぉぉ」とお稲荷いなりさんを味み噌そ汁しるで流し込んでるので、あらためて乾杯をする流れはなかった。姉もシロのいるちゃぶ台に歩いて行き。

「アクト様ぁ～」

　代わるように王女が瓶とコップを持ってやってきた。隣に座る。

「わたくしがお酌いたしますわぁ！　……はいっ」

　断る間もなく、ドワーフ印のコーラをなみなみと注がれたコップを持たされる。

「ありがと。コーラ大好き。じゃあ王女のを注ぐよ」

　座りながら、そのへんのコップにお返しで注いで手渡す。

「嬉うれしいですわぁ～。んくんく…………」

　王女が炭酸飲料を飲むペースは遅い。ちびちびと傾けるペースに合わせて、自分の飲むペースもゆるやかになった。たまもとイレアナが言い争っているのが聞こえるが心のシャッターを下ろし、シュワシュワと弾はじける泡を口内と喉でじっくり味わう……。

（コーラのある異世界で良かった……）

　甘い炭酸飲料が好きだ。転移したのがこの異世界で良かった。

　飲み終えてコップを置いた時、王女の表情に気づいた。

「──王女。どうかした？」

　いつもなら小さな『ヮ』みたいな口をしてナチュラルハイな女の子が、普通の口をしてじっとこちらを見ていた。

「え？　わたくし、どうかしてますの？」

「え？　や、勘違いならいいんだけど。いつもより元気ないなって……」

　と言いながら、自分の気遣いの足りなさに気づいた。

（今回の事件、つらかったよな）

　自分の罪ではない罪を受け入れ、向き合う心労はどれほどのものだったろう。

「……んと。えとね？　自分でもよくわからなくなりましたの。どうすればいいか。わたくし、このままでいいのかって……」

　いつも元気な十四歳の少女が、項垂うなだれたように座っている。

「シロとも話したんですの。そしたら、こういうのはアクト様にって──」

「頑張ったな。王女」

　右手を伸ばし──ポンポン、と。

　ティアラの乗る小さな頭部を撫なでた。

「アクト様……」

「なんか不安なことあったら、なんでも教えてくれ。なんとかするからさ」

　もっと早くこの世界にきて、もっと早くこの子にこう言えたら良かった。

「……えへへ。はぁ～い！　アクト様を頼りますわぁ！」

　ピンクのメイド服を着る王女は、俺の右手を嬉しそうに両手で撫でた。

「──さぁわっちの腹はもう膨れた！　とっととゲームを再開するぞアク坊！　いや『神に選ばれし補佐官』！」

「なにそれ」

「むぐ……こほん。このところ、アクト様をそう呼ぶ王国民が増えております。『神に選ばれし補佐官』……神の代理人を裁かれたお人だと」とは、イレアナ。

「アクト様ぁ～、かっちょいいですわぁ～☆」

「悪目立ちしちゃったかな……まあ、二つ名が『ウィンドウ使い』よりはいいか」

　それに──と振り返る。神官長のリアクションのおかげで、俺はなんでも【習得】できるような人物に見えたことだろう。実際には、習得は無制約ではないし、習得したところでレベル１でスタートするにすぎない。でもこの弱点は隠したまま、敵に対する牽けん制せいとして、ハッタリでもした方が良さそうだ。

「さあもう一回じゃ！　このゲーム、古めかしいがなかなか悪くない。わっちに似たキャラがいるのが気に入った！　よく探し当てたのう！」

　と、たまもが言っているゲームは、『チヨダクファイト』。

「いいだろ。なにせ王国民が創ったゲームだからな」

　それはゴブタが創った対戦用の格ゲーだった。

　ボウチャー一家の家庭内の問題は解消された。俺は毎日ゴブタの元に通って、相談を受け。話の流れでたまものことを言ったら、お礼に創ってくれたのだ。

　俺は思う。神の奇跡を語るまでもなく、この日常が奇跡だと。異世界の王国で、日本のゲームファンが創ったこのゲーム一つが奇跡的な産物だと。

　この部屋の大きなモニターの下にはパソコンがあって、ゴブタから借りたＵＳＢメモリが刺さってゲームを起動させている。

「ほう。じゃからフェアというわけか。約束を守って感心感心」

たまもは油まみれの手でゲームパッドを手に取り、よこして言う。

「さぁ、はよっ！　まだアク坊の約束は完済されておらんぞっ！」

「はいはい──」

　たまもの隣の座布団に座り、モニターに向き直った。

　ゲームパッドを握る。

　温かな空気と、油のにおい。

　今この場には、どこか懐かしい安心がある。
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　王国の夜が更けていく。

　俺は一人、王女の部屋のバルコニーに出た。

　中世ヨーロッパ風の石造りの開放的な空間で、鉄製の柵に手をかける。

　後方では、まだ覚めることのないパーティー。「次はおジャッジの番じゃ！」というたまもの声と、「がんばりガヴァナンスぅ～」楽しげな王女の声。

　たまもは、俺との対戦成績を６勝５敗にした後、次々に対戦相手を変えて総当たり戦をやり始めた。もう好きにしてもらえばいい。

（さて……これからのことを考えよう）

　火照った心身を、穏やかな夜風で冷やしていく。

　眼下には、夜の帳とばりが下りた王国の光景がある。王女が出現させコピペした日本のビル群があるとはいえ、それは現代日本よりもはるかに昏くらい。

　──この王国のどこかに、【黒くろ天てん[image: ]びん】に関わる者がいる。

　脳裏に、真っ黒な逆さ天秤が焼き付いていた。あれは紛まぎれもない邪悪だ。

　自分たちが表に出ることなく、犯罪を事故のように仕込んだ。今もどこかで、同じような邪悪が仕掛けられているかもしれない。それも【禁忌魔法】によって……。

　思索する俺の横。バルコニーにはもう一人の人物が立っていた。

「シロ……いつの間に」

「ご主人様が、狙撃されるかもしれませんから」

　無表情のメイド長が、冗談ともわからないことを言う。

　寄り添うように立つ彼女のメイド服が、腕に触れてくすぐったい。

「……今、ご主人様はなにをお考えになっていらっしゃったのですか？」

　闇夜の中で、薄氷のような碧へき眼がんがこちらを見ている。

「事件を仕込むやつら……【黒天[image: ]】のこと」俺は答える。「このままだと、やつらに利用される人が増える。神器【裁きの欠片かけら】の【文字の力】は危険だし、その所持者は俺たちを大天[image: ]裁判で裁ける。待っているだけだと、護まもりたいものも護れなくなってしまう」

「はい。おっしゃること、わかります」

「俺は──」

　息を呑のみ。決意して、言う。

「異世界のすべての力を、掌握する」

　シロの美しい瞳が、黙って続きを乞うように見上げている。

「力が欲しいわけじゃない。力に屈しないために。力を間違った使い方にしないために。異世界の最高裁判所になるんだったら、避けては通れないから」

　初めて言葉にしてみて、緊張が走る。大それたことだ。

　平凡で普通な自分なんかが、世界の危機をどうにかしようとしている。

「……ごめん。俺なんかが、おかしなこと言っちゃったな」

「いいえ。決して、おかしくありません」シロは毅き然ぜんとして言う。「ご主人様がそう思ってくださると思って。シロは、【黒天[image: ]】が出現した際の状況を調査していました」

「へっ？」

「あの時あの場にいた傍聴人の中に、紛れ込んでいた賊がいるはずですから」

　遅れて、理解する。彼女は同じ方を見て、すでに対処してくれていたのだ。

「メイドたちに手分けさせて、作業中です。情報が整理されたら、ご主人様にご報告するつもりでした。また、一緒に調査を進めていければと」

「シロ──大好きだっ」

　あまりの優秀さに、感極まる。

「えっ？　いえ、そんな……」

　そもそも教会本部に潜入捜査ができたのも、シロのおかげ。

　大天[image: ]裁判の時だって、壁を蹴破ってきたその姿は本当に頼もしくて──

「ほんと、あの時は格好良かったし。シロが、ずっと俺のそばにいてくれたら、」

　と言いかけ──疲れた頭に血が上ったからか。

　急に目が眩くらむ。鉄柵を掴つかもうとした手が空中を泳いだ。

「ご主人様、危ないっ」

　シロに、素早く抱き留められる。

　自分より小柄な、一つ年下の女の子。彼女の鼓動を胸に感じる。

「──シロも、ご主人様のこと、好きですよ」ふわふわと眩んだ世界で「とても格好良かったです」犬耳の女の子が小さくなにかを言った。

「えっ？」ようやく平衡感覚が戻ってきた。「ごめん、なんて言った？」

「……何度も言うことではありません」

「ああ──ありがと。気をつけるよ」

　足元気をつけてとか、柵をしっかり掴みましょう、みたいなこと言われたのかな。

「てかさ──シロ」

「はい。なんでしょうか？」

　見上げる、無む垢くなメイドの瞳。

　その美しさに吸い込まれるような気持ちを覚えつつも、これは言わねばと思う。

「お腹なか、出てるね」

　彼女の下腹部は、胃下垂でも起こしたようにポッコリと服から出ていたのだ。

　抱きしめられた時、気づいてしまった。

「……シロは、イヌですから。食べられる時に食べられるだけ食べます」

　少女は可愛かわいらしい犬耳をパタパタと動かしながら言う。

「潜入調査の時は非常食ばかりで……今夜のご飯はとても美お味いしくって……つい……」

「ぷっ……ははっ。シロってそういうとこあるんだっ」

　可か憐れんな女の子の、お腹ポッコリの姿に思わず笑ってしまう。

「そんなにヘンですか？」

　ジト眼めでふくれるシロ。

「ヘンじゃないよ。すごくいい……あははっ、スライムみたいっ」

「バカにされてる感じがしますっ」

　彼女は紅潮した表情で、尻尾を振っている。

（めちゃくちゃ可愛いな）

　月明かりに照らされた、彼女のお腹も、尻尾の毛並みも。

　王宮のバルコニーで、なによりも輝いていた。

「すぐに消化してやりますから」

　ちょっとずつ引っ込んでいく。メイド服の中に収まっていくその様子に、もう一回笑いたくなったのだけれど、さすがにそれはこらえた。

「さて。ではご主人様。あらためまして──」

　メイド長は、こちらを向いて綺き麗れいに背筋を伸ばした。

　綺麗に閉じている両脚に、『籠絡』の時の傷痕はもうない。

「今回。ご主人様にご一緒させていただき、そのメイド遣いの荒さには感じるものがありました。シロはイヌですので──」

　上目遣いで、こちらを見つめる銀髪の女の子。

　一週間ほど前なら、彼女の言い方は無表情で機械的だと感じただろう。

「ご命令を受け、主人のために働くのは最高の喜びです。今まで、エクスタシア様があまりご命令をされないので、身体からだが鈍っていたと自覚いたしました」

　今なら。シロが楽しげに微笑ほほえんでいるのがわかる。

「もっと。もっともっと強く──ご主人様に、お遣いいただけたなら。従者として望外の喜びです」

　その可愛かわいさに。そしてもっと遣われたいという別の一面にドキドキしてしまう。

　早鐘のように鳴る自分の鼓動をどうにか律して言う。

「ありがとう。今のシロとなら、最強の裁判所になれそうだ」

「はいっ」

　王国最強のメイド長は、月明かりの下──楽しそうに言った。




「これからたくさん、ご命令くださいね。神に選ばれしご主人様♪」
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あとがき




　本書を手に取ってくださりありがとうございます。著者の紅こう玉ぎよくふくろうです。

　約一年ぶりとなった二巻ですが、それは前巻の内容が問題となり僕が千ち代よ田だ区くの最●裁判所に連れて行かれ裁かれていたから……なんてことはありません。平穏です。




　さて一巻を刊行させていただいてからというもの、幅広い方々からご感想をいただきました。学生の皆様、小説好きの皆様、最高裁勤務の裁判官、小学生の女の子まで……たいへん嬉うれしかったです。中には酷評もありましたが、おかげで足りないところ等を認識できました。何度も読み返しました。すべて受け止め、消化して、二巻をパワーアップさせるために。僕は、読者様のご感想はすべて正しいと思っています。




　そんな二巻ですが、冒頭から「正しさ」について扱っています。

　難しい言葉です。正しいって、なんでしょう。

　よく聞こえてくるのは、「なにが正しいかは人それぞれ」という価値相対主義風の言葉です。しかし僕はそんな言葉でなにも納得しません。

　裁判は正しさを目指して一つの答えを出します。といっても必ず正しいはずもなく、間違えた裁判もあります。そもそも悪法ということもある。それがまた面白い。

　この巻で、平凡普通なはずだった弟おれは「この異世界で正しくないもの全てを裁く」中心的存在になります。この変わり様は主人公として正しいのか……難しいことはさておき、どうか楽しんでいただければと願うばかりです。




　カバー絵に惹ひかれ手に取られたお方。美しいですよね。めくって口絵もご覧ください。メイド長のシロ、可愛かわいいです。最後まで読むと、とにかく可愛い。二巻から手に取った方も、必ずやご満足されるはずです！　シロもシロ以外も見せ場が盛り盛りです！
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　イラストレーターのＪｏｎｓｕｎ様。麗しいイラストを頂く度に疲労が吹き飛びます。おかげさまで頑張れます。担当編集のＫ様。これまでメールでいただいたご指導のお言葉を見返してますが、小説一冊分を超えている気がします。ガチでお世話になってます。デザイナー様、校正様。仕上げを尽くしていただき感動しています。さらに印刷所様、書店様、ご意見くれた家族のＲ、職場の同期ＡとＭさん、友人みんな、感謝申し上げます。

　続巻については今のところわかりませんが、この物語を好きになっていただけたら嬉しいです。ファ、ファンレターとか欲しい（赤面）。よりいっそう面白いことをやる気なので、今後とも、なにとぞご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。


Ｔｗｉｔｔｅｒ ＩＤ　＠kogyokufukurou







電子書籍特典　書き下ろし短編

『はじめての夫婦関係調整調停（円満）』





※本電子特典は本編の後日談となりますので、本編をお読みになってからご覧になることをお勧めいたします







「いってらっしゃいませ」

「うん。いってきます」




　午後の王国。私は頭を下げてご主人様たちを見送りました。

　場所は、首都チヨダク内の住宅街。

　石造りの三階建ての共同住宅の中……ボウチャー一家のご住居へと、ご主人様、おジャッジ様、ラマンさん、エルマさんの四名が入っていきます。

　これより行われるのは『家事調停』という話し合いの手続。

　当事者のプライバシーを守って非公開で行われるもので、関係者しか入れません。

　通常は裁判所内の『調停室』というところで行うようですが、今回は事情を汲んでお宅訪問というかたちとなりました。

（ご主人様。がんばってくださいね）

　今から、私の仕事は外の警備に切り替わります。

　中でどのようなやりとりが行われるのでしょう。

　気になりますが、うまくいくよう願いつつ……従者メイドの仕事に集中いたします。
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「調停とは、話し合いによって解決をめざす方法のことです」

　姉の声が、異世界の王国にある民家の中で響いている。

　俺はすでにゴブタの件で来たことがある。ボウチャー家のリビングだ。

　北欧風の木製の机を囲み、同じく木製の椅子に座って言葉の続きを聞く。

「裁判所に対してこの世界のみなさんが抱かれるイメージとは違うかもしれませんが、家庭裁判所はご家庭の夫婦間の問題についても扱っています」

　裁判官の声音は、柔らかく優しげ。

　ゆっくりと、今日のこの場の趣旨を説明していく。

　そんな姉が座っている位置は、大きな長机の長い方の辺の真ん中だ。

「この手続の名を、夫婦関係調整調停といいます。中立公平な立場から、お二人の問題が解決されるようなお話をさせていただければと思います」

　お二人、と言われたのはボウチャー家のご夫婦。

　夫であるゴブーロさんと、妻であるライラさん。

　位置は長机のそれぞれ短い方の辺。向き合うように椅子に座っている。

　この部屋の中にゴブタはいない。

　二人の間にできた十二歳の息子には、席を外してもらっている。

　俺はこの場の全員の表情を見ることのできる位置……姉とは反対側の長い方の辺のあたりで、シロが持ってきてくれたパイプ椅子に座って、ウィンドウの操作に備えている。

　いったん話を区切った裁判官。当事者二人の顔色をうかがうも、

「「……」」

　沈黙。

　静寂の中で、表の通りの騒音が聞こえてくる。誰かがバカ笑いしながら歩いてきて、この住宅の前で急に声が聞こえなくなった。王家の番犬シロが立ってるのに気づいたのかもしれない。

　リビングの空気には民家の生活感らしい温かみがあるものの、どうもぎこちない。

（しょうがないか……だからゴブーロさんから相談を受けたわけだし）

　ライラさんは今回の大事件『教会信徒洗脳殺人事件』の被害者だ。

　約一年ぶりにご帰宅したものの、うまく喋れずに部屋に引きこもってしまったという。

　俺はゲームの件でゴブタと会って話しているうち、ゴブーロさんから相談を受け、姉に話した結果、家庭裁判所としてできることをやることにした。

　なお、本来の『夫婦関係調整調停』であれば裁判所の中の調停室を使う。そこにまず別々に来てもらって、申立人から四十分くらい集中して事情を聴いて、次に相手方からも同じくらいの時間をかけて事情を聴く。それぞれの言い分の違いを整理してから、みんなでそろって話し合うのだという。

　ただ、今回は俺を通じて姉が事情を把握していることと、ライラさんの精神状態が不安なところから、ご自宅で最初から全員そろった状態で話を始めている……というわけだ。

　さてどうしよう。姉から相談の【念話】がくるかもしれないな、と思ったその時、

「問題なんかないじゃろう。こうして再会できとるんじゃからな」

　老年の男性の声がした。

　勇者ラマン。半世紀前に魔王を討伐した七十歳の英雄だ。

　彼の声にかぶせるように、

「ちょっとアンタ、やめな。まだ喋んの許可されてないよ」

　とたしなめるのはハーフサキュバスのエルマさん。どう見ても二十代で艶のある姿で、いつものボディコン姿だ。

　それぞれ、裁判官の両脇でパイプ椅子に座っている。

　正面から見て、ラマンさんが右。ゴブーロさんの側。

　エルマさんが左。ライラさんの側だ。

　なんでこの二人がいるのか……という疑問の気配を、夫婦から感じる。

「裁判所から説明させていただきます。家事調停には、家事調停委員という制度があります。調停委員は、専門的な知識経験や、社会的知識経験をお持ちの方から選ばれ、通常は一つの事件に二名。裁判官と一緒に問題を考えます。今回はチヨダク王国のご家庭の問題について、異国からきた私と弟だけで決めつけないためにラマンさんとエルマさんのお力添えをいただくことにいたしました。調停委員は守秘義務を負うので、今日この場でしたお話の秘密は守られます」

　姉の言葉のとおり、二人には調停に協力するために来てもらっている。

　異世界には異世界の事情がある。年長者の意見を取り入れたい──というのは姉が言い出したことだ。それに俺が見知った人で頼める人となると……ラマンさんとエルマさんということになる。

「さて」裁判官が、手続を進めようとする。「家事調停、というと子どもの親権をどちらにするか、財産をどう分けるかなどの話をイメージしてしまうかもしれません。しかし、今回、うちの補佐官に夫婦の話し合いを依頼されたゴブーロさんはご離婚を望んでいません。話し合いのゴールは夫婦の関係性の修復であって円満な家庭、」

「じゃから、なんで離婚なんて考えるんじゃ？　一生愛すると誓った妻じゃろう？　男ならただ己の誓いを守らんか」

　再び口を開いたのは、老勇者。

　隣の姉は無表情になり固まった。

「ハァ……アンタ、ほんと古くさいわ。時代遅れな押しつけだねェ」

　身を乗り出し裁判官を越えて自分の左手に叱咤を飛ばすのはエルマさん。

　彼女はよくラマンさんとは口げんかをしているが、この場ではどうだろう。

《──あっくん。どうしよう……ゴブーロさんがなにも喋ってないのに》

　姉からの念話がくる。俺は、

《ひとまずこのまま様子を見よう》

　と答えておく。

　発言を制止してぎこちない空気に戻るよりマシだろうと思うからだ。

「いいかい。フィオナのことでアンタも落ち込んだと思うけどさ」

「落ち込んでおらん。儂らは死ぬ覚悟はとうの昔に済んでおる」

「なんじゃそりゃ。今日は格好つけるために来たってかァ？」

「なにをいらついとるんじゃエルマ」

「アクトちゃんがこんなジジイとババアを頼ってくれたんだよ。この歳まで生きながらえた年甲斐っての見せようや」

「じゃから、儂は言っとるじゃろ。初志貫徹こそ男の道じゃと」

「そう単純じゃあないよ。『事情説明書』には子どもの教育を巡って言い争いになってたって書いてあったろ。さっきのおジャッジ様の話も聴いてた？　もう少し人様のご家庭の事情に寄り添いな」

　事情説明書とは、申立人と相手方の思う事情を書いた書面だ。

　調停委員の二人にも今回のことをわかってもらうため、事前に渡しておいたのだ。

「あーだこーだ言っとるが、そりゃ一年も前のことじゃろ。儂が知っとるゴブーロ＝ボウチャーはな、勇者じゃよ」

「はいィ？」

「エルマは見とらんかもしれんが、あの神官長の片手にしがみつき、その動きを封じたんじゃぞ。儂は拘束されておったがその時の状況は手に取るように伝わってきた。人を見るには、いかに勇気のある行動をしたか。もうそこの男は合格じゃよ」

「アンタの合格発表なんざ聴きたくないよ。もっと複雑なの。今回の事件に巻き込まれたこともそうだし、そもそもゴブーロさんがハーフゴブリンで、ライラさんが人間。そういう微妙な違いから取り扱わんと」

「妻と子のため、勇気のある行動をした。そこに種族の違いなんぞない」

「──あのっ。オレが……悪いんです」

　調停委員二人の話が続く中、そう切り出したのはゴブーロさんだった。

「オレが……頭悪くて。しょせんゴブリンなんですよ。難しいことわかんなくて」

　ボソリボソリと、四十二歳の父親が言う。

　着慣れないスーツを着た姿で項垂れた姿は、ベルトの上に乗った自分の腹の肉を見ているようでもあった。

「いや、ゴブリン族は賢い」また老勇者ラマンが発言する。「あやつらが作る洞窟内の構造はたいしたもんじゃ。手先は器用で耳が良い。地下ダンジョンの攻略の時にはハーフゴブリンの仲間に助けてもらったもんじゃ。なぁエルマ」

「ん──ああ、いたねェ。魔王城が近くなったら逃げたやつが」

「今、冒険のお話はいいです」と裁判官。

「違うんです」だがゴブーロさんは勇者ラマンのフォローに反論するように言う。「オレ……その、二年前にパチスロってのにハマっちまいまして」

　パチスロ。

　唐突に出た単語に、ラマンさんは停止した。

　姉がすぐさま、

「パチンコ型スロットマシン。パチンコ玉を弾きながら映像を流したりする遊技機……この王国にもあるんですね」

　と補足する。

「ピカピカジャラジャラしたアレかい。繁華街で賑わってるのを見るよ」

　とはエルマさん。

（この異世界、そんなもんまで日本からコピペしたんか……）

　いろいろと問題がありそうなものだ。

「へい、それです。あれが、その、気持ちいいんですよ。耳に。身体中がゾワゾワして、ウオオッてなって……スッキリすんです。財布もスッキリするんですけどね。へへ」

　頭を下げながら、ダメな人間の顔をするゴブーロ＝ボウチャー。

「で。スロットのゲームをパソコンに入れてヘッドホンつけて自分の部屋でもやってたんですけどね。どんどんオレの聴力が落ちまして。その、ゴブリン族の耳の良さとかもうないんですわ」

「ほぉ」

　呆れたような顔で、ラマンさんが気の抜けた返事をした。

「ライラはそんなオレを見て嫌だったみたいで。んで、ゴブタもなんかゲームに興味持ってたから、オレみたいになるか心配したんです。でもオレは耳がすげえ気持ちいいからやめたくなくって……人間に言ってもわかんねぇみたいで言い争いになっちまったんです」

　パチスロが異種族にけっこうな影響を与えている気がする。

　ふと、イレアナの顔を思い出す。王宮府の重職といえば彼女だけど……日本文化好きなイレアナが、日本の街中にある娯楽は問題視しなかったのかな、と思う。

　この国は大丈夫だろうか、と心配になるけれど今は置いておこう。

「だからゴブタのゲーム禁止っつうのはその……オレのせいなんです。まずオレが怒られて、それがゴブタにもいったようなもんです。だからオレのせいで離婚するんだって、」

「じゃが、昔のことはもういいじゃろ。神官長から妻を救い出したんじゃから」

「アンタ、さんざん昔の誓いを云々と……もう黙ってな」

　エルマさんは肘をついて呆れたように老勇者を見ている。

　ムードがいっこうに良くならない。

　ラマンさんとエルマさんが互いを乳繰り合う度に、ゴブーロさんとライラさんは俯いてしまっていた。

《あっくん……この調停、不成立かも》と姉から念話がくる。

　この話し合いは失敗に終わるかもな、と思い始めたところ、

「──あの」

　ライラさんが俺の方を見て口を開いた。

　四十歳の母親の姿は、黒っぽいワンピース。

　ずっと黙って俯いていたのに変化があった。

「……ええと……」

　言い淀んでいる。

　裁判官が「まだご体調が優れなければ、また別の日取りにしましょう」と気遣う。

　数秒した後、俺の方を向いて、

「ゴ、ゴブタを……どう、思いますか」

　と言った。

（なんと答えよう）

　ゴブタについて俺が思うこと……

「ゴブタの事件は不処分になりました。そもそもあのビルは施錠が壊れて放置されてたし、不法侵入とかおおげさだなってみんな思ってたんです。ただみんなで意地になってただけで」

「…………」

　じっと眼を見られる。

（なんか違うこと言ったかな）

　人の母親から無言でガン見されると、気まずいものがある。

「ゴブタは、いいやつです。あいつが創ってくれたゲームで遊んだんですよ。きわどいところで光るセンスがあります。なかなかの才能だなって、」

「…………」

「や、だからクリエーターになれるかまではわかんないですけど」

　余計なことを言ってしまった。

（俺は思った以上に、緊張してたんだな）

　喋ってみてわかる。

　人の家庭の問題を話すというのは想像以上のプレッシャーだった。

「だから……その。家族で、あいつを認めてやってくれませんか」

　なんとか、絞り出すように、伝えたいことを言った。

「…………」

　ライラさんは黙って、また俯く。

「そ、そうだライラ」

　その対面で、ゴブーロさんが言う。

「オレからもゴブタに謝ったんだ。オレが先にゲームにハマったせいだったって。そしたらあいつ、オレのパソコン使っててさ。『パチスロのソフトが入ってたからそんな気はしてた』って言うんだ。参っちゃうよな」

「俺もゴブタから聴きました。ゴブーロさんこの一年はゲームされてないみたいですよ」

「そ、そう！　それでお菓子ばっか食うようになってさぁ、腹は出たな。ハハハ……」

　……。

「…………」

　乾いた空気である。

《──ツカ姉》

　もうたまらず念話する。

《この場にうまい裁きとかないの》

《残念だけどないわ》

　姉からの回答が返ってくる。

《心が離れた夫婦をくっつける裁判なんてない。離婚も結婚も当事者の意思が大事よ。調停の話し合いで無理矢理円満になんかできないわ》

　そりゃそうだ、と思う。

　自分が思いのほか、ゴブタのことで揺らいでしまったと実感する。

　だからといって、もう二人に対してできることはない。

「アクト様がおっしゃるようにじゃなぁ──」

　そこに勇者ラマンが口を挟もうする。

「かつてした夫婦の誓いを、」

「言っとらんでしょ！」

　ツッコむのはエルマさん。

（うん。言ってない）

　ラマンさんの話は同じところをループしがちだ。

　この場にいるのがつらくなってきた。

　ゴブーロさんもライラさんも俯いてしまっている。

　もう終わりだろうか……と思い始めた時だった。

「「……ぷっ」」

　二人が同時に、吹き出す声が聞こえた。

「なんじゃ？」

　ラマンさんがキョロキョロする、両方。

　夫婦二人が肩をふるわせ小刻みに笑っていた。

（ゴブーロさんとライラさんが、笑ってる）

　目元を見ると、どちらも同じような笑顔をしていた。

「……すいません。笑っちまいました」と謝罪するゴブーロ。「でも、思い出しました。いろいろと……」

「あなたとは」ライラさんも口を開く。「最初から、笑いのツボが一緒だったわね」

　俺の記憶の中で、聴いた言葉が目の前の人たちと結びついた。

　最初のゴブタの少年事件の後のこと。

　ゴブーロ＝ボウチャーの愚痴を聞いた時、夫婦の出会いについても聴いていたのだ。

『オレたちが出会ったのは、王家が開いた映画の上映会。みんなが神妙な顔して、クレ●ンしんちゃんってのを観てた時。隣にいたライラと、オレだけ噴き出しちまってね。一緒に話しながら帰ることにしたんですよ。自己紹介しながら……』

「ライラ。オレ、いろいろ思い出したよ」

　目の前。ゴブーロさんが、ライラさんを見据えて言う。

　受ける妻の方は「ええ」と短く言い、夫の言葉を待つ。

「教会支所の結婚式で、夫婦の誓いをしたよな。一生愛するってさ。うまく言えてなかったかもしれねえけど」

「言えてました」

　小さいがはっきりとライラさんは言った。

「ああ。あん時さ。オレが誓った相手は、おまえなんだ」

　ゴブーロ＝ボウチャーはいったん頭を掻いて、姿勢を正して言う。

「どこにいるかもわかんねえ神様なんかじゃない。ライラに誓ったんだ」

　伸びた背筋のせいか、今までよりも頭一つほど身長が高く見えた。

「こんなこと、ここで思い出すなんておかしいかもしれねえけどさ。また、やり直してくれないか。オレと、ゴブタは……ずっと、待ってたんだ」

「わたし……一年も、ここを離れてました」

　ポツリ、とこぼすようにライラさんが喋り始める。

「自分の弱さとか、愚かさとか……つけ込まれて……またここに帰ってきても、どう思われてるのか……どうすればいいか、わからなかったの」

　ゴブタの母親は、そう言って弱々しく笑った。

　対して、

「そんなんゴブタからも聴いたし、おジャッジ様とアクト様に裁いてもらった……みんな神官長のやろーが悪いんだ！　みんなわかってる！」

　語気荒く言うゴブーロ。しかし、

「いいえ。わたし、ずっと思っていました」

　かぶりを振って、ライラさんは自分の考えを述べた。

「今回の事件がなくっても……わたしはきっと、誰かにつけ込まれていた。自分のダメなところを利用されていたと思います。わたしは教養がなくて、頭が悪くて……そう、悪いのはわたしで、あなたじゃなくて……」

　彼女は言いながら出た涙を、自分で拭う。

　数秒。黙ってからまた述べた。

「せめて。せめて自分の子どもには、隠さなくていいことを隠さなくてよくなりたい。もっと自分で、大事なことを、子どもに伝えられるようになりたいって……思うようになりました」

　言って、ライラさんはラマンさんとエルマさんに座ったまま一礼する。

「夫婦漫才まで見せてもらって、ありがとうございました」

　そしてゴブーロさんの方を見て言った。

「こんなのでも良ければ、またお願いします。あなた」

　ライラさんの言葉には、昔あった朗らかさが蘇ったかのように見える。

（これが、調停のゴールなんだろう）

　雰囲気が和やかになる。円満、と言えるかまではわからないけれど。

　緊張が解けていき、みんなが肩の荷を降ろすのを感じる。

　とりわけ、変わりようが激しかったのはゴブーロ＝ボウチャーだ。

「良かった。良かったぁ……また二人で、いやゴブタと一緒に……映画とか観に行こう。ああ……今日は、みなさんほんとにありがとうございました！　勇者さんご夫婦も！　オレ、ちょっとゴブタ呼んできます！」

　妻とよりを戻した夫は、急にせわしくなって席を立ち、家の外へと出て行った。

「これで一件落着か。まったく……アタイらは夫婦じゃないってのに」

　とため息混じりにエルマさんが言う。

「どうじゃエルマよ。儂が最初から言っとるとおりじゃったろう」

　勇者ラマンは嬉しそうに笑っている。

「アンタのその自信はどこからくるのさ」

「エルマがいてくれたおかげじゃよ」

「はいィ？」

「口は悪くてもな、いつも儂らを気にかけてくれておる。感謝しておるよ。こうして言葉にしたことはなかったがな」

「な、なにさ急に」

「勇者ご一行で最後まで生き残るんはエルマじゃと思っておった。儂はけして、おまえを一人で死なせはせん。大事な家族じゃと思っておる」

「…………なに、しみったれてんだい。先に死ぬのはアンタに決まってんだろ」

　言いながら、エルマさんは椅子に深く腰掛けて、そっぽを向いた。

　老勇者は一人で、「そうかのう。酒の量は減らしたんじゃが……」とブツブツと言っている。

　反対方向、なにもない床を見ながらエルマさんがポツリと言った。

「…………今さら、遅いっての。バカ」

　その頬は、紅潮している。

（もうその二人で結婚しなよ）

　と俺は思った。

「調停成立により終局とします」裁判官の声がリビングで響く。

　姉が席を立つのに合わせ、俺も立ち、

「「お疲れ様でした」」

　とみんなに声をかける。

　あとはこの場に持ってきたパイプ椅子でも片付けるか、と思った時、

《──ご主人様。あのっ》

　シロからの念話が急に入った。

《な、どうしたっ》

《急にゴブーロさんが走って出て行きましたが、拘束しますか？》

　やれ──最後まで気を抜けない。

　シロからしたら、裁判中に逃げる人に見えたのかもしれない。

《……今回のは、それでいいんだ。追ったりしないでね》

《わかりました》

　安心したような声に変わる。

　メイド長の素直な調子に、信頼感を覚える。

《はじめての調停。うまくいったんですね》

　自分のことのように喜んでくれているのを感じる。

　すると不思議なもので、自分の中からもじんわりと嬉しさがこみ上げてくる。

（ツカ姉と、シロ。三人で振り返りたいな）

　複雑に絡み合った人々を、解きほぐすことができた嬉しさを。

　今の三人なら、分かち合える気がしている。

《俺たちも帰ろう。俺たちの家に》
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